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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章．　始まりの終わりの話







　二〇一二年　一二月二四日──。


　星全体が胎たい動どうに震ふるえ、蛹さなぎの背を割って蝶ちようが羽う化かするかのように、地を裂さき、海を割り、空を砕くだき、何もかもが崩ほう壊かいする音を産うぶ声ごえに──。


　新世界は生まれた。





　人々が聖夜を祝うまさにその日、かねてより予見されていたものが、ついに訪おとずれた。


　世界の終しゆう焉えん。


　数々の神話・宗教に必ずと言っていいほど存在する、冗じよう談だんめいた〝終わりの話〟。そんなもの、予見されようと、現実に起こるなどと思う者がいようはずもなかった。


　星が軋きしみに啼ないた。地じ震しん、噴ふん火か、竜たつ巻まき、吹雪ふぶき、津つ波なみ、洪こう水ずい、旱かん魃ばつ、砂すな嵐あらし、星のシステムが壊こわれたことを告げるような惑わく星せい規模の超ちよう自然災害が一いつ切さいの容よう赦しやなく、生命を襲おそった。


　その結果、人類の人口は三分の一以下にまで追いやられ、破は壊かいの限りが尽つくされた疲ひ弊へいした世界のみが残された。





　だが、星の変革はそこで終わりはしなかった。


　多くのものを失った代だい償しようとして、世界は新たなものを得ていた。


　出会いは、未知との遭そう遇ぐうなんてＳＦチックなものじゃあない。


　出会った彼らは──世界の境界線を越こえて来た異世界の住人。


　彼らと我々はその時初めて、互たがいの世界の存在を確かく認にんしあったのだ。


　そして、世界はこの出会いの意味するところを知る。


　世界に起こったのは単なる崩壊ではなく、彼方かなたと此方こちら、彼かの世界と此この世界、二つの世界が統合されたのだという事実を。





　行き場のない哀かなしみと怒いかり。


　異なる二つの世界の交流は容易にはいかず、本当の意味での世界大戦へと発展するまで、そう時間を要しはしなかった。


　二世界の混じり合った新世界で、互いの世界の国々は、骨肉の争いを繰くり広げた。


　世界大戦がようやく終結に至った頃ころには、世界統合からすでに三〇年という月日が経過していた。





　世界大戦も終結し、足並みも揃わぬまま新世界はようやく歩み始めた。


　文化、文明、種族、宗教、哲てつ学がく──。多様性を構成するありとあらゆる要素が混じりに交じった世界において、国境線と勢力図は大きく塗ぬり替かえられ、組織は解体・新設され、制度は改変を繰り返し、新しい世界は着実に歩みを進めていった。





　こちらとあちら、と抽ちゆう象しよう的てきに呼ぶのも味気ない。文明特色を考こう慮りよして二世界をそれぞれ次のように名付けよう。


　まずはこちら、科学を以もつてして世界の真理を解き明かそうとした我々の世界。その古き言葉を借りて〝科学世界フイロソフイア〟と、そう呼ぶことにする。


　そして、あちら。


　彼の世界にはすべてがあった。


　ヴァルハラもアガルタもエデンもエル・ドラドもエリュシオンもシャングリラもティルナ・ノーグも桃とう源げん郷きようも高たか天まが原はらも──、我々の聞き知るかぎりの、すべての遠き場所が彼の世界にはあった。


　それもそのはず。あちらの世界を支える根幹。御み業わざの贋がん作さく、神々の遺産、彼らは謙けん遜そんするように言うが、我々が見る彼らの技術は、まさに神業と呼んで遜そん色しよくない代しろ物ものであり──魔ま法ほうであった。


　ゆえに私は彼らの世界のことを同じく旧ふるい言葉から引用して、こう呼ぼうと思う。


〝術式世界テウルギア〟と。


　術式世界テウルギアには名にもあるように、術式と呼ばれる生体エネルギーの運用法が確立・存在していた。彼らは術式を用いることで、世界の構成素に働きかけ構成式を紐ひも解とき、科学的には在あり得ない常ならざる現象を引き起こしてみせる。





　戦後の研究でわかってきたことは科学世界フイロソフイアの先祖、即すなわち我々の古い先祖は似通った技術を持ち得ていたようだが、科学世界フイロソフイアの歴史のなかで血は弱まり、科学の発展によって淘とう汰たされ、今や科学世界フイロソフイア側での術式使用者の数は限られているのだという。





　世界は歩み始めた。赤子のようなおぼつかない足取りでも、確かな一歩を進めたのだ。


　それでも──


『どうして世界が統合されてしまったのか』


　その答えはいまだ出ていない。







【『新世界の行末』より抜ばつ粋すい】













　第一章．　八や劍つるぎ姫ひめ也やの世界




　夢を見ていた。


　嗚あ呼あ、と漏もれるのは呆あきれでも途と方ほうでもない。現実のものか、夢が再現したものか、胸はじくじくと痛みを得て、夢の中で苦く悶もんの表情を浮うかべた。


　自分が立つのは四方を白はく亜あと窓に仕切られた一室であった。


　窓まど際ぎわ、そこがこの夢のいつものスタート地点。


　左、煤すすけた薄うすいガラス窓の向こうに映るのは、紺こんと橙だいだいの混じり合った濃こい空だ。暮れなずむ夕暮れ色の空。空を染め上げる色の奥には、西日が寂さみしげに揺ゆらいでいた。


　脳のう裏りに焼き付いて、決して離はなれることのない遠い情景が、お前の記き憶おくだと見せつけるように、まざまざと物語っていた。


　そして来る。景色の反対側、室内側から声がした。


『姫也……日本に戻もどるって本当なの？』


　右。そちらを恐おそる恐るゆっくりと見る。


　白を基調とした室内、部屋の中ほどに配置されたベッドに身を横たえた少女がいた。


　少女は身を起こし、こちらを見たまま言った。


『──行っちゃうの？』


　真っ白なシーツと同色の患かん者じや衣の胸むな元もとから、彼女の体に巻かれた包帯が痛々しく覗のぞいている。流したままの長ちよう髪はつを西日に透すかす少女はひどく悲しげで、それでいて美しかった。


『姫也……!!』


　答えて、と目めの端はしに涙なみだを溜ためた少女の訴うつたえに、過去の自分は答えない。


　うつむくように頭こうべを垂れ、歯を食いしばる。右みぎ腕うでに巻かれた包帯がわずかに撓たわむ。先の拳こぶしはしぼり込むように強く握にぎり込まれていた。


　忘れたことはない、その下に隠かくした傷の痛みは。


　彼女の顔もまっすぐに捉とらえられないまま、過去の自分がようやく搾しぼり出した言葉は、


『──ごめん』


　たったそれだけの、どこまでも弱々しい謝罪であった。


『違ちがう……そうじゃない！』


　駄だ目めだった。どうすればいいのかはまるでわからず、たった一つの決心だけは持って足を運んだはずだったのに、その決心に踏ふみ出す勇気すら足りなかった。


『また、戻ってくるんでしょ？』


『……ごめん』


　言葉は見つからない。心は決めたはずなのに、言葉はほんの短いものであるはずなのに、彼女の凄せい惨さんな傷を前にして自分の決意はひどく脆もろかった。


　長い沈ちん黙もくが空間を満たした。互いにどうすればいいのか、幼い彼らにはわからなかった。それを破ったのは、彼女ではなく、今度こそ意を決した自分だった。


　震える唇くちびるが、掠かすれた喉のどが、今度こそ言葉として意思を放つ。


『僕はもう……この力は使わない』


　だから僕を許してほしい──暗にそう言うようにか細い声は贖しよく罪ざいを求めた。


　少女は息を詰つめ、一いつ拍ぱくという間を置いて、


『──でもそれがあったから!!』


『これがあったから、僕はっ……!!』


　彼女の訴えを封ふうじる荒あらい叫さけびが室内を叩たたいた。感情にまかせた強い拒きよ絶ぜつだった。


　そこで初めて、過去の自分は少女の顔をまっすぐに見み据すえ、視線を確かに交かわした。


　叫びに言葉をなくしていた少女は、求めるように少年を見つめていた。


『姫也……』


『──さよなら、アイリス』


　どこまでも一方的な離り別べつの言葉だった。


　それを最後の応対として、自分は釘くぎを刺さされたように動かなかった脚あしを強引な動きで引き剝はがす。逃にげ出す中、最後に見た彼女の表情。


　彼女の唇が開き──


『私は、姫也っ!!』





　声が、告げる。





「ハーイ起きるー、八劍姫也ぁー」


　少女の言葉を遮さえぎったのは別の女声。同時、脳天に響ひびいた痛覚に現実の八劍姫也は身を震ふるわせて覚かく醒せいした。





　　　　◆





　──二〇六二年春、日本。


　新東京都のつき抜ぬけるような青空の下、声が満ちる場所があった。


　北から西に渡わたる丘きゆう陵りようの麓ふもとに存在する広大な敷しき地ち。敷地内にところ狭せましと林立する建造物群。


　その実態は新東京都、西部郊こう外がいに造られた巨きよ大だい学園だ。


　広大、とはいえ中等部、高等部、大学部と三課程の各専科がキャンパスを別とせず一所に集約され、さらに学生相手の小売店やアパートなどが取り囲んでいることを考えれば、自然納なつ得とくする大きさでもある。


　学園が形成する一市街をまっすぐに二分する四車線の中央道、車道に面したある一つの石積の門には〝国立京みやこ学がく園えん・高等部〟と金字で刻まれた校名があった。


　四階建て三棟むねの〝王〟字状をとる校舎は、教養教育を行う一いつ般ぱん教室棟とう。校舎前面に掲かかげられたアナログ時計の針は、未いまだ11時40分を回ろうかというところ、昼休みにはまだ少し早いだろう。


　件くだんの声は校舎から。


　しかし声は明らかに授業中のそれではなかった。


　喜き悦えつの混じった声は、歓かん声せいというものだ。


　それだけではない。それ以外にもおかしいところはある。


　校舎の一角。グラウンドに面した、三階は中ほどの教室。ベランダを有する教室の外がい壁へきが、爆ばく発はつ物ぶつで盛せい大だいに爆破でもされたかのように大きく抉えぐられ、開かれた穴から、教室内の様子が見て取れた。


　教室内。すでに大半の生徒たちは教室外へと退たい避ひし、彼らは中の様子を見守っていた。


　明らかな異常事態。にもかかわらず、生徒たちにうろたえている様子はまるでない。誰だれもが呆れるように、困ったように、共通して笑えみを得ていた。


　喜悦を多分に含ふくんだ表情からは、むしろ楽しさすら伝わって来る。


　彼らの視線を一身に受けるのは、教室内で対たい峙じする二人の人物であった。


　一人は教室中央にいる男子生徒。


　流したままの濃い黒くろ髪かみ、やや鋭するどい眼めが抱いだくのは琥珀アンバーの瞳ひとみ。典型的な東洋人のものだ。


　学制服に身を包んだ一人の少年。なぜか彼の左耳上、横髪に一つのヘアピンが差されている。袖そでを捲まくった彼の右腕には、人差し指と中指の間ほどから肘ひじにまで至るまっすぐな裂れつ傷しようの跡あとが走っていた。


　彼は身構えてこそいるものの、口元には引きつった笑みを浮かべ正面を見据える。


　声は彼の正面、教室前側から来た。


「──さーて、八劍姫也ぁー」


　黒板を背に、少年に向かって声を放つのは、袖まくりしたシャツに黒のスーツズボン、それらを粗あらく着こなした女性。首に下げたネームタグが、彼女が教職員であるという事実と、〝中なか沢ざわ・アーデルハイト〟という名を示していた。


　今、化け粧しようっ気もまるでない女教師の表情には、怒りを伏ふせた笑みが貼はり付けられていた。


「先生、ちょ──っと、さっきの発言は気にいらなかったかなあ……」





　　　　◆





　八劍姫也はこわばった笑みのまま、目前の教師の声を聞いた。


「存外正確に見切ったわねえ」


「常つね日ひ頃ごろのとばっちりの鉄てつ拳けん制裁も含めれば余よ裕ゆうです。まだ死にたくないですし！」


「ううん、死にはしないわよ。死には、ねえ……」


「た、担任のくせして自分の生徒半殺しにしていいと思ってるんですか!?」


　抗こう議ぎの声もどこ吹ふく風と、両手の指関節を鳴らしてみせるアーデルハイトを前に、自然と後ずさりながら、姫也は視線を泳がせた。


　自分の左、教室の内ない壁へきがベランダの外壁を喰くらうまでに大きく抉られていた。


　──言い訳をさせてほしい。


　窓際の席。春昼間の陽気。差し込む陽光。寝ね不ぶ足そく。うつらうつらと眠ねむくなっても仕方ない。仕方ないのではなかろうか。


　だが百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそこを見み逃のがしたとしても、起き上がりの発言が非常にまずかった。寝ていた自分の頭に一いち撃げき加え去って行くその背に、起きざまの自分がかけた言葉。


『痛っ──行き遅おくれの年とし増まめ……』


　言ってはならぬ禁句を二つも投じた。


『新学期初しよっ端ぱなの私の授業で、惰だ眠みん貪むさぼったあげく、と、ととと年増に、い、行き行き遅れまで付けるってハハハハハハッうるあ──!!』


　寝ぼけ頭が気付いたときには、時すでに遅おそし。


　唸うなり狂くるう鉄拳。学園の鬼き子し母も神じんの琴きん線せんをかき鳴らした犠ぎ牲せいとして、自分の机と校舎の壁かべが爆散したのは言うまでもあるまい。


　自分でもわかるほど乾かわいた笑いが込こみ上げてきた。


「……先生、体たい罰ばつって知っています？　ほうら法令的に文明人らしい振ふる舞まいがしたくなってきません？」


「知っているわよ。でも、ここ超ちよう法規的機関ってやつだし。体罰、それは生徒を正すための教師も痛みをともなう素す晴ばらしい行いふふふ」


「大人って汚きたないな!!」


　叫び、姫也は肩かたを落とした。そのまま横目で廊ろう下か側を見やれば、クラスの面々がいる。


　誰も彼も笑みを浮かべているのは、誰にとっても他ひ人と事ごとだからだ。


『がんばってねー』というのはまだわかる。だが合がつ掌しようして『南な無む』って奴やつらと『胴どう元もとだれよ？』『ハハッ賭かけになんねーよ』などとやっている奴らはあとで覚えておけ。


「でも姫也も積極的ねぇ。そんなに先生の個人指導が受けたいなんて」


　声に姫也が視線を前へと戻もどせば、先生困っちゃうわあ、などとアーデルハイトがしなをつくって猫ねこなで声で言う。


「ははは先生冗じよう談だんはよしてください。母の高校時代の後こう輩はいなら、もう三み十そ路じでしょうに。俺にだって選ぶ権利はありますよ」


「はははさっきの年増＆行き遅れ発言といい、よほど命が惜おしくないと見えるわねえ」


　アーデルハイトは口端を吊つり上げ、快音ともに両の拳を打ち付けた。


「三限目も残り二〇分ほど。きっかり終わらせて、圧あつ倒とう的てき勝利を手て土産みやげに職員室戻りますかー。昼休みぐらいゆっくりしたいし」


「……俺が負ける前提なのはちょっと納得行かないですけど」


　こちらの言葉にアーデルハイトは喜ぶように笑み、


「あら言うわね。教師は生徒の模も範はんでなければならない。生徒に負けたってなれば、それはそれで嬉うれしいけど。まあ今のところ、私の辞書に敗北の二文字はない」


　言ってアーデルハイトは顔ごと、穴の開いたベランダ側の壁を見た。


　見る方向、校舎の南に広がるのは土色のグラウンドだ。本来は体育などが行われているのだろうが、今はちょうど授業がないのだろう。人ひと影かげはなく無人の地が広がる。


　アーデルハイトの意を悟さとり、姫也が言う。


「場所、移しましょうか」


「──その度胸だけは認めたげる」


　ニヤリと笑うと、アーデルハイトは首に下げた教職員用のネームタグを打ち捨て、


「のしてみなさい、とまでは言わないわ。一撃加えてみなさい。それで無礼千万なさっきの発言はチャラにしたげる。それまではこっちは本気でボコるからね」


　続く言葉で、


「いい機会でしょ。生徒の実力を先生が計ったげる。試験よ、試験。私し怨えんじゃないわ」


　校内暴力である、とは言えない。実際、自分とて自分の実力を再さい認にん識しきできる貴重な機会であるのは確かだ──、と言い聞かせておいた方がポジティブであろう。


「私が勝ったら──、補講ってことで昼からは巡じゆん回かい警護に加わりなさい。今はどこも人手不足だし、昼からの授業は免めん除じよしておいてあげるから、仕事しながらよく反省して来なさい。それと反省文を兼かねたレポートを提出すること」


「……俺が勝ったら？」


「補講は当然なし。前期の実技の単位だってあげてもいいし、先の超ちよう絶ぜつ問題発言もゆゆゆゆる、許さな……!!」


「先生、言った本人が言うのもなんですが、そこは素直に許してください」


　問題発言の代だい償しようはひどく高くつきそうであった。


　アーデルハイトは、にっと口端を吊り上げると、


「さて、やるか！　京学園・高等部２年Ｅ組担任、〝錬れん鉄てつ〟中沢・アーデルハイト、推おして参るっ!!──ってね」


　瞬しゆん間かん、アーデルハイトの声を合図に、どちらからともなく教室内を駆かけ出した。


　二人は一足飛びにベランダの縁ふちを越こえ、宙に身体からだを投じる。


　姫也の身が宙に躍おどる。こちらの重みを受け止める空気の圧。大気が衣服を激しく打ち、はためかせ、春日に温められた大気がやさしく頰ほおを撫なぜる。


「──っと」


　身をひねり、回すことで空中での体勢を整える。


　挙動のなか、視線は自然と空へ上った。


　一瞬という短い時間であるはずなのに、情景はゆっくりと目に流れ込んで来る。


　空。澄すみ渡わたる青さに目が眩くらむ。漂ただよう雲もない今、青海から降りそそぐ陽光は匂においをもつ自然味の暖かさをもたらす。


　だが同時に、澄み渡る空の様子とは似ても似つかない、対照的な色しき彩さいが大地には広がっていた。それはずっと向こう、東京湾わんから都心のビル群と首都高の空を覆おおい隠かくす傘かさのように広こう範はん囲いにわたってあるものだ。


　影かげ。墨ぼく汁じゆうを薄うすめたような、薄うす墨ずみ色いろの海が街並みを沈しずめていた。


「……ひさしぶりだ」


　空には青以外の、本来あるはずのない色があった。


　土。巨大な土の塊かたまり。


　姫也は空に逆落としの大山を見ていた。下から見る様相は、海に浮うかぶ孤こ島とうにも見えるそれ。峰みねの延びる大山を上下真逆にしたかのような浮ふ遊ゆう島だ。


　浮遊島は下面あちこちに航空位置灯を灯ともし、大地に陰いん影えいを落としていた。


「竜りゆう国こくヴァルハラ──交流式典に向けて停てい泊はく状態に移ったか」


　空に浮かぶ島国。島自体が一つの国家領土であり、島の上面にはたしかに市街が広がり、人々が生活を営んでいる。


　五〇年前までは空想の産物にすぎなかったものだ。御お伽とぎ話ばなしで語られていたようなものが、今世界に現実として存在している。それも全すべては──。





　──二〇一二年に起きた世界統合。





　世界は激変を遂とげた。なにもかもが作り換かえられ、何もかもが刷新された世界。


「世界同士の交わり……最初期の戦乱期に生まれなくて、正直よかった──」


　つぶやきを宙に残し高さをものともせずに、姫也は軽く着地した。


　姫也はグラウンドの土を踏ふみしめた。足裏の確かな感かん触しよくを確かめつつ、あらためて向かうは正面、そこに立つアーデルハイトだ。


　挑ちよう戦せん者を待つ王者のように、待っていたと言わんばかりの表情でアーデルハイトが言う。


「ん──まあ十分で片付くかなあ」


「一発当てれば勝ちなんですから、すぐに終えますよ」


「言ってくれるわねー」
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　軽いやりとりをしつつ、二人はじりじりと互たがいの距きよ離りを詰つめる。


　勝てる確証はない。だがだからといって、それが負ける確証にもなりえない。


　なんだかんだと言い訳をしつつも、自分はこの状じよう況きようを嫌きらってはいないのだ。


　楽しい、とそういうことなのだろう。


　自分は、八劍姫也なんだかんだと戦せん闘とうを忌き避ひしてはいないのだ。


　姫也は頰が緩ゆるんでいるのを自覚し、笑みを意図的に強くした。


　もっと楽しめ、と自分に言い聞かせるように。


　そんなこちらの様子を見て、アーデルハイトがすこし間を置いて、笑った。


「？」


　姫也が疑問に思っていると、アーデルハイトはごめんごめん、と手を振ってみせ、


「やっぱり親子ねーって思ったのよ。先せん輩ぱいも戦闘訓練のときとか、けっこう笑っていたなーって──」


　懐なつかしむような言葉に反して、アーデルハイトは一度身を揺ゆらす。


「──いっちょ行きますかあ」


　アーデルハイトの体が落ちる。前ぜん傾けい姿勢に力を脚きやく部ぶに溜ためるような中ちゆう腰ごしは、こちらを受け止める迎げい撃げきの構えではない。攻こう撃げき的な突とつ撃げきの構えだ。余裕を見せつけるような真ま似ねもしない、生徒だからと容よう赦しやしないとそう言うように。


　来る。そう予測したからこそ、姫也は動いた。


　身を倒たおし、踏み、行く。


　アーデルハイトよりも先に正面に向かって突つっ走った。


　さぐりも間も一いつ切さいない。そこに迷いもありはしない。


「さあっ──」


　姫也は傷の走る右拳こぶしを、腰だめに構え、叫さけんだ。


「──始めようか!!」


　喜き悦えつを笑えみに力を拳に、行く。








　──今日も八劍姫也の世界は過ぎていく。





　　　　◆





　国立京学園・高等部は広い。


　学園都市と呼んで遜そん色しよくないモンスター学園の一画に含ふくまれているとはいえ、四階建て三棟むねの教育棟とう校舎や体育館といったものは極ごく々ごく一いつ般ぱん的なそれだ。広いのはグラウンドと研究棟、実験場といった本来あるはずのない建物があるからだ。


　お祭り好きをもはや校風としているような学園であり、そんな伝統は良くも悪くも、今に至るまで生徒たちに脈々と受け継つがれている。


　今、そんな学園では小規模ながらも、春先に行った新入生歓かん迎げい祭以来の騒さわぎとなり、熱気覚めやらぬ生徒たちはすくなからず色めき立っていた。


　それはベランダ側の壁かべに大穴の穿うがたれた教室でも変わることなく、昼休みに際し、教室内の生徒たちは思い思いの休み時間を過ごしていた。





　　　　◆





　同情もなにもないクラスメイトたちの言葉の応おう酬しゆうに、八劍姫也は苛さいなまれていた。


「『──始めようか！』なーんて格好つけて始めたっていうのに……」


「まー瞬しゆん殺さつだったね。鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、スパーンッ!!　って止められて」


　自責の念は尽つきることない。


「……面めん目ぼく次し第だいもございません」


「姫也も近接格かく闘とう戦だけなら学内でもイイ線行くと思うんだがなー」


「姫ちゃん、術式まったく使えないから近接戦が唯ゆい一いつの長所だけどねー」


　やりきれないままに、


「……返す言葉もない」


「ちくしょう返して！　俺の今月分の食費返してえええ!!」


「フハハハ、アイツに賭かけた愚おろかな自分を恨うらむがいい！」


　浮かぶ言葉は情けないと理解しつつも、


「……──だったらお前らやってみろよ」


「「やだよ、そんなバカなマネ」」


「コ・イ・ツ・らぁ──!!」


　もう我が慢まんできないとばかりに、姫也は構えた拳とともに憤いきどおりの声を上げた。


　わっと散っていくクラスメイトたちを尻しり目めに、姫也はひどく疲つかれきった表情で机に突っ伏ぷす。ガーゼを張った頰は腫はれ上がり、体中の大小擦さつ過か打だ撲ぼくは数知れず、同じほどの数の治ち療りよう具が身体を彩いろどる。どこかで不良にでも絡からまれて一方的にリンチされたと弁明しても、納なつ得とくしてもらえそうなほど、見事なまでにボロボロであった。


　今、姫也がいるのはベランダ側の最前席。ほどよく教師の視界からも逃のがれる好立地と呼べよう教室内の特等席の一つ。今、自らの左には、損そん壊かいして大穴を開けた壁があり、通り過ぎていく風は降り注ぐ陽光と相まって心ここ地ちいい。


「ったく言いたい放題だな……」


　言われたこと自体は間ま違ちがいではない。


　どう取り繕つくろうとも負けたというのが結果だ。事実であるだけに抗こう議ぎの声を上げれば上げるほど、一層自らが情けなくもなるというもの。


　鬱うつ屈くつとした気持ちを抑おさえながら、姫也がため息混じりに思っていると、


「まあいいじゃねーか姫也。アデちゃん一人に、三人がかりで一いつ掃そうされた初戦に比べりゃ」


　無ぶ遠えん慮りよな声は、いつの間にやら姫也の側そばへと来ていた男子生徒のものだった。


「三人がかりってお前、あの時何もしてなかったじゃねーか、トマス・ガブリエル隊長？」


　皮肉っぽく言うものの、横の席に座る男子生徒、トマス・ガブリエルは気にした風もなく笑ってみせた。


　トマス・ガブリエルなんて大それた名を有するこの男は、少年の悪戯いたずらっぽさと青年の壮そう麗れいさを兼かね備えた面おも持もちで、流麗に色いろ濃こい金きん髪ぱつをなびかせる、そんな見み目め麗うるわしいと称しようして遜色ない青年であった。


「まあまあ、そんな負け犬根性全開で可哀かわい想そうなお前に──」


　おもむろにトマスは自分の制服の上着の中に手を差し込み、中をまさぐると、携けい帯たい電でん話わでも取り出すかのような自然な動作で──どこからともなくエロゲの箱を取り出した。


「……四次元ポケットかよ」


　ゲームのパッケージには可愛かわいらしいフォントで〝いしゅかん！〟とタイトルが書かれているが、なんでも平ひら仮が名なにすれば良いというものではないだろう。


「……なんだこれは？」


　いや、何なのかはわかっている。エロゲだ。哲てつ学がく的な問答がしたいわけでもない。ここで問いたいのは、どうして今このタイミングでそれを出してきたのかということだ。


　ピンクな雰ふん囲い気きのピンクのパッケージを片手に、トマスは息荒あらく言った。


「〝いしゅかん！〟シリーズ最新作!!　今度は竜りゆう人じんの血を引くドラゴンプリンセスだ！　お前にコレを貸してやろう。最近先輩から借りたブツだ。敗戦の悲しみなんて、エロの前には小さいものさ」


　イケメンは清すが々すがしいまでの笑顔で、花束でも差し出すかのごとくエロゲのパッケージを突き出してきた。


「……いや、いらないが」


「ええ──!?」


　本気で驚おどろかれた。


「『ええ──!?』ってなんだ！　オイ〝なに言ってんだコイツ〟的な表情しているけど、それ俺の表情だからな!?　ええい、首を傾かしげるな！」


　この男、聖人と大天使の名を有し、それに劣おとらぬ秀しゆう麗れいさこそ併あわせ持っているが、神は二物として、もっと気品や良識といったものをこの男に授けて欲しかった。


　トマスが本気で眉まゆ根ねを詰めて疑念の表情を浮うかべるものだから、こちらとしてもついつい拳に力が籠こもってしまう。


（いかん落ち着け。これでもうちの部隊の隊長だ）


　とある事情から、彼らは学園に存在する組織、そこで分隊を組まされている。そしてその隊の指揮系統を担になうはずの隊長職についているのがこの男であるというのだから、世の中どうかしている。役職的に上役である男を殴なぐるか否いなかの縁ふちで、なんとか怒いかりを鎮しずめようとしながら、姫也は呆あきれ半分に言った。


「聖人と大天使なんて大おお仰ぎような名を戴いただいているくせに、どうしてお前はそう残念なんだ……」


「バカめ。天使と聖人という大名ゆえの──これは愛だ!!」


　戯たわ言ごとに、もはや姫也は半目でトマスを見る。


「エロースそれすなわち愛！　つまりエロこれすなわち愛と言わずしてなんという！　エロを信しん奉ぽうする俺＝愛に殉じゆんじる使徒よ！　これ以上に敬けい虔けんな信徒がどこにいるという!?」


「いやお前のはそんな高こう尚しようなものじゃないから。純じゆん粋すいに煩ぼん悩のうメーター振ふり切れているだけだから。ギリシア神話とヘシオドスに謝れ。すべての信徒に謝れ」


　自分でもわかるほどに感情に乏とぼしい応答をしつつ、姫也はあらためて机に突っ伏した。


　右はダメだ、トマスの馬ば鹿かがいる。ならば、と姫也は顔を左、開けた壁穴へと顔を向ける。頰ほおが机に密着し、天板部分が腫れた頰に染みるような冷温をもたらす。


「あー気持ちい──ぃ？」


　最後に疑ぎ問もん符ふがついたのは、不意に頭の後ろになにかが来たのを感知したからだ。


「よっと──」


　衣きぬ擦ずれの音。次いで軽い掛かけ声とともに、後頭部を押すように柔やわらかい感かん触しよくが来た。


　何事か、と首を一八〇度回せば、


「……尻しりだな」


　視界いっぱいにスカートに包まれた尻があった。


「先生相手にタイマン張ろうってのが間違いなんだよ──うりゃ」


　尻は明るい声で笑うと、上から伸のびてきた指がこちらの額にデコピンを叩たたき込んだ。


「痛ぅ──……こっちは怪け我が人だぞ、夕ゆう」


　痛む額をさすりながら視線を上に移せば、そこにいるはずの人物が視界に収まる。


　姫也の机、その上に腰こし掛かけた女生徒は笑みの表情のまま、


「相手は元・ヴァルハラ軍の雄ゆうだよ？」


　窓の外に見える浮ふ遊ゆう国家ヴァルハラ。それを防衛する軍隊こそヴァルハラ軍である。そして、アーデルハイトはそこに属していたという経歴の持ち主であった。


「さすがに近接格闘オンリーじゃあ先生相手に何回やったってムリムリ」


　言って彼女、佐さ坂さか夕が笑うと、銀にも似た灰髪が揺ゆれる。女子にしては上うわ背ぜいがあり、制服のシャツは胸むな元もとのボタンまでもが開き、かなり着き崩くずし、肌はだ色いろが多く見て取れるものの、均整のとれた体つきは不思議と妖よう艶えんさといったものを感じさせなかった。


　赤い瞳ひとみを怪あやしく光らせながら、夕は笑って姫也の背を叩く。


「まあまあ、今日勝てなくても明日あしたがあるさ！──なければ作れ!!」


　胸元で拳を構える夕をよそに、男二人は顔を突き合わせ、


「（正直うちで一番脳筋なの夕だよな）」


「（姫也しーっ、あいつ先週も巡じゆん回かい中に露ろ出しゆつ行こう為いに勤いそしんでいた紳しん士しの股こ間かん、こうっスマッシュな感じでプレイヤーにダイレクトアタックして、いろんな意味で再起不能にしたから。ヘタなこと言うと……潰つぶされるぞ！）」
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「ハハハハ聞こえているわよー」


　夕は笑顔のまま、トマスがまだその手に持っていたディスクケースを取り上げると、ぱきり、と小気味よい音を響ひびかせ箱ごと中身を真っ二つにした。


「ア──ッ!!」


　トマスの絶ぜつ叫きようが教室内に響く。うなだれ、泣きながらゆっくりと地面に膝ひざをつくトマスの姿は、たしかに神に祈いのる信者のようであった。


「あーはいはいトマスやかましい。また買えばいいでしょう」


　借り物のエロゲを真っ二つにされ、さめざめと泣くトマスを無視し、夕は視線を別に移した。


「さて……一ひと色いろは、まーだ眠ねむってるのね。いつもだったら昼には起きるのに、こーの万年寝ね太た郎ろうめ」


　言って彼女が見るのは姫也の後ろ。姫也が体ごと後ろを向けば、そこに腕うで組ぐみして眠る一人の男子生徒がいた。


　一色と呼ばれた男子生徒は大おお柄がらな肉体を狭せまそうに座席に収め、顔を伏ふせた姿勢で寝息に身を上下させていた。


「昨日は俺と一色で深夜勤だったからな。ちくしょう、さっきの授業も自分だけ保健室に逃にげ込みやがって……」


「まあ仕方ないわね。一色みたいに装備を──、っていけない。思い出した、姫也──」


　夕が何かを言いかけたその時だった。


「エロゲ様の恨み──!!」


　トマスがスライディングにも似た動きで、夕の足元へと滑すべりこむと、両りよう腕うでを上へと一気に振り抜ぬいた。


　布の空を打つ音とともに、刹せつ那なという間のなかでスカートは上へ翻ひるがえり、姫也は見た。


　白。


「ッ──!!」


　遅おくれ、自分になにが起こっているのか認にん識しきし、夕が焦あせった動きで翻るスカートを抑えつけた。


「…………」


「…………見たわね？」


　目めの端はしに小さく涙なみだを浮かべた夕は、顔を赤らめ、こちらを見ていたが、


「白パン来たぞ──!!　フハハ見たかエロゲ様の恨み──!!」


　やってやったと小こ躍おどりするトマスと教室内の男共の、おお、という感かん嘆たんの声を聞き、夕は赤面だった表情から、一度無表情になり、


「──見たわね？」


　威い圧あつにも似た断定とも取れる言葉と共に、新調された姫也の机、さっきまで姫也の頭があった位置に、夕の拳こぶしがめり込んだ。


　黒い微び笑しようを漏もらし、剣けん呑のんな目をした夕が拳を引きながら言う。


「見てないわよね。見てないと、たとえ見たとしても忘れたと言いなさい。いいえ忘れなさい今すぐ。ああそうよね。忘れられなければ、私の拳で──」


「見ていません!!　もう忘れました!!」


「そう……なら問題ないわね。あとは実行犯を処断するだけね」


　言って、くるりと後ろへと向き直った夕が、目標に飛びかかった。


「あ、やべ！　ごめんなさい！　調子乗ってましぎゃあああああああっ!!」


「ハハハッ、ギルティ──!!」


　肉を打つ音が連打となり、教室を支配する。


「馬鹿だなトマス……南な無む三さん」


　殴おう打だされるトマスに手を合わせつつ、拳を振りかぶる夕の背に姫也は声を投げかけた。


「で、夕、さっき何を言いかけていたんだ？」


「え？　ああ姫也、ヱーファが呼んでいたわよ。今年の装備申しん請せい。うちの部隊でまだやってないのあんただけよ。昼からどうせ補講で巡回警備出るんでしょ？　あの娘むすめたち、多分あっちだし、ついでに行って片付けて来なさいよ──アンタも一いつ緒しよに片付けたげようかしらねえっ!!」


「イヤァァァ──!!」


　断だん末まつ魔まの奇き声せいとともにアーデルハイトが作ったベランダ側の壁かべの穴を、なにかが横っ飛びに通り抜けていったような気がしたが、気にしたら負けだろう。


　ドップラー効果で遠のいて行く悲鳴が耳に残ざん響きようするなか、姫也は改めて自分の身を確かめる。


「──もう傷は大だい丈じよう夫ぶそうだな」


　先のアーデルハイトとの一件からものの数十分という時間しか経過していないはずなのに、すでに姫也の身体からだの各所の傷は塞ふさがり、頰の腫はれも退ひいていた。


「姫也ほんと回復力と固さは一級品ね。いったいどうなってんのソレ？」


　手をはたいてみせながら来る夕に、姫也は言った。


「……ちょっとした加護だよ。血から来ているちょっとした副産物、おまけだよ」


「でも、その腕の傷は治らないの？」


　深い意味はないであろう、夕の単純な興味の視線が姫也の腕に注がれた。


　夕の視線が向かうのは姫也の右腕、そこに走る一本の大傷だ。


「いや──……」


　言いかけ、姫也は窓の外、街並みに影かげを落としている空の島を見た。青く澄すんだ空に浮かぶ浮遊国家は手を伸ばせば、掌てのひらで摑つかんでしまえそうでありながら、あまりにも遠い。


　夕がつられ、空を見上げる。


「ヴァルハラ──竜りゆうの国。姫也はあっち出身なんだっけ？」


　言い淀よどむこちらを察してのことだろうか、夕はそれ以上、傷のことを問いはしなかった。


「ああ、生まれはあっちだ。両親はバリバリの日本人だけどな」


「竜血人種ドラゴノイド。ヴァルハラが竜国と呼ばれる所以ゆえんね。竜が人と混じり竜人が生まれ、竜人が人と混じり竜血人種ドラゴノイドが生まれて現代に至る。竜の要素こそ体からすっかり消えた人間の姿だけど、竜の血を引く人であるがゆえに竜血人種ドラゴノイドは強大な術式使用能力を有する、か……」


〝術式〟それは今の世界を語る上で絶対不ふ可か避ひの力だ。


「……面めん倒どうね」


　神しん妙みような面おも持もちで夕は言った。


「今週末のヴァルハラとの交流式典に向けて、本部は今日も今日とて大おお忙いそがし。開発部は逆結界ジェネレーターの一件でただでさえ忙しいのに、警備の準備と連れん携けいで通常課もてんやわんやだしね。向こうはたしかD.S.T.配備されてなかったよね──」


　思い出すのに難なん渋じゆうしている夕に、姫也が助け舟ぶねを出した。


「向こうにD.S.T.はない。世界統合戦争の間に設立された騎き士し団を前身にしたれっきとした軍隊だ。まあ内部は、旧派と新派って感じで騎士派と軍拡派に分かれて、幹部連中が対立しているんだがな」


「流石さすがに故国じもとのことはよく覚えているね」


　再び、夕が口をはさむ。


「すべての始まりから五〇年。嬉うれしい記念年じゃないけど、予定されている国交行事も多い。今年は私たち皆みな、忙しくなるかもね」


　それの意味するところをクラス内にいた生徒全員が誰だれともなく理解した。


　国家交流が盛さかんになれば、それだけ摩ま擦さつの生じる機会も増える、そういうことだ。


「これから先、この世界もどうなっていくんだろうね……」


　誰もが、言い得ぬ不安に押し黙だまる。


　しんみりとした空気が教室内に立ち込めていた。


「キッサマらあああ──!!　青春ブッこいてんじゃねえええ!!」


　が、そんな雰ふん囲い気きを、ベランダ側の壁を登ってきた息を荒あららげた血まみれ闖ちん入にゆう者がブチ壊こわした。





　　　　◆





　春麗うららかな日差しの下、青空はどこまでも青く、学園の裏山ではうぐいすが恋こいを歌い、校庭では風精が桜の花弁を春風に舞まわせて遊ぶ中──。


『ぎゃあああ──!!』


『うわあああ──!!』


『こっち来んなよっ、いいか絶対にこっち来んなよ!!』


『フラグだな？　いマ行くゾォお……』


『くたばれええ!!』


　全すべてを包むように、昼からの授業開始を告げる鐘かねが鳴り響く。


　京学園高等部は今日も平和である。





　　　　◆





　鬱うつ蒼そうと茂しげる木々。


　互たがいの枝を支えるように生おい茂った木が、森として山を覆おおっていた。


　天上を周まわり、沈しずむ動きに入った太陽が森に差し込むように光を落とす。


　そんな中を駆かける人ひと影かげがあった。


　一つではない、走り抜けていく影は複数だ。


　複数の影は走行の速度で、森に落とす影を振り払はらうように駆け抜ける。


　山を下る方向に、ただ前へとだ。


　しかしそれだけではなかった。


　さらにその後ろに続く陰いん影えいがあったのだ。


　前に行く影たちよりも明らかに速く、流れるように木々を縫ぬって後続の影群は追い立てる。


　先行する影は時折振り返り、後続との距きよ離りを確認しつつ、しかし走ることは決して止めはしない。


　進行は速く、追走はより速い。


　森だということを感じさせないほどに、速度をもった影たちが森を横切って行く。


　ふと前の影群から一人が足を止め、後ろの軍勢へと振り返る。


　一いつ瞬しゆんではない。足を完全に止め、相対する。迎むかえる構えをとった一人は、前の集団から殿しんがりとなる形で取り残されることとなる。


　先行する影、その中ほどにいた者が足を止めて振り返り、何かを叫さけんだ。


　殿となった影は応答として一つの組織の略りやく称しようを叫んだ。声にそこへと急げと、促うながしの声も付けて。先行する群勢はやや躊躇ためらい、進行を再開する。


　足を止めた一名は懐ふところから取り出した物を構え、後続の軍勢に応じる。


　そして──森に飛沫しぶきの影が舞った。





　　　　◆





　D.S.T.──それは世界中に点在する一機関の名であった。


「術式による犯罪や破は壊かい行こう為いを抑よく制せいするための力──」


　そのバックアップによる潤じゆん沢たくな資金源のおかげでこの京学園は成り立っていると言って良かった。そして今姫也がいる京学園の研究・開発棟とうもまた、そういったD.S.T.の一つの施し設せつであった。


〝術式〟関連の研究もまた日進月歩と進む術式の進化に置いていかれぬために、必要なものだからだ。


「と──ここか」


　姫也が立ち止まったのは、開発部の研究室が並ぶ建物内二階に位置する一画。


　さらにその奥には実験室なども在あり、今もなにかしらの爆ばく破は音がして、遅おくれてどこか楽しそうな悲鳴が上がる。


　応じるようにすぐさま館内放送のチャイムが鳴る。


『えー緊きん急きゆう連れん絡らくー緊急連絡ー。現在、第二実験室において火竜サラマンダーの精製に失敗してーおりーます。付近の皆みな様さまー、温かい目で見守ってお待ちくだーさい』


　姫也は悲鳴の方向を呆あきれ顔で見ながら、


「……あいかわらず開発部の連中はアッパー入ってるな……」


　京学園は高等部だろうと、大学部であろうと、授業は単位制だ。別段、授業全てに出る必要はない。規定された最低出席日数とテストさえクリアしてしまえば問題はない。それを逆手にとって、開発部の生徒たちは自分の開発研究に時間を割さいているのだ。けっきょく、割きすぎて留年の危機→土下座といった光景が展開されることになるのだが。


　姫也は〝ヱーファ・ガードナー〟〝ゼナイド・ムトニエ・ド・ロード〟と二つのネームプレートの入った研究室の前で足を止めた。


　センサーが反応して扉とびらが口を開く。


　開いた時点で、突つくような金属臭しゆうが鼻に詰つめかけた。


　自動ドアの向こうには、工業系らしい雑多な研究室があった。いかにも硬かたそうな無骨な作業台があり、その奥にパソコンの備え付けられた机がいくつも並んでいる。パーテーションで住み分けこそされているようだが、設計だけを行うわけではなく製作も行うらしく、工作室を研究室と兼かねて使っているようだった。


　今も、その作業台を前にして、長大な柄えを持つ何かをいじっている者がいた。


「ヱーファ、ヱーファ・ガードナー、来たぞ」


「あっ姫ちゃんヤホー」


　軽快な返事と共に、作業台につんのめるように作業をしていた少女が顔を上げる。


　すらりとした肢し体たいにセミショートの金きん髪ぱつ。その下にある大きな瞳ひとみが、彼女に美人と言うよりも可愛かわいらしいといった印象を持たせる。ヱーファと呼ばれた少女は、学校指定の女子制服の上に、煤すす汚よごれた作業着を纏まとっていた。


　彼女は姫也の姿を確かく認にんすると、顔をほころばせ、


「聞いたよーアデ先せん生せとやりあったんだってねー。どーせ誰か動画撮とってるだろうし、あとでデータとって検証しといたげるよ」


「ああ、頼たのむ。そんなことより、もっと別件があるだろうが」


　言うと、ヱーファはわからないと言うように首を傾かしげやや考えると、


「えーえーえっと……ほーら痛いの痛いの飛んでけー？」


「…………」


　笑え顔がおの少女、ヱーファ・ガードナーはこちらの頭を撫なで、痛みを放ほうってみせる。実際問題、痛みがとれるわけではないのだが、どこか可愛らしいものもあった。


「ヱーファはホント、この外げ道どうばっかの学園の清せい涼りよう剤ざいだなあ」


　小首を傾げる彼女に姫也は笑みをこぼす。純じゆん粋すいにわかっていないようだ。


「そうじゃなく、装備申しん請せいの件だ」


　そう言うと、ヱーファは、おおっ、と歓かん喜きの声をあげた。


「どうしたの？　なんか装備欲ほしくなった？　竜殺しの聖せい剣けんから最新のレーザー兵器までなんでも揃そろえたげるよ!!　さあカモンカモーン」


「スマン前言撤てつ回かい、やっぱ開発部まとめてアッパー系だわ」


　目を輝かがやかせて言うヱーファにやや身じろぎしつつ姫也は首を振ふる。


「なんでこう……開発部って零か一〇〇のエクストリームなヤツしかいないかな……ヱーファしかり、ゼナイドしかり」


「ゼーちゃん。弱っちいダンナが失礼なこと言ってるよー」


　こちらの言った名前に、ヱーファが見るのは研究室の隅すみ、隔へだてられた奥のデスクスペースだ。


「いるのかよ」


　声に反応してか、キャスターの転がる音がし、本人が出てきた。


　デスクチェアに座しているのは、黒の装そう甲こうで身を固めた鈍にび色いろの騎き士し甲かつ冑ちゆうであった。


　しかしそれは中世の古めかしい物ではなく、面甲部分に半はん透とう明めいのバイザー状視覚素子を有し、鋭えい角かく的な装甲の下に厳いかめしい関節フレームを有していた。


　すなわち人が入っているのではない、機械人形だ。


　姫也の視線の行く先はその機械人形──、


「ダンナ……いい響ひびき」


　ではなく、その膝ひざの上に座った少女だ。腰こしほどまでに伸のばしたなめらかな長ちよう髪はつ。手元の文庫本の文字を追う無感情な目が、彼女の物静かさを高めているようだった。冷たさすら感じさせる、美しい少女だった。
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　彼女は横目で姫也に視線を送る。


「なんだよゼナ、お前も俺をバカにすんのか？」


「大だい丈じよう夫ぶ……そんな姫也もカワイイ……それに──」


　つぶやき、ゼナイドと呼ばれた少女は陰かげのある微び笑しようをたたえた。


「──付け入る隙すきもできる」


「ゼーちゃん、恐おそろしい子……!!」


　ヱーファが劇画調で慄おののく横で、姫也が声を上げた。


「聞こえているぞゼナ！　小声で腹黒いこと漏もらすのはやめなさい！」


「わかった……今度から不言実行」


　親指を立ててみせるゼナイドの動きに対応して、彼女を膝ひざ上うえに載のせた機械人形が機械の五指で厳しいサムズアップをしてみせる。


「機械人形グラン・ギニョールも健在でなによりだゼナイド」


　目に見えて嫌いやな顔をする姫也を無視し、ゼナイドは機械人形の膝上から立ち上がると、一歩二歩と姫也に歩み寄った。


　何事かと、姫也が思っていると、ゼナイドは服がすれ合うほどの距離まで詰め寄って来た。細い指が姫也の服の袖そでを摑つかみ、ぎゅっと絞しぼるように握にぎり、


「姫也……」


　ゼナイドは涙なみだながらに、姫也を見上げていた。


「ゼ、ゼナイド……？」


　うっすらと涙に揺ゆらぐ瞳、つぶらな唇くちびる。思わず呑のまれそうになる姫也であったが、


「……私たちの子供が」


　恥はじらったようなゼナイドの突とつ拍ぴよう子しもない言動に姫也はくらりと立ちくらみさえ覚えた。


「姫ちゃん……」


　が、ヱーファの疑いの眼まな差ざしになんとか意識を立ち上げ直した。


「身に覚えがない!!　なんだそれは!?」


　後ろと目前、ヱーファとゼナイドを交こう互ごに見返しながら、姫也は抗こう議ぎの声を上げる。


「……私のことは遊びだったの？」


「姫ちゃん！」


「俺はなにもしていない!!」


「まあ……それはそれとして」


「うん、なんのことかわからないままに俺にあらぬ嫌けん疑ぎだけかけやがったなゼナイド。俺は許さんぞ」


　そこでまたゼナイドは恥じらうように顔を背そむけ、自分のスカートに片手を掛かける。


「許して……姫也になら……またお仕置きされてもいいから」


「またってなんだ!?　お仕置きなんて俺がいつした！　だああっスカートをたくし上げるな！　はしたない！　ヱーファ、その変態を見るような目はよせ!!」


　ゼナイドは抗議なぞどこ吹ふく風と言うように、頰ほおを赤らめると、


「知ってる……姫也は子どもっぽい下着が好き。今日の柄がらはストライプ」


「クソッ誰だれだ!?　そんな人の好み暴ばく露ろしやがった奴やつ！」


「そこは本当なんだ。あー、いやー、うん……姫ちゃんとの付き合い方、考え直さなきゃかなあ」


　ヱーファとの関係を取り繕つくろうのに、姫也は少々の時間を要した。


「まあゼーちゃん、姫ちゃんでストレス発散するのもほどほどにねー」


　ゼナイドは胸前で、手でハートを作ると、


「違ちがうこれは愛情表現すなわち……ＬＯＶＥ!!」


「すいませんお友達からでお願いします」


　不服そうな顔をするゼナイドを姫也がやれやれと見ていると、ヱーファが困ったように、


「まあ、ゴメンネ姫ちゃん。ゼーちゃんあんなだけど、今けっこうゴキゲン斜ななめだから」


「……なにかあったのか？」


「いやー最近うちも忙いそがしくてさ。あれだよ、ヴァルハラとの友好式典と交流祭とかの」


　空に浮うく浮ふ遊ゆう国家である竜りゆう国こくヴァルハラも、なにも年中新東京都の湾わん上じように浮いているわけではない。普ふ段だんは太平洋上の高高度を周遊している。


　しかし今回は友好式典ということで、単に外交官を遣つかわすということだけでなく、ヴァルハラの本国自体が日本領空を訪おとずれているのだった。


「式典の警備はもちろん、お祭りなんかも開かい催さいされるからね。ゼーちゃんの開発した拠きよ点てん防衛用のパワードアーマーを装備した通常科職員が出る予定だったんだけど……開発部の部長が向こうの軍部が是ぜ非ひ使ってみたいとか言うから貸たい与よしちゃったんだよ。その後も研究資材として引き渡わたすみたいで」


「私の子供が……」


「あーなるほど。なんて紛まぎらわしい。ゼナイド、俺をからかって遊んでやがったな」


　それでゼナイドの機き嫌げんの悪さにも合点がいった。


　ヱーファは言葉を続ける。


「それに逆結界ジェネレーターも調子悪くてね。あれはD.S.T.のほうでも、技術悪用されないよう内部構造秘ひ匿とくされているから、本部の技術団派は遣けんしてもらうしかないしねー。開発部長が言ってたよ。『触さわらせないくせに、アレ用意しろコレ寄こせソレ運べって、クソうぜえええ!!』ってさー」


　知っている。昨日こそ報告の時に同じことを聞かされた。


「昨晩もジェネレーター周辺地域の調査に駆かり出された。開発部でやればいいものの」


「あーそれで姫ちゃん、アデ先せん生せの授業だっていうのに、爆ばく睡すい特とつ攻こうかましてたんだねー」


　おかげでひどい目にあった、と姫也は顔をしかめる。


「開発部期待の魔ま女じよとしては、どうよ？」


「聞かないで。開発部全員の統一見解だから──後ろから術式光こう弾だん打ち込んでやりたいね」


　物ぶつ騒そうなことを言いつつ、ヱーファは笑ってみせた。


「まあ日本有数の提てい携けい国だもんねヴァルハラ。ある意味、一番近いし」


　まあでも、とヱーファが浅く眉まゆを立てる。


「軍とD.S.T.で会場警備だけどなんか連れん携けいがうまく行ってないみたい。共同演習なんかのために軍の──シドウ・リンドヴルム元げん帥すい？　も来ているらしいね」


　リンドヴルム──その姓せいに姫也はすこし胸がうずくのを感じていた。


　脳のう裏りをノイズのように掠かすめるのは、先の夢。


　病室のベッドに身を横たえた少女の姿が、フラッシュバックとして蘇よみがえる。


　それを醒さましたのは、ヱーファの声であった。


「やらなきゃいけないことは一いつ杯ぱいだけど、とりあえずは当初の目的、装備の登録すませちゃおっか。どうする？　姫ちゃん去年は未申請のままだったよね？」


　机につき、手元のキーボードで作業を進めながら、ヱーファは聞いてくる。


　脳裏を過よぎるものはあったが、姫也は頭かぶりを振ってそれを捨てた。


「今年も無しでいい。お前らには悪いが武器はなんか、信用おけない。あ、いや俺にとってだからな！」


　あからさまにむっとした開発部二人に慌あわててフォローをいれ、姫也が見るのは自分の右みぎ腕うで。人差し指と中指の間から一直線に肘ひじほどまで伸びる、一本の裂れつ傷しようだ。


　腕に彫ほり込まれた傷は深く、そこに刻まれたものも深い。


「……信用おけないものは、なんか使いたくないから」


　頰の引きつりを感じた。自分でも下手くそな苦笑いをしているのだろう。


　本当に悪いのは武器ではない。


　力だ。


　自分の力に自うぬ惚ぼれた自分の、だ。過去の自分が犯してしまった失敗の傷きず跡あとで、それが今も己おのれを縛しばる。きっとこれから先も、この傷に縛られて生きて行くのだろう。


　それでもいい。大切な誰かを傷つけてしまうより、よほど良い。


　──嫌きらわれてしまうよりも。


「うん……使う気はないよ。少なくとも今の段階では、必要性も感じないしな」


　改めて、しかし確固たる意志で姫也は言う。こちらが装備に興味ないといってしまったせいか、ヱーファはひどく不満気であった。


「いい……いざとなったら私が護まもる」


「しゃーないね。姫ちゃんが要いらないって言うのに、強要するわけにもいかないし、まあ最悪あとからでもいいから相談してよ。私も護ったげるよー♪」


「なんだかなあ」


　言いつつ、姫也は二人に背を向けた。


「あれ？　もう行くの？　次の授業までまだけっこうあるよ？」


「いや、先生に負けた補講で、これから市街地の巡じゆん回かい警護なんだ」


　言って、送り出してくれる二人に手を振ふり、姫也は部屋を後にした。





　　　　◆





　昼休みも終しゆう了りようした学園、２年Ｅ組の教室内には、アーデルハイトの声が響いていた。


「術式世界テウルギアと科学世界フイロソフイアの世界統合から、今年でちょうど五〇年──」


　ひと騒さわぎふた騒ぎと発展していった騒ぎも、授業にやって来た担任の手、というよりも拳こぶしによって強引に一段落。教室内では座学が行われていた。


　普段からメリハリは付いているのだが、それゆえに授業時と普段のテンションの落差に戸と惑まどうこともままある。まあ、殴なぐっておけば大体解決するのだが。


　そんなことを思いつつ、彼女アーデルハイトは教室内を見み渡わたした。


　授業を受けている生徒たちの様子は実に様々だ。目を見開いたまま寝ねるという無む駄だなスキルを発動している者もいれば、堂々と寝ている者もいる。真新しいノートに綺き麗れいにまとめている者もいれば、教科書に隠かくしせっせと内職に勤いそしんでいる者もいる。


　いいなあ──。


　若さがではない。まだ許容範はん囲いだ。諦あきらめたらそこで試合終了である。


　よくもここまで個性豊かなものだと、感心すら覚える。同時、自分の学生時代はどうだっただろうかと考えれば、さほど変わりはなかったようにも思う。


　頷うなずき一つ。教きよう壇だんに立つ中沢・アーデルハイトはジャージに着き替がえていた。包帯こそないが、彼女の身体からだのそこかしこには掠かすり傷きずが見てとれていた。


　教室内、四〇ほどの座席が並んでいるが、昨今の諸事情からか空席が目立つ。自分の罰ばつを恐れ、ほとんどの生徒はまじめに出席するのだが──。


　最近はなにかと忙しいからなあ。


　担任として、理解をしめさなければと思うと同時、サボリ組はあとで厳げん罰ばつに処さねばと胸の奥に誓ちかいつつ、アーデルハイトは思考を終える。


「先生、何か危ないこと考えていません？　あんまり学園長に怒られるようなことしちゃマズイと思いますよ」


「大だい丈じよう夫ぶよ夕、神の見えざる拳が働くだけだから」


　戦せん々せん恐きよう々きようといった表情を浮かべる生徒たちをよそに、さて、とアーデルハイトは意識を授業へと引き戻もどした。


「突とつ如じよとして起きた世界の合一は、決して綺麗なものじゃなかったわ」


　文明特色から古代ギリシア語にちなんで名付けられた二世界。


『術式世界テウルギア』と『科学世界フイロソフイア』


　その二世界が突如として合一を果たしたのだ。


　まあ簡単に言うと、とアーデルハイトは黒板にチョークを走らせた。


『科学世界フイロソフイア』──・メカとか。銃じゆう、兵器　※人がトップ。


『術式世界テウルギア』──・魔ま法ほうとか。神、悪魔。※必ずしも人がトップではない。


「まあこんな感じかな」


　後ろからアバウトすぎないか、と生徒たちのつぶやきが聞こえるが、まあなんとなくで理解していればいいのだ。摑つかむことが大事だ。


「文明特色を踏ふまえた上で、科学世界フイロソフイアは人々が科学といった人の手によって自然事象を解明し、それによって世界を自分たちの住みやすいように改造していった」


　対して、


「術式世界テウルギアの人々は、術式と呼ばれる世界の構築式自体を紐ひも解とき、より高いレベルで自分たちの住みよい世界を創つくりあげていった」


　一見、共通点もなさそうな二世界だが、


「でも。二世界がまったくの別物かって言ったらそれは違うわ」


　そこへ至るための言葉を、アーデルハイトは黒板へと書き出した。


「二世界を繫つなぐキーワードは〝神話〟」


　続けてアーデルハイトは言う。


「神話っていうのは科学世界フイロソフイアのほうでは、世界の成り立ちから終しゆう焉えんを物語った国々や民族固有の御お伽とぎ話ばなしだと、そう思われてきた。だけど、それもすでに過去の認にん識しきね」


　というのも、


「科学世界フイロソフイアの神話・宗教上の神々、悪魔、怪かい物ぶつなんかを調べていくうちに、術式世界テウルギアの過去の人々に、同一人物と思われる人物や生物がいるというのがわかってきたの」


　さらなる研究を行っていくうちに、これらの証しよう拠こは一つ予測を生んだ。


「二世界には何かしらの繫がりがあったのではないか、とね」


　この仮説を元に、二世界間の繫がりについての研究は、今でも世界中で続けられている。学者などは歴史を遡さかのぼると同時、神話上の人物の該がい当とう者から家系図を辿たどり、神々の子孫探しに躍やつ起きになっている。


「世界同士は重なってツギハギで合一した。ただでさえ、両世界の合一はまばらに行われたのに、世界同士の国の国境線だってまったく異なったんだから、当然よね」


　二世界間で各おの々おのの地域環かん境きようが違ちがうゆえに、パッチワークのような寄せ集めの世界は、まばらにそれぞれの世界の地域特色を再現していた。


「日本を例にあげると、術式世界テウルギアでは、神話にある神々の住まう土地の名前たる常とこ世よの国、高たか天まが原はらが国の名前って感じね」


　そういう意味ではここ新東京都は、科学世界フイロソフイア側に振れた地域だ。逆に九州、山さん陰いん、北陸といった地方は術式世界テウルギア側たる神々の住まう高天原の影えい響きようが色いろ濃こく表れている。


「国境線は書き換かえられ、ルールは作り換えられ、ようやく世界として回り始めているものの、どうして世界統合がなされたのかという謎なぞについては答えが出ずにいるわ」


　一番大きな部分こそ解わかっていないが、世界中で積極的に国同士の交流は行っていった。


　いや、科学世界フイロソフイアの人間の大多数の人間にとっては、なんとか術式世界テウルギアの国々や人々の協力を得なければならなかった。


「それが──〝術式〟の問題ね」





　　　　◆





　言いつつ、アーデルハイトは黒板にチョークで一つのものを描えがいていく。


　描かれていくものは、簡略化された市街地の立体図だ。


　黒板の街の簡略図をチョークで二度叩たたく。


「術式世界テウルギアは世界の構成素を利用し、それを人の体を介かいして、なにかしらのエネルギーに変へん換かん。世界の構成式、術式を用いて事象へと干かん渉しようして、世界そのものを創り換える」


　アーデルハイトは生徒たちの方へと向き直る。


「こういうのって、なんていうかわかる？」


　彼らそれぞれの顔を確認するように見つめながら、


「神かみ業わざ、ってね」


　自分たちの持つ能力をそこまで評価されたことによる照れから来るものか、自負から来るものか、生徒たちははにかんだ笑えみを見せる。


「魔法、魔術と色々言われているけど、魔の術や法と言うと、悪い物に聞こえると言った理由で、より概がい念ねん的な言葉として〝術式〟が用いられるんだけど──」


　教本片手にアーデルハイトの声が教室内に響ひびく。


「世界に存在する〝術素アトモスフイア〟。万物の構成素でもある量子レベルの生命エネルギーの制せい御ぎよ・変換出力法。気やマナ、エーテルといった呼び方もあるわね」


　続けて、


「［Air］が生命・無限・天国・霊れい魂こんなど、無形を象しよう徴ちようするものであるのに対するように、世界に偏へん在ざいするエネルギー体だということから、もう一つの空気を示す単語である［Atmosphere］が対応語として当てられた」


　魔術や魔法などとも呼ばれる奇き跡せきの業。


　術式世界テウルギアの人々は、その身を介して、体内に取り込んだ術素アトモスフイアを違うエネルギーに変換・出力する術式の技術をもって、文明を発展させていった。


「気息ね。〝仙せん人にんが霞かすみを食くう〟ってやつ。万物の構成素たるエネルギー体、術素アトモスフイアは普ふ遍へんに存在して、不可視かつ流動的なもの。これは、科学世界フイロソフイアでもまだ術士がいたころに、宇宙論などで言われてきたものでもあるわね。術素アトモスフイアは体内に充じゆう塡てん・循じゆん環かんさせることで生命力として働かせる。つまり、一つの循環する小宇宙とも言えるパーソナルな世界である人体に、さらにそれを囲む大宇宙としての一つの循環系たる自然環境の間で、大気という媒ばい体たいを介することで、それが宇宙、すなわち空間世界に大きな力として──」


「「？？？」」


　生徒たちが慌あわてて教科書をめくったり、周囲のものと目め配くばせしたりする。


　いかん。つい一人で盛り上がってしまった、とアーデルハイトは咳せき払ばらいする。


「え──っと、術素アトモスフイアは生物が常時消費するもの。当然、人口密度と反比例して、高地や人気のない森林とかの方が、濃いの。これを感覚的に知っていた昔の術士は修しゆ行ぎようを行うとき、人ひと里ざと離はなれた場所で行っていたわけよ」


　まあでも、それも今の世界では危険な行いだ。


「まあそこに今の世界の成り立ちと有り様があるのだけれど──」


　アーデルハイトは教室内の生徒たちを見回し、


「じゃあサボリの多いトマスの分隊、夕、連帯責任ってことで、解説して」


　予想外の指名に、夕はやや焦あせったように周囲を見回すと、えー、と抗こう議ぎの声を上げつつ、のろのろと立ち上がった。彼女は考えをまとめる時間を稼かせぎながら、


「竜りゆうとかに挙げられる術式世界テウルギアの生物、〝術式生物〟って大型種になるほど、本能的に術素アトモスフイアを求めて、世界軸じくとか神域とか術素アトモスフイアの濃い場所に集まる習性があるよね？


　術式世界テウルギア側に大きく振ふれちゃっている地域は、数歩ごとに強モンスターとエンカウントしちゃう感じだから、逆に人々はそういった場所に寄りつかなくなり、世界は今のような極きよく端たんな都市集中型になった」


　夕の言葉をアーデルハイトが続けた。


「それでも大なり小なり術式生物による被ひ害がいは出ている」


　アーデルハイトは黒板に描いた街の略図を線で一周ぐるりと囲む。囲んだ円の両りよう端たんを円えん弧こで繫げば、半球が椀わん状に街を覆おおう形になる。


　そして半球の壁へき面めん分からあらゆる方位に外向きの矢印を描いた。


「そこで考案されたのが〝逆結界〟。本来、防ぼう御ぎよだとか閉へい鎖さ世界をつくるための結界を逆作用させて、必要最低限の術素アトモスフイアを確保しつつ、余よ剰じよう分を外へと拡散させる流れを作るレギュレーターの役割を結界に持たせることで、術素アトモスフイアの少ない、寄りつく価値の無い土地と見せかけることにしたんだよ」


　それには補足がいるな、とアーデルハイトは思う。


「もちろん、それは本能的に集まるのを防いだに過ぎないわね。都市に流れてきてしまう生物も当然いるし、人を餌えさとし食らおうとする奴やつも当然出てくる」


　言いつつ、アーデルハイトは黒板に新たに文字を綴つづった。


　D.S.T.──Dialogue and Strike Team.


「そこで同時期、術式生物による被害と同じくらい、問題視されていた術式による戦せん闘とう行こう為いや犯罪行為、これらをまとめて扱あつかおうって解決策として設立したのがD.S.T.ね」


　夕に座っていいと手で示しながら、アーデルハイトは言葉を続けた。


「まあ世界の平和のためにD.S.T.が存在し、皆みんながいる。どちら側でもあり、どちら側でもない。どちらの世界にも決して偏かたよらず手を差し伸のべる。対話と攻こう撃げき両方を行っていく。話してダメならブン殴なぐれ、よ」


　まあでも、と困ったような表情で告げる。


「皆も勿もち論ろん知ってはいるだろうけど、世界は今も混こん沌とんとしているわ」


　アーデルハイトが横目で見るのは、教室からも見える浮ふ遊ゆう島。


　あれもこの世界を象徴するものの一つだ。空に浮うかぶ国家。御お伽とぎ話ばなしの神の住まう国そのものではないか。


　自ら立ったこともある土地のことをそう評し、アーデルハイトは心中だけで自じ嘲ちようした。


「最激戦地、欧おう州しゆうでの国境紛ふん争そう。悪魔・魔神信しん仰こうに代表されるような、狂きよう信しん的信仰教団。逆に過去に固こ執しつする科学信しん奉ぽうなど、未いまだこの世界には争いの火種が満ち満ちている」


　そのタイミングで、アーデルハイトの言葉の間を縫ぬうように、ちょうど授業の終しゆう了りようを告げる鐘かねが響いた。


　ここまでか、とアーデルハイトは片手で教本を閉じる。


「まあ、任務に従事するときは自分の命を第一に、譲ゆずれぬ衿きよう持じを第二に努めてね、以上」












　第二章．　再会の二人




　教室を抜ぬけ、場所は屋外。


　雨風に曝さらされ煤すす汚よごれた脚あし元もとの床ゆか、屋上に姫ひめ也やは立っていた。


　しかし、纏まとっているものは制服でない。


　関節部など各所に、可動域を確保するため、複数のパーツに分化された装そう甲こうのついた黒いジャケットを上着に、他ほかの衣服の各所にも同様に守護の意味を有した各種文字が刻まれた装甲が備わっている。


　飾かざりと言えば左の二の腕うで部分についたD.S.T.Japanの隊章くらいのものだ。


　D.S.T.──神々と対話し、対たい抗こうするための組織。


「……二世界のどちら側にも偏らず、二世界の間で行われるあらゆる戦闘行為を退けるために発足した、神々との対話と迎げい撃げき、その両方を行っていく組織」


　そこに学生である者たちが所属しているというのは、術式が使える者、術士の数が圧あつ倒とう的てきに足りないというのも一つあるが、D.S.T.が学校運営に携たずさわっているというのも、


「学生として交流してその国の文化を学ぶことによる、国家間交流。


　力を持つ者と切せつ磋さ琢たく磨ますることによる、レベルアップ。


　一いつ般ぱんの子供たちと理解し合うことによる、差別の解消。


　D.S.T.での任務を通して精神的に成長することによる、術式犯罪の抑よく制せい」


　そういった思おも惑わくがあるそうだ。


　新東京都西部に存在する京みやこ学がく園えんの広大な敷しき地ちに隣りん接せつするように、D.S.T.日本統とう括かつ本部があり、そのバックアップによってこの巨きよ大だい学園は運営されている。


　京学園に在学している術士全員に、もれなくD.S.T.に従事する義務が発生する。


　学生の力までも借りねばならない、というのも、


「激戦区の欧州なんかの治安維い持じに人員割さいているおかげで、人員不足だしな」


　世界統合から五〇年。世界は未だに世界統合の傷を色いろ濃こく残している。


　例を挙げると、神話が多く種族・術派ともに数多あまたある欧州などは、二世界の国境線が混じり絡からみ合い、今も散発的に戦闘行為が繰くり広げられている。ゆえに欧州各国は国外に人員を割くことを極端に嫌いやがっている。


　学徒動員だ、と言われつつも何とか確保した人員で発足したD.S.T.は、世界中で任務に従事している。術士であるならば、学生ですら命を賭かけることもありえる現場に。


　しかし、世界情勢は有う無むを言わせぬ状じよう況きようにあったし、何より、誰だれかがやらなければならない状況にあったのも確かだ。


　正直、見える世界はとても面めん倒どうこの上ない。


　そんな姫也の今の視界には、空に浮かぶ自分の故郷でもある国がある。


「──遠いな」


　思い馳はせていると、そこで大きく耳を震ふるわせるものがあった。


　授業終了の鐘。時間にして、昼休みの終了から一時間が経過したことになる。


「もうそんな時間か。後は適当に区画内見回って終わらせるか」


　その時、盛せい大だいな鐘の音に重なるものがあった。姫也の顔横、装甲ジャケットの襟えりに備えられた通信機が、小さく電子音を鳴らした。


「実動臨時シフト、八や劍つるぎ姫也──何事だ？」


『指令です、姫也様』





　　　　◆





　聞こえてきたのは抑よく揚ようのない事務的な声。D.S.T.本部の情報管制官のものだった。


『新東京都北東部・旧筑つく波ば市～筑波山中にて戦せん闘とうと思おぼしき術式反応を検知』


「戦闘？」


　息を潜ひそめる姫也にかまわず管制官は続けた。


『所属不明の部隊二つ。先行する隠おん密みつ装備の部隊を後続の部隊が追つい撃げきしていたようで、先行部隊のほうは既すでに全ぜん滅めつを確かく認にん。待機していた通常勤の実動部が後続の部隊と接せつ触しよく。しかし敵に降こう伏ふく・抗こう戦せんの意志はなく、撤てつ退たいを開始。現在、実動部が追つい跡せきにあたっています』


　感情を伏ふせた声に、ただただ聞き入る。


『ついで、先ほど学区内第三区画にて強大な術式反応を検知。対象は現在も移動中。関連性を裏付ける証しよう拠こはありませんが、いずれにしても何かが起きているのは事実です。姫也様には後者の追跡及および可能であれば確保をお願いします』


「いや、待て。まず通常勤務の実動に──」


『現在、実動部および機動科の一般人員は出で払はらっていますので』


　思いあたる節は一つ。


「……結界ジェネレーターの方と、式典の警備の準備、さらには追跡部隊。人が出払っている、か」


　最悪だ、と小さく舌打ち一つ。詳しよう細さいを聞くとともに、二、三やりとりを交かわす。


『──ではお願いします。他に何かあれば』


「悪いが実動部長に閉鎖系結界の使用許可申しん請せいもらっておいてくれ。俺、術式使えないから、発動はそっちで頼たのむ。最悪捕とらえて時間をつくる」


『了りよう解かい』


　通信機の向こうの短い返答を最後に、通信を終了する。


　校舎南側。グラウンド向こうに広がる市街地。


「──ったく、厄やく日びだ」


　都市中央本部からの通信が入る前から、何となくだが感じ取ってはいた。


　逆結界ジェネレーターの不調による大気中の術素アトモスフイアの流れが不安定になっているのだろうと、その程度に思っていたのだが、先の通達により疑念は確信へと変わる。


　手足が僅わずかに振しん動どうを得て痺しびれるような、息が詰つまるような妙みような不快感。異常を感じ取った体が反応を寄こしているのだ。


「動かなくていいの？」


　不意にかけられた声。その方向を見れば、いつの間にか屋上のドアに背を預けたアーデルハイトがいた。気配を断って相手に気付かれないよう接近する、忍にん者じややアサシンの隠密術の一つだ。


　笑えみ、こちらの返答を待つ様子から、さぼっていたことに対するお叱しかりはなさそうだ。


「先生──どう思う？」


「うーん、今感じるのは〝閉じている〟って感じだから、外向きの力って言うより、結界系に近いのかなあ。どこかに欠けつ陥かんがあって注がれている馬ば鹿かデカい力がちょろちょろ見え隠かくれしているっていうのかな。正直、とんでもない出力ね。漏もれ出した膨ぼう大だいな〝気〟が〝大気〟を鳴動させているっていうと、現状わかりやすいかな」


　機き嫌げんが良いためか饒じよう舌ぜつな担任。その要因は自分を叩たたき伏せたことかと思うと、気落ちもするが、今はありがたくもある。


　それと言うのも、


「感覚ではわかるんだが、精密な操作系とか探たん索さく系とか俺、全然ダメだからなあ……」


「その他も、でしょ。術式も無才なりに少しは手を出さないと、接近戦闘だけじゃ、現代戦では通用しないわよ」


「……肝きもに銘めいじておきます」


　姫也は軽い跳ちよう躍やくで屋上を囲む落下防止用のフェンスに飛び乗った。


　アーデルハイトは少し気になっただけなのだろう。背を向け、片手を上げると、


「後で何事か教えてねー。私は午後授業に戻もどるわ」


「了解ですっ」


　姫也は膝ひざを折ってしゃがみ込むように足に力を蓄たくわえると、一気に跳躍した。


「……何事もないのが一番なんだが──」


　宙に言葉を落としながら、演習場も含ふくんだ広大なグラウンドの上を、斜ななめに一気に飛び抜けて行く。高みから見み渡わたす中、ずっと先まで続いている人工物群。


　川も山もある。しかし見える視界には圧倒的に人工物が多い。


　科学世界フイロソフイア側が多分に出ているからだ。


　人ひと里ざと離はなれた場所に住むのは、それこそ賢けん者じやや隠いん者じや、もしくは馬鹿か変わり者ぐらいのもの。人里を離れれば離れるほど術素アトモスフイアが濃こくなるため、術式生物が増え必然的に獣じゆう害がいが増える。人は自然と集まり、街は次し第だいに巨大化、一極型の都市集中化が始まった。


　よりコンパクトに効率良く、護まもり手が少ないため護る範はん囲いを狭せばめることで、なんとか護って来たのだ。


　そんな都市の上を駆かけ行き、時に跳躍し、姫也は目的地を目指す。


「あっちか──」


　感覚を頼たよりに探さぐる。見み据すえる方向はさほど遠くはない。


　目的地を定め直し、また跳躍。


　体が落ちる先は、近くにある民家の屋根の上だ。


　走り、跳躍。一定のリズムを刻むように最短距きよ離りを行く。


　忍者のように建物の上を跳はねて行きながら、姫也は意識と感覚を前へと集中させる。


　都市の中、姫也たちが暮らす京学園にはハイツや学生を狙ねらった小商業店などが作られていき、それも拡大に一役買っているのだ。


　昼過ぎということもあり、辺りは閑かん散さんとしている。都心の方へ行けば、そんなことはまったくないだろうが、ことこの場所となるとそうではない。


　都市サイズであろうと学園は学園、昼過ぎでおよそ授業中の今となっては、外を歩いている人は極きよく端たんに少ない。この時間動いている者はせいぜい大学部の生徒ぐらいのものだろう。


　そんな中に灯ともった力。先に行けば行くほど、強まる明らかな圧力。


　──近いな。


　見回す先、緊きん張ちよう感かんを帯びた姫也の目がようやく捉とらえた。


　視界の中の一点、眼下の歩行者専用道路の一か所に異常なものがあった。


　揺ゆれる。陽炎かげろうのように水面のように、向こう側の景色が水中にでもあるように揺らぎ歪ゆがんで見えるのだ。空間の揺らめきは微び弱じやくなものだが、確かに移動していた。


「サイズ、移動速度……二足歩行の人間サイズだよな。報告通り、先行部隊ってヤツの生き残りか？」


　目を凝こらし、移動する対象を見み逃のがさぬよう一定距離を保ちながら追走する。


「けっこう面倒だな。あれほどの術式を組めるヤツがなぜ……」


　術式における光学迷めい彩さいとは空間操作、結界系の術式による周囲との隔かく絶ぜつ・同化と、幻げん術じゆつによる見る者の視覚混乱を誘さそう、同時並列発動式のとても高度なものだ。


　事実、D.S.T.の情報部の隠密が使用している装備は透とう明めい化ではなく、迷彩の強化だ。


　高度ゆえに過信して下手をすれば、術式の齟そ齬ごが生じ結果瓦が解かいする。


　姫也が感じていたのはその齟齬から来る、漏れだ。繊せん細さいな術式だというのに、出力に対する入力が強すぎる。感じるその量は目に見えて過大で、バケツに貯水タンクの水を流し込んでいるようなものだ。


　それほどまでの力。


「急を要しているのか。だからこその隠密装備か？」


　なぜ、と可能性としての思考は生まれるものの、いずれにしろ憶おく測そくの域を脱だつしはしない。


　と、目標の揺らぎが通りを一本奥へと入っていくのが見えた。


　──あそこが通じているのは。


　思考と直結させ姫也は通信機に触ふれた。


『──ハイ』


「こちら八劍姫也。今から言うポイントの──」


　見逃さないように、踏ふみこむ力を強めることで姫也は速力を上げた。





　　　　◆





　彼女は走っていた。


　自らのどうしようもない無力さに憤いきどおりを感じずにはいられない状じよう況きようで、足を地面に打ちつけ前へ押し出す。憤りも、泣きたい気持ちもすべて、感情を足に込こめ力とする。


　せっかくここまで来たと言うのに、このまま終わるわけにはいかない。


　しかしここからどこに行けばいい。D.S.T.日本本部はどこだ。追手はかかっているのか。私の現在地はどこか。どう進めばいい。どこへ──。


　ループするように思考は自責の念を生み、焦あせりばかりを増長させる。


　逡しゆん巡じゆんが足を搦からめ捕ろうとするのを振ふり切り、前へ。


　混乱を引き剝はがして、前へ前へ。


　引き返すことはできない。


　がむしゃらな自分の足は、いつのまにか舗ほ装そうされたコンクリートではなく、レンガ造りの石いし畳だたみを踏んでいた。


　石畳は道としてつながり、時折、木々に混じり意い匠しようの凝らされた街灯が立ち並ぶ。


　──公園、だろうか。


　道に沿い、並び立つ木々。その向こうには芝しば生ふの生え揃そろった地面がある。


　並木として存在する桜が花を揃えているが、並木道にはそれ以外にも四季折々に花を飾かざるであろう木々が植えられていた。


　この場所もどこまでも平地なのではなく、並木の向こうには丘きゆう陵りようらしきものも見える。柵さくも見えることから展望台にもなっているようだ。


　風を切り、行く自分の身を遮さえぎるものはなく、無人の自然を感じながら駆け抜ぬける。


　景色がほんの少しだが彼女の心を和なごませた。


　良い場所だ──そう考えているうちに視界が開けた。


　木々に囲まれた林道の到とう達たつした場所は、公園の各所から延びる道が結び交わる場所だろう。周囲に十字に道が延び、中央に位置するのがここなのだろう。


　円状に造られた広場には噴ふん水すいがあり──。


　その縁ふちに人がいた。


　警けい戒かい心とともに、彼女はそこにいる人物を注視した。


　噴水を背に立つのは、黒装しよう束ぞくに身を包んだ一人の少年。決意を持った固さを帯びた眼めが、見えていないはずのこちらをまっすぐに見据えていた。


「──来たな」


　言うと共に、彼は腰こしの後ろに差していたのであろう、軍用のものにも似たナイフを逆手で引き抜く。唇くちびるは小さく声を放った。


「中心点を確定。範囲限定直径五〇メートルを隔絶。発動申しん請せい──」


『了りよう解かい。中心点の確定と共に結界を張ります。展開時間にお気を付け下さい。内部空間を大出力でクリーニング、都市機能経由で術素アトモスフイア供給、隔絶します』


　手放す。


　吸い込まれるようにゆっくりとした軌き道どうでナイフは落下し、石畳にナイフが突つき立つ。


　石が割れる音。瞬しゆん間かん、ナイフが突き立った場所を中心に、周囲に青い光の軌き跡せきを帯びて光風が吹ふき抜けた。


　ガラスが割れるような快音が空間に走り、世界が書き換かえられる。





　　　　◆





　静まり行く光風の中心に、姫也は立っていた。


　姫也が行ったのは、ひどく簡単なものだ。


　ステルス装備がある程度のミスで齟齬が発生してしまうようなもの、相手の場所がわかっているのならば──捕つかまえて無理やり引きずり出せばいい。


　結界展開時の空間清せい浄じようを利用して、外側から高出力の術素アトモスフイアを掛かけることで、外から無理やり力ちから技わざで術式を破は壊かいしたのだ。相手の場所がわかっているからこそ使える術だ。


「さて……ここからだ」


　見る。


　三メートル先の空間から溶とけ出すように現出したのは全身を灰色のマントで覆おおい隠した人物であった。身長は一五〇強。マントは頭から足先までを覆い、各所を術式の媒ばい体たい・発生装置であろう紋もんや装置が飾り立てる。


　目線が隠れるほど深くフードを被かぶっているので、見えるのもせいぜい口周りぐらいのものだが、白い肌はだが見える顎あごのラインはすっとした女性らしいものだ。


　それでも警戒を緩ゆるめず、姫也は構える。


「都市内での許可なき術式使用は法令違い反はんだと知っているはずだ」


　相手に警告の声を放ちつつも、姫也は単純に恐おそれていた。


　現場での経験だって十二分なわけではない。D.S.T.に所属しているものが生死を賭かけることもあるとはいえ、やはりそこまでの事件などそうそうあることではないのだ。


　声に、相手は動きを見せた。


（相手のスペックがわからない以上、いざ戦せん闘とうに入っても取り押さえられるかどうか）


　息を呑のむように口を開いたのだ。


（しかし、支部からの素す早ばやい援えん軍ぐんが期待できない以上、なんとか俺一人で）


　こちらの顔へと目線は向いているようだった。


（行けるのか？　さっきも負けたばかりじゃないか）


　そして、唇が動き──、


（大人しく従ってくれることに──）


　言う。





「姫也？」





　収まり行く風に乗って、凜りんと響ひびいたのは自分の名前。


　頭の中を巡めぐっていた思し索さくが、放った疑問符ふつきの言葉によって砕くだかれた。


　なぜ、という疑問よりも先に答えは動いた。


　マントの中から細い手が伸び、フードに手を掛ける。


「ひさしぶりね──」


　声とともに、取る。


　味気ない外がい套とうから豪ごう勢せいな髪かみが溢あふれ出した。先せん端たんの方だけ緩くロールしたロングヘア。腰まであろうかという長ちよう髪はつを、フードを後ろへと下ろす手で一度はためかせれば髪が躍おどる。笑えみもせず、気品を持ったままの落ち着きはらった様子で、少女の気の強さを表すかのような強い瞳ひとみがまっすぐにこっちを見ていた。


　間ま違ちがいない。身長は伸びているが、どう見ても彼女は──


「どうして……ここに……」


　絶句する姫也。しかし、彼女はお構いなしにゆっくりとした足取りで歩み寄って来る。


「竜りゆう国こくヴァルハラ皇女、アイリス・リンドヴルム──」





　　　　◆





　状況がわからず、呆ぼう然ぜんと絶句する姫也。しかしアイリスは構わずにゆっくりとした足取りで歩み寄って来る。


「アイリス──だがお前どうし……」


　彼女は姫也の目の前、すぐ手の届く距きよ離りまで来ると歩みを止めて、


「バカッ──!!」


「ぐぉっ──」


　鳩尾みぞおちめがけてのタックルを敢かん行こうしてきた。


　事態の変化に戸と惑まどっていたことで、突とつ然ぜんの行動に体は反応しきれず、後ろに投げ出されるように倒たおれこんだその身は、後頭部を噴水の縁で痛打することになった。


「ぐおおお、ア、アイリス！　何しやが──!!」


　後頭部の痛みに悶もん絶ぜつし、姫也が抗こう議ぎの声を上げるが、


「──ひめやぁ……」


　不意の声に言葉をすぐに止めていた。


　数年ぶりに聞いた彼女の声は、漏もれ出すようなひどく弱々しいものであった。


　胸むな元もとに収まる形になった彼女、その細い指がこちらの上着を指が白くなるほどに目め一いつ杯ぱいかき寄せ、握にぎりしめていた。


　引き寄せ、求め、離はなすまいと言うように顔を擦こすり、押し付ける。


「っ──」


　ひ──、と細く息を吸い、肩かたが小さく震ふるえる。


　顔を浅く伏ふせた彼女の表情は、こちらからは見てとれない。しかし服の上には点々と彼女の涙なみだが落ち、冷たく染みこんでいくのが感じられた。


「ひめやひめやひめやあ、もう、ばかあ、なんで、会いに来ないのよ……」


　なにか一気に力が抜けたように、緊きん張ちようの糸が切れたのか、ただ思うまま思うことを吐はき出しているようだった。


　そんな彼女を見て錯さく乱らんしていた姫也はあらためて、彼女の背に手を回す。


　それに呼応するかのように、アイリスは声を上げた。


「誰だれもいなくて、自分からいなくなったくせにっ、今さらこんなときに現れるなんて──」


　感情の奔ほん流りゆうが止めどなく、抑おさえることなく流れ出る。


「スマン」


「バカぁ……」


「ゴメン」


「姫也ぁ……」


　受けいれる。ただただ受け止める。


　段々と収まっていく胸の中のすすり泣きを姫也は待った。


　小さく息を吸ったのを最後に、こちらにしがみついたまま、アイリスは涙にぬれた瞳で睨にらみつけてくる。


「落ち着いたか？　お姫ひめ様？」


　ん、と短い答え──、オイ戦闘服で顔を拭ふくんじゃない。


「……鼻水付けんなよ」


「つ、つけないわよ！」


　反発する余よ裕ゆうもできたのか、あらためて姫也は疑問を口にした。


「だが、一体どうしてこんな所に──戦闘をしていた部隊っていうのはまさか……」


　目め尻じりを拭ぬぐうアイリスが何か言おうと口を開いた。


　その時だ。


　彼女を挟はさんだ頭越ごし、視界の奥に新たな色しき彩さいが生まれていた。無人だったはずの空間にいつの間にか立つ者たちがいたのだ。


「……他者に介かい入にゆうされないように隔かく絶ぜつしたはずなのに……」


　眉まゆ根ねを詰つめて姫也が睨みつける先、その場所に新たに現れたのは、ひどく場違いな格好をした男たちであった。


　黒。皆みなが皆、真っ黒な軍用のトレンチコート。フードを目ま深ぶかに被り込んだ顔は、先ほどまでのアイリスのように表情がまるで読み取れない。それどころか内部になにがあるのかもまったくわからない。それほどに真っ黒であった。手て袋ぶくろから軍用のブーツに至るまで、何もかもが艶つやの失うせたマッドブラック。黒、黒、どこまでもが黒。


　身長も背格好も全すべてが不自然なまでに同一の黒の大男が四人。二人を囲むようにして扇おうぎ状じように展開していた。


「……話は後、とりあえず今はこの場をなんとかして……訳ありでね。とりあえず匿かくまって欲しいのだけれど──」


　きっと表情を詰めたアイリスが男たちを睨みつけながら、小さく姫也に言った。


「オイオイ、一国の皇女匿うって──……」


「お願い!!」


　怯おびえるように語気荒あらくアイリスが悲痛な叫さけびを上げた。


　男たちに向けていた瞳を姫也に向ける。まっすぐな表情にはふざけている様子も、しかし余裕もあまりにもない、切せつ迫ぱくしたものだった。


　何が起き、ここに彼女がいる理由もまるで見えない。だが彼女が自分を騙だまして、なにかを行っていると懐かい疑ぎに取りつかれることもなかった。


「──わかった」


　彼女を横に、立ち上がると守るように一歩前に出て、姫也は立ちふさがる。


　上着の両りよう袖そでを鬱うつ陶とうしそうに肘ひじの部分で留めれば、右みぎ腕うでの傷が顕あらわになる。それをあらためて意識し、側そばに彼女がいるという現実を重ね、腕が小さく震えを得た。


　絞しぼられるような痛みが姫也の右腕を伝い、全身を縛しばり固めて行く。


「姫也……」


　固まっていた姫也の意識を、アイリスの声が目覚めさせた。


　身を固める痛みを強引に引き剝はがし、緊張を吐き出すように、深く呼吸した。


「任せておけ。ただでさえ今は都市の術素アトモスフイアを使いにくいのに、現在進行形で都市の術素アトモスフイアを消費して結界張っているんだ。長時間はまずい」


「忠誠心の薄うすいナイトね。我が身心は姫様の御おん為ために──とか言えないの？」


　そこで男の一人が会話に割って入った。


《そこのお前、D.S.T.の隊員だな？　その方はこちらで保護する》


　くぐもった声は、どこまでも感情なく抑よく揚ようのない電子制せい御ぎよで発されているかのような無機質なもの。ここで聞いているというのに、電話越しで聞いているようだった。


「……従わない場合は？」


　問いに、しかし男たちは誰も声を放たなかった。


　全員が何も言わずに、コートの袖から滑すべり落とすように黒くろ塗ぬりのナイフを取り出した。


　それが答えだ。


　眉根を詰めたまま、姫也は確かく認にんするように、横のアイリスを見た。


「だそうだ皇女殿でん下か」


「構わないわ──」


　先ほど姫也に向けていた笑みとは違う、威い圧あつと呼べるものを感じさせるような笑み。


　すでにさっきまでの幼さの残る表情はなく、皇族たる気高しさがそこにあった。


「──蹴け散ちらしなさい」


　短く告げられる強い命令を背に、姫也は跳とび出した。





　　　　◆





　アイリスは少年の背を見ていた。


　姫也の動きは早く、強い。


　相手のモーションよりも先に接近するには十分すぎる速力であった。


　黒衣の軍勢は、手に手に黒のナイフを帯び、姫也に襲おそいかかる。


　姫也は素す手でだ。だがそれでも刃は物ものに対して臆おくする様子もなく、だからどうしたと言わんばかりに四人の形成する囲いに飛び込んだ。


　身は這はうように低く、真正面に定めた中央の兵士の懐ふところに潜もぐり込む。


　ナイフが来る。


　が、遅おそい。ナイフを振ふりかぶった右腕を払はらってボディをがら空きに、そのまま速度まかせに姫也は肩からぶち当たった。


　重厚な衝しよう撃げき音とともに、兵士の身体からだが軽々と舞まう。


　まずは一人と、と身体を折って吹ふっ飛ぶ敵に目もくれず、次の行動に移ろうかという姫也だったが、攻こう撃げきの余よ韻いんで足は止まっている。


　それを好機と、黒こく刃じんが迫せまった。


　迫る三刃を、しかし姫也は難なく避よけてみせた。


　退くのではない。力なく倒れこむように膝ひざを折り、身を落とした。


　身を抜ぬいたのだ。無理に動くのではなく一度体から力を抜きさり、身体をリセット。身体を重力に預ければ、回かい避ひが実行される。


　姫也の頭上を刃が交こう錯さくする。


　姫也は再度体に力を込こめた。しゃがみ込んだ姿勢のまま、落ちる身体の重力を利用し、地に沿うような回し蹴げりを放った。


　蹴りの軌き道どう上にあった敵の一人の両足が見事に掬すくわれ、体が地面から離れる。


　そこを逃のがさず、姫也は宙に浮ういた敵を容よう赦しやなく、他ほかの一人に向かって蹴り込んだ。


　仲間を受け止めた兵士は、しかしそこで勢いを殺しきれず、受け止めた者は二人羽織の状態で後ろへと吹き飛んだ。


　これで三人。


　姫也は動きを止めない。蹴り込んだ敵を影かげとするように走り込むと、拳こぶしを構え、最後に残った一人へと襲いかかった。


　不意をついて横へと現れた姫也に、遅おくれて気付いた黒衣の兵だったが、すかさず姫也の首元めがけてナイフを走らせた。


　それを待っていたかのように、姫也は構えていた拳を迎げい撃げきの一撃として繰くり出す。


　伸のびるような右ストレート。


　狙ねらいは敵の体ではない。


　カウンター。敵の振るったナイフを握にぎる拳、姫也の拳が狙ったのはそこだ。


　狙い打たれた一撃は正確に拳を打ち抜き、相手の攻撃を力押しで強引にはじき飛ばした。


　黒衣の兵士の拳がひしゃげ、手首がおかしな方向に曲がる。実行された拳撃の威い力りよくは凄すさまじく、黒衣の兵は砕くだかれ縒よれた腕に引かれるように身を後ろへとよろめかせた。


　姫也は隙すきを逃さない。振り抜いた右腕はそのまま、先ほどと同様に肩から相手の胸へと掬い上げるように当て身を見み舞まう。


　振り抜いた右腕を戻もどす動きで、兵士の胸へと肘打ちを叩たたき込む。


　流れるような攻撃が連打と化す。右の裏拳を顔面に叩き込み、引き絞った左の膝ひざ蹴げりを腹に、右の浴びせ蹴りを以もつて相手をようやく解放した。


　サッカーボールのように簡単に身を浮かされ、男は背から地面に叩きつけられ、だらりと四し肢しを伸ばしたまま動かなくなる。


　地に力なく横たわった相手はそれ以上動かない。


　最後の相手を確認して、姫也は小さく安あん堵どのため息をついていた。


　四対一であった状じよう況きようを、いくら相手が銃じゆう器きや術式を使っていないとはいえ、ここまで一方的に打破するなど、容易なことではない。だというのに、生死をかけた緊きん張ちよう感かんもなさげに、まだ余裕を残した様子で目前の幼なじみはやってのけた。


「ふぅ……アデ先生に比べれば、まだ楽だな。大事ないな、アイリス？」


「え、ええ……」


　戦せん闘とうの余韻をため息とともに吐はき出したのか、落ち着いた様子で姫也が確認して来る。


　数年振りに出会った幼なじみは、強く逞たくましくなっていた。


　その姿を過去の彼と照らし合わせ、確かな成長がどこか嬉うれしく、どこか寂さびしく感じた。


　だけど──、とアイリスは違い和わ感かんにも似たものを得た。


　自分は武術に関しては、せいぜいがにわか仕込みの護身術と素人しろうともいいところだ。


　だが、そんな自分でもわかる。姫也の動きは、決して洗練された武術でも、計算しつくされた理り詰づめの戦術でもない。


　鋭するどく強くはあるが、決して流りゆう麗れいではない。


　力ちから技わざだ。不退転と言うかの如ごとく、後退の選せん択たく肢しがそこにはない。


　攻撃は最大の防ぼう御ぎよと言わんばかりに、押して押し抜く。


　獣けもの的と言ってもいい戦い方であった。接近し、力任せの攻撃で叩き伏ふせる。ナイフなど怯える必要も彼にとってはないのかもしれない。だけど、


「──強引すぎない？」


　心配が口をついて出た。


「いや、まあ──……いつもこんな感じだからなあ」


　姫也はばつの悪そうな苦笑いとともに左手で頭を搔かく。


　そしてアイリスは見る、姫也の頭の左、市し販はんの一本のヘアピンが申し訳程度に髪かみに差し込まれているのを。


「そっか……まだ使えていないんだね」


　言葉は、姫也には届かないほどの小さなものに留めた。


　そこでアイリスは気付いた。視界の後ろ、姫也の背のほうでまだ動く者がいることに。全員倒たおし伏せたはずの黒衣の男が走り迫っていることに。


「姫也、後ろ──!!」


　こちらの声と視線を姫也はすぐに察し、忌いま々いましげに後ろへと身を回した。


　ナイフを腰こしだめに構えた黒衣の兵。それに狙い合わせるように、始めはゆっくりとした動きで身をひねり、


「────!!」


　姫也は射程内に入った瞬しゆん間かん、急速にトルクを上げ、全力の後ろ回し蹴りを横っ面つらに叩き込んだ。蹴り足の踵かかとが、たしかな軌道で兵士の身を捉とらえる。


　その速度も、激げき突とつ音も先ほどまでの比ではなかった。今まで手加減していたのだろうか、段だん違ちがいの蹴しゆう撃げきの威力に兵士は身を横へと撓たわませるどころか、へし折らせるように曲げ、


「!?」


　姫也は目を見開いた。それはアイリスも同様で、目の前の状況を素す直なおに口にした。


「弾はじけた!?」


　黒衣の兵が、水袋ぶくろのように爆はぜたのだ。





　　　　◆





　一撃を腹に受けた男は、粘ねん性せいの強い液体であるかのように大気に弾け飛んだ。


　血袋として弾けたという訳ではない。文字通り、水のように弾けたのだ。弾けた黒水の中に骨や内臓といったものはなく、人の輪りん郭かくをした黒い水を叩き割ったと、そういった感じであった。


　霧む散さんして行く黒水の中、姫也は気付く。


　先ほど、倒したはずの黒衣の者たちが復活し、いつのまにか動き出していることに。


　仲間が千々の飛沫しぶきとなって四散したという事態にも構わず男たちは肉にく薄はくする。


　ダメージが残っている様子などそこには微み塵じんもない。先の攻撃によって、腕を砕かれた者がいるはずなのに、その姿がない。


　姫也の体には、確かな攻撃の感かん触しよくが残っている。


　振るい掛かかるナイフを躱かわし、後方、アイリスの前へと退さがった。


　疑問を抱いだくうちにも、残る黒衣の者たちがナイフを手にこちらに迫ってくる。


　得体も知れない相手の正体を記き憶おくの中から模も索さくする。


　……同一……感触はある……機械的な動作……消しよう滅めつ……。


「術式の類たぐいか？　試ためしてみる他ないか……」


　後ろへと振り向けばアイリスが目を広げ、どうしたのか、と驚おどろいたような表情をした。


「先に言っとく、スマン」


　軽く謝罪し、姫也は脇わきにアイリスを抱かかえ上げると、


「え？　ひゃあ！」


　跳んだ。姫也が動いた方向にあるのは、公園の噴ふん水すい。このままいけば丁度水を噴ふき上げている塔とうのようなオブジェに突つっ込む形になる。


　だがそこで姫也は動きを変える。


　落ち着いた動きで右足を振り上げた。捉え定めるのは噴水の中央、水を噴き上げる塔のような彫ちよう刻こく。体中が水を多量に浴びることになるが、気にしない。


「砕けろっ──!!」


　肺の空気を吐き出すとともに、溜ためた力が振り下ろされ、塔のようなオブジェの直上、噴き出し口に姫也の踵が叩き込まれる。


　打ち込まれた蹴撃は、容易にオブジェに根のようにヒビを走らせる。


　それは破は壊かいの伝でん播ぱの始まり。


　そのまま押し込むように蹴りを振り抜いた。


　ガラス細工をハンマーで叩き砕くように。耳を震ふるわす盛せい大だいな破は砕さい音を響ひびかせ、彫刻の塔は簡単に砕かれ、その根元部分まで抉えぐり獲とる。


　爆ばく砕さい。


　下の噴水の水はもちろん、機械的に制限されていた放水が解除され、大理石の破は片へんとともに空中に大量の水を撒まき散らした。


　瀑ばく布ふから逃れた姫也は男たちと噴水を挟はさんで対たい峙じした。


　男たちも進しん攻こうを停止している。


　黒の軍勢の姿を見ながら、姫也は言った。


「やはり使し役えきされている人間ではないか。すこし安心した」


　今の世界、人を強制的に使役するというのもよくある話だ。使役・服従の術を受け継つぐ者ならば、そう珍めずらしい話ではない。最たる者たちは吸きゆう血けつ鬼きや夢む魔ま、ソロモン72柱に代表される悪魔などがそうだ。しかし現在となってはそういった血筋の者は数少なく、力を使える者自体極ごく々ごく限られているのだが。


　人に限らずあらゆる生物を使役し従える。共通点としては、


「実在する生物を用いる、という点だが──……人じゃないのはたしかだな」


　そして眼めの前の男たちと言えば、纏まとい込んだコートも全身、水にはまったく濡ぬれず表面を滑すべるように流りゆう滴てきは伝い、瓦が礫れきは吸収するように体が呑のみ込み、そのまま体を通り抜け、下から吐き出す。


「スライムとかそういった類か？」


　大だい丈じよう夫ぶかと、姫也は小脇に抱えたアイリスを見れば、彼女の身体からだが震えているのがわかった。


「どうした？」


　アイリスはわなわなと肩かたを震わせ、


「ひ・め・やぁ……」


　一体どうしたのかと首を傾かしげていると、アイリスが顔を上げる。


「一国の皇女……いや、それ以前に女をびしょ濡れにするなんて……!!」


　確かにその髪から何から、噴水に姫也と一いつ緒しよにダイブしたのでびっしょりと濡れてまさに濡れ鼠ねずみといった様子だ。脇に抱えていたために、姫也よりも多量の水を浴びてしまっている。濡れたことで彼女の肢し体たいに重そうに纏まとわりついている外がい套とうは、もはや猟りよう奇き犯罪者の拘こう束そく具ぐのようですらあった。


「ははは言っていることが、かなり危険ワードって気付い──ゴフッ」


　姫也の腹から背中へと突き抜けるような痛覚が走った。


　アイリスは威力の余よ韻いんも残る腹から拳こぶしを引くと、最近よく見る気がする笑ってない笑え顔がおを浮うかべていた。


「……死にたい？」


　背に寒気を覚えたのはまだ残る春の余寒から来るものではないだろう。


「迅じん速そくかつ素早く次の行動へ移します」


　姫也はすぐさま男たちに背中を向けると、


「ちょっと姫也!?」


　逃にげ出した。


「なんにせよ得体のしれない敵の相手をいつまでしても仕方ない」


　なにかしらの術式にしても、情報がないのならば、最も効果的なのは相手のリーチの届かないところへ、だ。


　小脇に重量的にも、重要度的にも、大荷物を抱え姫也は脱だつ兎とのごとく公園から走り去る。濡れた衣服と抱えた荷物もあるが、姫也は来た道を跳ちよう奔ほんすることにした。来た道をそのまま辿たどれば、一度通ったルートだ、どう行けばより早いかの判断も楽なはずだ。


　それに公園から出ればすぐに市街地に入る。相手も下手に派手な動きはできまい。


「全く、あいつら何者だ？　なんでお前を狙ねらっている？」


「おそらく軍拡派よ。狙いは言うまでもなく私──」


「軍？　ヴァルハラ軍が？」


「詳くわしい話は後、今は後ろをなんとか巻いて」


「──仕方ない」


　人目のつかないうちに、と跳ちよう躍やくする姫也の身を落ちる動きに入った陽光が照らす。












　第三章．　姫ひめ也やの日常、アイリスの世界




「どうぞ、お姫ひめ様」


　姫也はぶった口調で、片手のマグカップを差し出した。自分のものはコーヒー、アイリスのものは苦いものがダメなのでホットミルクだ。カップの中身から立ち上る湯気がそのまま温かさを伝えていた。


「ありがとう」


　ベッドに浅く腰こし掛かけるアイリスは差し出されたそれを受け取り、両手で抱く。


　アイリスの服装は赤の生き地じに白のラインが各所に入った京みやこ学がく園えんのジャージに変わっていた。胸むな元もとに入った刺し繡しゆうから姫也のものだと容易にわかる。


　彼女の装備していたマントはと言えば、水だけ強引に絞しぼられ、部屋の隅すみに畳たたまれもせずに放置されていた。彼女が中に着ていた他ほかの衣服は乾かわかしている最中である。


「ここが……今の姫也の部屋」


　追手を振ふりきって、姫也がアイリスを連れてきたのは、京学園の学生寮りよう、その姫也の自室であった。


「正直、ここらですぐにと言われてもセーフハウスの当てもないからな。他言無用と言うなら近場のここがいいだろう」


　京学園の男子寮の一室。一ひと色いろやトマスもここに住んでいる。というよりも、基本的に術式が使える組は、招しよう致ちを受けた海外留学か越えつ境きよう留学組であるので、よほどのことがないかぎり皆みな、家賃タダの学内寮を利用している。


「ここなら、とりあえずは安心だ」


　なおかつ現在は午後の授業中だ。生徒が寮の方に戻もどって来るまでは、まだまだ時間的猶ゆう予よがある。その上、もしも襲しゆう撃げきがあったとしても、否いな、D.S.T.のお膝ひざ元もとたるこの学園にわざわざ襲撃してくる者がいるとも思えない。


　アイリスはあらためて室内を見み渡わたしながらマグカップを口ヘと運ぶ。


「それにしても……簡素って言えば聞こえがいいのかしら……なにもないわね」


　部屋の中を見渡しながらアイリスが言うと、姫也も苦笑いを浮かべた。


　室内はウォークインクローゼットまで含ふくめて十五畳じようほどだろうか、ベッドに机、冷蔵庫などもあるが、大きいものはその程度だ。あとは雑多に教科書や漫まん画がが積まれていたり、トレーニング道具が放ほうり出されていたり、といったぐらいのもの。うっすらと埃ほこりを被かぶっている机など見れば、普ふ段だん使っているかどうかは明白だ。


「……姫也、この部屋睡すい眠みんぐらいにしか使ってないでしょ」


「この部屋にいてやることと言っても勉強と睡眠ぐらいなものだ」


　勉強は噓うそだが。


　姫也はキャスターつきの椅い子すを滑らせ、アイリスの前に持ってくると腰掛け、背もたれに身を預ける。


「あらためて、ひさしぶり姫也……うん、ひさしぶりね」


「五年ぶりか。たしかに、久しぶりだな……」


　感かん慨がい深そうに、互たがいにどこかぎこちなさを残しながらも、笑いあった。


「……あなたのお母様が武術指南役として来ていたのも、そんなに前のことだったっけ。なつかしいわね」


「今母親は本家で楽らく隠いん居きよ。一応、現当主は俺だ」


　二〇一二年以前、八や劍つるぎ家は科学世界フイロソフイアの裏社会で暗あん躍やくしていた。そして、例によって二〇一二年。世界統合戦争で混乱した世界において、あらゆる害なす存在の掃そう討とうによって名を馳はせた。姫也の母も発足間もないD.S.T.の隊員として、世界中で活動していた。


「俺を身み龍ごもったことを契けい機きに、戦線からは退役。ちょうど来ていたヴァルハラとの国家間交流プロジェクトの一つとして、武術指南役の話を受けて異動」


「父様、なんだかんだ戦せん闘とう好きだからねー。議員同士で殴なぐり合い始めるし。漢おとこは拳で語り合ったほうが早いって、いつの時代よ」


「でもリンドヴルム皇、母さんには頭上がらなかったからな」


「女は偉い大だいなものよ」


　笑いながら言える、ということは良い思い出である証あかしだ。どこか意識が高こう揚ようしていたのを、姫也は隠かくせないでいた。


「ったく、お前が着ていたあのステルス装備、誰だれかに壊こわされたとかじゃなくて、お前が壊したろ」


「なっ──」


　どうしてわかったのか、とアイリスは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。


「いや外面に破は壊かい痕あとないし、なによりお前昔から馬ば鹿か力ぢからだったからな。あんな繊せん細さいな術式扱あつかえないだろ」


　竜血人種ドラゴノイドは術力、術素アトモスフイアの許容量が半はん端ぱじゃないというのと同時、出力量も半端ではないため、それをうまく自制できるよう訓練するのだが、当然その制せい御ぎよが上う手まい者もいれば、下手な者もいる。そういう意味ではアイリス・リンドヴルムという少女は後者であった。


「失礼ね。おっかしいなあ、ちゃんとセーブしたんだけど……」


　あの装備を考えた人は、もうすこしコイツの加減のなさを認にん識しきしておくべきだ。


　変わっていない、いや変われていない、と言うべきだろうか。思い、おかしく思って姫也は笑った。


「なによ……」


「相も変わらず、馬鹿力だなーって思ってな」


「なっ──部屋ごと吹ふき飛ばしてやろうかしら……」


　会話はとめどなかった。昔の友人の話、ヴァルハラの街並みの話、尽つきることはない。


　だが、と膨ふくらむ話題も、高揚する心も抑おさえて姫也は切りだした。


「話を変えよう」


　その言葉だけで、アイリスも理解したようだ。楽しさに満ちていた表情が少し沈しずむ。


「そろそろ聞かせてほしい。なぜお前がここいる？　軍拡派がお前を狙うわけは？」


〝策さく謀ぼう〟〝謀ぼう略りやく〟〝陰いん謀ぼう〟〝計略〟〝策動〟


　姫也の頭の中には、そんな言葉が飛び交かっていた。


　アイリスは押し黙だまり、両手がマグカップを強く握にぎりこむ。意を決したように姫也の眼めをまっすぐに見ると、アイリスが口を開いた。


「ここにいるのは騎き士し派の竜りゆう騎き兵へい部隊の協力よ。──軍の大元げん帥すいって覚えてる？」


　頷うなずき、姫也はヴァルハラの歴史を反はん芻すうした。








　世界統合の後、合一した今の世界で建国されたヴァルハラは、国としての生まれた歳さい月げつから言えばあまりに若い。


　全すべては竜を、竜人を祖先とする竜血人種ドラゴノイドの国というところに起因する。


　肉体から竜の要素こそなくなってはいるが、ヴァルハラの民たみは祖先に起因する肉体的・術力的強さから戦争において圧あつ倒とう的てきな戦力を誇ほこった。しかし、それゆえに彼らはあちこちの戦場で活かつ躍やくし、そして戦いくさに疲つかれた。


　そんな竜族が建国したのがヴァルハラだ。


　北ほく欧おう神話における戦士の魂たましいが行き着く館やかた。死者はヴァルハラにて生き続ける。


　死せる戦士たちの魂の拠より所となるようにと、そういった願いをこめた名だそうだ。


　当時、建国には八劍の当主も関かかわっていたらしい。というのも、ヴァルハラの国土は元来日本のものだったからだ。


　欧おう州しゆうで領土争いが繰くり広げられているように、どこにも余分な土地はない。


　そこで世界統合時の災害によって、水すい没ぼつした日本の太平洋側地域の土地を分け与あたえたのだ。領土の代わりとして、日本はヴァルハラからの竜族人種という強きよう靭じんな能力を持った人々を派は遣けんしてもらい、国の守の一いつ端たんを担になってもらっている。


　そしてヴァルハラの建国計画を率いた一人が、そのまま国の長になり、紛ふん争そう期を生き抜ぬいた国は、今もその一族を皇族とした暫ざん定てい的な長子相続の立憲君主制が続いている。








「騎士団の名残なごり、皇に仕えることを誇りとする〝騎士派〟、そのトップである大騎士の位階を有する騎士、トーラー・ブランシェット。


　軍に完全になってから、さらなる軍備増強とそれによる実権の拡大を狙う〝軍拡派〟、その大元帥たる私の叔お父じ、第二皇位継けい承しよう権けんをもつシドウ・リンドヴルム。


　それが今の騎士団における対立した二大派は閥ばつよ。軍備拡張を企たくらむ〝軍拡派〟が最近では、国の完全な民衆化を図っているのよ」


「どういうことだ？」


「シドウ元帥──、叔父上は政府の中での自分の権限拡大を狙っているのよ。強大な武力を治めている、というのは実質的に権力を持っているのと同じ。民主化して、元・軍の大元帥が国家主席になれば見えないところで、暴力で訴うつたえやすくなるでしょうね」


　あの野心家め、とアイリスは忌いま々いましそうに吐はき捨てた。


　だが、と姫也が言う。


「それをしたところでどうなる？　実際、優ゆう秀しゆうな人間だとしても、現皇と選挙で争えば、十中八九、現王がそのまま当選するだろう？　国民に慕したわれていることを考えれば──」


　そこでアイリスが口を挟はさんだ。


「だから、私を狙っているの。次の国家元首たる皇位第一継承権は私にある。だが暗殺しようにも、皇族周りは騎士派が固めているから無理。だから、まずは君主制の廃はい止しと絡からめ手で来たの──」


　話がまるで見えず、姫也は困こん惑わくした。


「──そして王に選挙には出馬させず、自分は議員たちに圧力を掛かけることで確実に国のトップに成り上がる。そのシナリオの鍵かぎを手に入れたの」


　ためらいがちにアイリスはゆっくりと口を開き、ぽつりと漏もらした。


「──〝激竜の気吹ドラゴン・ブレス〟」


　たった七文字の単語は、姫也の表情をこわばらせるに十二分なものだった。


「叔父上が、軍拡派が、その〝鍵〟を保有している、というの」


「術式戦略兵器……お前らまだそんなものを……!!!」


　姫也は声を荒あららげていた。


　それはまだ世界統合がなされる前にまで遡さかのぼる。


　科学世界フイロソフイアに核かく兵へい器きや細さい菌きん兵器といった抑よく止し力りよくがあるように、術式世界テウルギアでも同様に数度の力を示すことで抑止力として、存在だけで脅きよう威いとされる術式兵器があった。


　まだヴァルハラの人々、竜の血を引く竜血人種ドラゴノイドの先祖である竜か、竜人か、人か、術式世界テウルギアの一所の一種族であった頃ころに開発した術式と言われている。


〝激竜の気吹ドラゴン・ブレス〟と呼ばれた術式兵器は、名に違たがわぬ破は壊かい力を発揮した。


　街一つ飲み込むには十二分。術素アトモスフイアを集積、高こう濃のう度どの術じゆつ素そ領りよう域いきを作り出し、暴走させる。その結果、発動範はん囲いは世界が壊れ、書き換かえられ、なにもかもが原子単位まで崩ほう壊かい、世界がリセットされる。絶大な破壊力もさることながら、激竜の気吹ドラゴン・ブレスの最たる問題は、その術式が一体どんな術式なのか、まったく解わからないところにあった。


　竜族が遠い昔の戦争において使用した事以外、一いつ切さいの子細が不明の、負の遺産。


　皇族として竜国の中ちゆう枢すうを預かっているリンドヴルム家の家系であるシドウ・リンドヴルムがその〝鍵〟となるものを有していても、何らおかしくはない。


「わかってる!!」


　ピシャリとアイリスの拒きよ絶ぜつが空気を打った。


「私たちは知らなかったの！　そんなものが遺のこっているなんて！　知らなかったで済む代しろ物ものでないっていうのもわかってる！　空に浮うかぶヴァルハラが戦略兵器を保有しているなんて……父様は保有を隠いん蔽ぺいしていたと罪に問われる……」


　呼吸をゆっくりと整えると、力が抜けるように、座り込んだ。視線を戻せば、アイリスは肌はだから血の気が失うせるほどに手を握りこみ、膝ひざを涙なみだに濡ぬらしていた。


　鳴お咽えつをこらえながら、アイリスは必死に言葉をつくった。


「鍵がどんなものなのかも、私たちにはわからない。結局できる最善策は、アイツの罪を暴あばいて、道連れにするように、父様が兵器保有の罪に問われ皇位を退くこと。別に皇族でいたいわけじゃない……」


　だって、


「父様、頑がん張ばってた……。お飾かざりの皇ではありたくないって、議会で上う手まくいった日は野放図に喜んで、上手くいかなかった日はしょげて。忙いそがしいけど、毎日が楽しそうだった。身内贔びい屓きかもしれない、でも立派な人よ！」


　それでも、


「それが……無理やりに奪うばおうとするヤツに──悔くやしくて……!!」


　眼一いつ杯ぱいに涙を溜ためたアイリスの目には、朱しゆの炎ほのおが爛らん々らんと光っていた。


「だから騎士派の支し援えんを受けて、竜騎兵部隊に日本本土に降ろしてもらったの、でも〝軍拡派〟にこっちの動きを摑つかまれて！」


　それが本部の管制官が言っていた、山中での戦闘の真相か。


「……D.S.T.に助けを求めシドウを暴く。私はもう引き下がるわけにはいかないの──!!」


　宿るのは確固たる意思。言葉の端はし々ばしから伝わるのは、黒い憎にくしみの感情だけではない。


　彼女が父親を愛しているからこそ、その生き方を邪じや魔ましようとする者が許せないのだ。


　放ほうってはおけない──。


　涙する幼なじみを見て、素す直なおにそう思えた。


　椅い子すから立ち上がり、俯うつむくアイリスの前に姫也は膝をついた。


「大だい丈じよう夫ぶだ。なんとかなる。激竜の気吹ドラゴン・ブレスほどの代物が関わっているんだ。D.S.T.も全面的に協力するはずだ」


　確かな言葉で自分の意志を伝える。


　──このまま放っておけるわけがない。


　目線を合わせるアイリスの眼は腫はれていた。強ごう情じようで泣き虫、幼き頃から変わらぬ幼なじみの様子に、姫也の心が少しだけ晴れた。


「あーもう、ホラ泣くな」


　困り果てた様子で、姫也は着ていたシャツの袖そででアイリスの顔に残る涙を拭ぬぐってやる。


「ん、むぅ姫也のクセに……」


　アイリスは子供のように嫌いやがると、こちらの手を取り頭から離はなす。そのまま掌てのひらを、さっきまでのマグカップのように胸の前で両手に包んだ。


　手の先から伝わる彼女の体温は決して冷たくない。


「姫也は変わらないね……安心する。ありがとう姫也」


　少女らしい可愛かわいらしい微笑ほほえみに、自然と姫也も笑みを得た。


　再会してやっと彼女の安あん堵どの笑顔を見られたように思う。


「ああ、お前もいつもそのぐらいデレてくれると──ぐっ」


　言っている途と中ちゆうで、鳩尾みぞおちに食い込むようにアイリスのつま先が突つき刺ささった。


　後ろに崩くずれ落ち、倒たおれそうになる姫也の体は防衛本能としてとっさにその身を支えるために近くの物に手を伸のばす。


　姫也の後ろにある椅子。椅子の座面の端はしに手をかける、がキャスターつきの椅子は当然滑すべりのいいフローリングの床ゆかを滑り、体重の掛かっている方向へと走り出す。


　必然、支えを失った姫也の身はそのまま後ろに倒れゆく。


　反射的につかまろうとして、こちらの手に触ふれていたものを強く握りしめて。


「調子に乗るな──ってちょっと!?」


　姫也はアイリスの手を握りしめたまま仰あお向むけに倒れ込んだ。


　倒れた姫也の上に引っ張られたアイリスが落ちて来る。





　　　　◆





　陽ひが落ち行く。


　京学園の一いつ般ぱん教きよう養よう棟とうの校舎にも、西日が差し込んでいた。


　すでに今日一日の授業日程も終えた生徒たちにとっては、これからは部活であり、バイトであり、任務の時間だ。任務シフトに組み込まれている生徒は、面めん倒どうだと肩かたを落としてぼやき、そうでない者たちが諦あきらめろと笑う。


　２年Ｅ組の教室内、ベランダ側の座席、姫也の席に腰こし掛かける金きん髪ぱつの少女が言った。


「そう言えば、姫ちゃんまだ戻もどってないの？」


　ヱーファだ。ヱーファはいまだ机の中に残る荷物とカバンを確かく認にんし、後ろの席でようやく目を覚ました大おお柄がらな少年、一色を見る。一色は眠ねむたげな目線をヱーファに返すと、


「さあ……？　出動要よう請せい、お前にも出ていたんだろ？　ヱーファが帰っていて、アイツが戻っていない道理もないだろう」


　重く落ち着いた声で、一色は答えた。


「うーん……。こっちは追つい跡せきの任務だったんだけど、途中で打ち切られてねー。なんか学生隊員だけ帰投命令出たっぽくて。政治とか、危ない方向が関係してるんじゃないかって、皆みんなで言ってた」


　ほう、と一色はやや興味をもったように目め端はしを上げた。かと思えば、


「まあ、いい。姫也よりも、問題は今日の晩飯だ」


　そんな一色の様子にヱーファは呆あきれたような半目を向けつつ、


「……ひーちゃん、姫ちゃんの心配もしないで、食事の心配って結構薄はく情じよう者ものだよね？」


　そんな様子をすこし離れた席で聞きながら、ゼナイドは自分の机に腰掛けた夕ゆうを見上げてねだるように首を傾かしげていた。


「信しん頼らいしているって方がポジティブ……ご飯どうする？」


「そうねえ──……ところで隊長は？　授業の時から見ないけど」


　夕が問うが、皆は一様に首を振ふり、異口同音に言い放った。


「どっかで悪さでもしているんでしょ？」





　　　　◆





「痛ぅ──すまんアイリス大丈夫──」


　言いかけ、姫也の眼めの前、自分の胸の上にアイリスの顔があることに気付いた。


　さっきも似たような姿勢になったが、状じよう況きようが違う。


　背中にアイリスが先にこぼしたマグカップの中身が、シャツに染み込んでくる。熱を失い、段々と冷たさが増してくるのだが、それを上回って余りあるほどに体は火ほ照てり、熱い。


　自身の胸の上、彼女の体と自分の体は密着している。だからこそわかることもある。


　意外とある……!!


　どこがとは言わない。一体どうして言えようか、いや言えるわけがない。


　動転する頭の中。


　見るのは清せい廉れんな相そう貌ぼう。


　嗅かぐのは柑かん橘きつ系の香かおり。


　聞くのは潜ひそめられた呼吸。


　得るのは鼓こ動どうと柔やわらかな感かん触しよく。


　思考は回転してこそいるが、全身の感覚器官は目の前の状況の感受に総動員され、手て一いつ杯ぱいだった。


　ひどく焦あせり、起き上がろうと姫也は背に力を入れ、身を持ち上げようとすると。


「もうちょっと……」


　か細い呟つぶやきに姫也は、どういうことか、と小首を傾げた。


「……なんでもないわよ……バーカ」


　言ってこちらのＴシャツを握にぎりしめ、アイリスは顔を背そむけるように横へと向ける。こちらの胸むな板いたに耳をくっつける状態になるのだが、頼たのむから可か及きゆう的てき速すみやかに退いて欲しい。


　だが、そこで気づいた。


　覗のぞく胸元、白い肌に走る盛り上がった裂れつ傷しようがあるのを。


　それは思い出したくもないもの。出会ってからずっと心の奥底に伏ふせていたものだ。


　姫也は一気に血の気が失せるのを感じた。


「俺は──……」


「……姫也？」


　こちらの変化に気付いてか、心配そうに覗き込むアイリスの向こう、











[image: ]








「おーい姫也ぁ？　帰ってるのかー？」


　前置きもなにもなく無ぶ遠えん慮りよな宅配便のようにドアを開き、エロ聖人ことトマス・ガブリエルその人が部屋に踏ふみ入った。


　しかし、こちらを見た瞬しゆん間かんその動きがピタリと止まる。


　片手に教科書を持っていることから授業帰りなのだろう。だが一緒に小脇に抱えているＤＶＤケースはなんだ。絶対にまともなものじゃあないだろうと当たりをつける。


　トマスの顔では眼球が零こぼれ落ちるのでは、というほどに見開かれている。


　胸の上でも固まったままでいるアイリスがいる。


「…………」


　姫也の危機察知ゲージはレッドゾーンに入り、既すでにさっきから脳内で警けい鐘しようが鳴りっ放しだ。さらに、だ。アイリスが零してしまったマグカップの中身はホットミルク。床に広がっていた分は、ほとんど姫也のシャツの背中が吸ってしまっている。


　残りは辺りに点々と白い色（※ただの牛乳）を撒まいていた。


【青春真っ盛さかりの思春期男子生徒　＋　学校の寮りようの自室に連れ込んだ少女　＋　白い液体（略）が点々と落ちている床　＋　密着状態で寝ねている】


　遠くの音が嫌に大きく聞こえた。


　室内の沈ちん黙もくをじわりと破ったのは、闖ちん入にゆう者本人であった。


「ナ、ナニモナイナ。ウン……」


　ロボットダンスのようなかくかくした動きで隊長が部屋に背を向ける。ドアの外に一歩出た所で静止、背を向けたまま身を震ふるわせる。


「こんのリア充じゆうめがぁああ──!!　お前だけを幸せになんぞさせっかああ!!　ア──ハハハハハハッ泣いてなんかないんだからね!!　ないんだから!!　みいぃんな──!!」


　バカは、恨うらんで妬ねたんで壊こわれて泣いて叫さけんで、廊ろう下かに響ひびく笑い声が高速遠ざかっていく。


　姫也の危機察知ゲージは限界点を振り切り、脳みそのアラートは厳げん戒かい態勢へと移行する。


「待てええええ!!」


　寮の廊下に、情けない悲鳴が響き渡わたった。





　　　　◆





　西日の注ぎこむ一室。


　室内には数々のインテリアが乱れなく並んでいた。


　絢けん爛らん、と言うよりも荘そう厳ごんといった落ち着きをもった部屋。そんな部屋の中ほどに構えられたやはり高級そうなソファに、一人の男が腰掛けていた。歳としも初老に入ろうかという彼は、軍の礼服のようなもので身を固める。


　初老の男は手元の書類に目を通すと、傍かたわらに直立する青年に声を放った。


「バカがまんまと逃にげこまれおって……」


　ゆっくりとした、しかし怒ど気きを潜めた威い圧あつ的な口調であった。鬱うつ積せきを晴らすように、彼は報告書を腕うでの振り一つで室内にばらまいた。


　初老の男は、はらはらと紙が舞まう虚こ空くうを忌いま々いましげに睨にらみつける。


「兵のほうは退かせました」


「役立たず共め、給料分の働きもせん兵士など不要だ！　貴様も貴様だ取り逃がしおって──!!」


　語気を荒あらく吐はき散らし、男はぎろりと鷹たかのような鋭するどい眼で横の青年を睨ねめまわした。


「申し訳ございませんシドウ元げん帥すい。一人になったところを私が、と思いましたが逃とう走そう用のステルス装備を姫ひめ様御おん自みずから破は壊かいしてD.S.T.に、ましてや縁えんある八劍家の者に確保されようとは予想外でした」


「ええいあの馬ば鹿か力ぢから娘むすめめ──どうするつもりだ!?」


　焦りを怒いかりで偽いつわるように、老ろう翁おうは声を荒らげた。


　叫びに動じることもなく、横に立つ男は何も問題はないと、悠ゆう揚ようたる様子で告げる。


「大だい丈じよう夫ぶです元帥、わたくしめに策はまだございます」


「……お前は計算高い男だ。そこが気に入っているし、同時にそこが気に入らない」


「ありがとうございます」


「兵は好きに使え。警備の増ぞう援えんだといえば、本国からいくらでも追加徴ちよう用ようできる」


「やりようはいくらでもあります。まずは姫君の奪だつ還かんから」


「……貴様のシナリオを信じよう。今までも、これからもな」


　ヴァルハラ軍元帥シドウ・リンドヴルム。軍拡派のリーダーとされる第二王位継けい承しよう権けんを持つ男は、憤ふん慨がいも溢あふれようかという視線を足元、そこに落ちている一枚の報告書に向けた。


　そこにあるのは一枚の写真とともにある少年のデータだ。


「八劍──あの家系はどこまでも私の邪じや魔まをしてくれる……!!」


　床ゆかにある一枚の紙を靴くつ裏うらで踏みにじり、シドウ・リンドヴルムは時が満ちるのを待つ。





　　　　◆





「不敬罪で極きよつ刑けいだな──」


　人の部屋のベッドを巨きよ体たいで占せん領りようし、悠ゆう々ゆうと横になった一色が言い放った。


「…………」


　姫也の寝しん室しつである男子寮の一室には人が大おお幅はばに増加していたが、部屋主であるはずの姫也はと言えば、容よう赦しやなく冷たい床に正座させられている。


　今姫也の部屋に、分隊の皆が殺さつ到とうしているのも何もかも、本当に分隊の皆に報告したトマスのせいである。


　部屋の中央で体を小さくするように正座した姫也の前には、


「黙だまっているだけでは判わからないということが判らないのかしら？」


　タン──タン──タン──。


　と不気味な間かん隔かくで、なぜかその手に持っているハンマーを弄もてあそんでいる夕が仁に王おう立ちしていた。いや、仁王がそこにいた。


　夕の顔には、まったく笑っていない笑えみが張り付いていた。


　最近わかったことがある。笑ってない笑顔は、怒おこっている顔よりよほど怖こわい。彼女の赤眼も今は妖あやしさ十割増し、彼女の残ざん虐ぎやく性せいを強めているようだった。


「ちっきしょおっ、いいよなあっ!!」


　この事態に陥おとしいれてくれたバカ、トマスはなにか漲みなぎってきたのか、姫也への恨み半分、羨うらやましさ半分といったソウルシャウトをかましていた。


「ま、まあ、落ち着いて皆みんな。姫ちゃんもそういう年とし頃ごろだし──」


　皆の殺気立ちようにアタフタしながら、いまいちフォローになっていないフォローを入れているヱーファであったが、その視線がちらりと後ろへと泳ぐ。


「姫也殺す殺すころすころすコロすコロすコロスコロスココロコロコ……」


　ヱーファの後ろでは甲かつ冑ちゆうと仲良く部屋の隅すみを陣じん取どり、体操座りしている一人と一領が、ゲシュタルト崩ほう壊かいさせかねない勢いでブツブツつぶやいていた。


　術式を組むでもなく、無む為いに出力された術素アトモスフイアが黒くろ紫むらさきの光となって発光し、ゼナイドの髪かみは呪のろいの人形のように、ざわざわと乱れ立っていた。


「いや、彼女と俺はそんな関係じゃ──」


　姫也の力ない弁明に、怨えん嗟さに燃えるトマスが反応した。


「噓うそつけ!!　せんせ──いっ、ひめやくんがうそついてま──すっ！　いつからそんな子になったのっ　母さん、あんたをそんな子に育てた覚えはないわ!!」


　黙れ母さん♂。


　そんなトマスの訴うつたえをげんなりしながら聞き流していると、眼前の夕が咳せき払ばらいして、


「よし、まず……あの娘こは一体どこの娘むすめなの……ご両親のお仕事は!?　家いえ柄がらは確かなの!?」


　皇様で家柄は一国のトップです。


「夕ちゃん、意識は確かかな!?」


「ああゴメン、ヱーファ。いけない、いけない落ち着け私。んで、えーと……そんな関係じゃないってならどんな関係なの？」


「姫と騎き士しよ」


「「!?」」


　一同が申し合わせたように驚おどろく様子を見せ、次の瞬間には一いつ斉せいに確かく認にんするように姫也の方を見たが、


「アイリス──!?」


　姫也すら驚いていた。


「あら、私今ひどく傷ついたわ。昔父様に誓ちかってくれたじゃない──六歳の頃」


「いつの話だ──!!」


　当の姫様は椅い子すに座って、さも自分は当事者でないかのようにくるくると回っている。アイリスは慌あわてふためく姫也の様子にため息一つ、皆の顔が見える位置に来たところで停止すると、居住まいを正す。


「バレてしまったものは仕方ないし、姫也、協力してもらいましょう」


　え、と口を開いた姫也もお構いなしに、アイリスは軽く挨あい拶さつするように片手を挙げると、


「私はアイリス・リンドヴルム。ヴァルハラの皇女にして第一王位継承者よ。少しの間よろしく」


「「──えぇ!?」」


　姫也は焦あせった様子でアイリスに顔を近づけると、やはり焦りを帯びた小声で、


「（待てっ、本部の方に──）」


「（行く間に、何かあったらどうするの？　少なくともさっきの奴やつらの足取りもD.S.T.ではつかめてないんでしょう？　いるかいないかだけでも確認してからで遅おそくはないと思うわ）」


　ぐぬう、と唸うなる姫也。


「「どういうわけだよ!?」」


「そ、そういうわけだそうだ……」


　正座している姫也の所に皆が一同に詰つめ寄る。


　トマスは、本当のお姫さまだなんてっ、などと一人騒さわいでいた。が、夕が後ろ手で何か放ったことで、鈍にぶい音ともに声が途と絶だえる。


「ええいっ、事情は説明できん！　だが、少しの間彼女はこっちで過ごす。まあ、留学生が来たとでも思って適当に歓かん迎げいしてやってくれ」


　一色は動どう揺ようした様子もさほどなく頭を搔かきながら、やっかいな、と言うだけで、立ち上がった。実はこの万年寝ね太た郎ろうが、一番達観しているのかもしれない。


「お前がそう言うのなら事情は聞かない。貸しだ、必ず返せ。ところで──だ……」


　思い出したように、一色は姫也とアイリスを見比べて、


「こっちで過ごす、は別に構わんが──」


　皆の視線を集め、そして続く言葉を紡つむいだ。


「──皇女殿でん下かをどこに泊とめておくつもりだ？」


　それに対して動いたのは姫也ではなくアイリスだった。恐おそる恐る、と言った感じで、どこか上ずった声で、


「と、とりあえずは姫也の部屋に泊とまろっかなーなんて……？」


「「絶対にダメ──!!」」


　ゼナイドを筆頭に夕とヱーファも止めに入る。


　だが、いや、と神しん妙みような面おも持もちで姫也がさらにそれを制した。


「──アイリスはうちに泊める」


「「うわっ、大だい胆たん！」」


　夕とヱーファが言う横で、ゼナイドが眉まゆを顰ひそめて、


「大丈夫、私も部屋に残る……一つ屋根の下なんてさせない」


「ゼーちゃん怖いよ。あ、ゴメン、殺意の視線は姫ちゃんに向けてていいから、そんな目でこっち見ないで！」


　ヱーファはあっさり姫也を切り捨てた。


　そんな二人をよそに、演戯ぶったトマスと半眼の一色が、


「お聞きになって奥さん？　八劍さんトコの姫也くん、女の子と同どう棲せいですって～」


「ええ、奥さん。最近の子供なんてもー獣けものみたいねー。恐こわいわねー」


　そこで夕がトマスを指差して、


「まずは部屋に盗とう聴ちよう器きを……トマスどうせ持っているでしょ？」


「オイ、夕!!　なにその俺の立ち位置どういう風に見てんだよ！」


「猥わい褻せつ物ぶつ」


「ぐおおおお……俺のアイデンティティにクリティカルヒット……」


　うんざりと溜ため息いき一つ、今度は姫也が一人一人の顔を見るように見まわす。


「スマンが彼女の身の回りを頼みたい、出来るだけ隠おん密みつに。睡すい眠みん時じは俺の部屋だ。これも少し事情があるから、ということにしておいてくれ。別に変な気は起きんから安心しろ」


　言っているときにアイリスがなぜかムッとしたが、それは当然のことだ。


「わかった姫也がそうまで言うなら、信用するわよ──不純異性交遊ってD.S.T.で取り締しまれたっけ？」


　信用しているのか、していないのか夕がそんなこと言いながら仕方ないと言うように肩かたを落とした。


「ま、俺も別にいいけどな──ただし姫也の幸せは許さねえ……!!」


「不ふ埒らちな淫いん行こう三ざん昧まいなど許さない……!!」


　トマスとゼナイドが二者二様に何か言っているが、気にしたら負けだろう。


　無視して、姫也は思い出すように言った。


「すまんが、先にアイリスを風ふ呂ろにでも頼む。さっき頭から水被かぶってな。男子寮りようの風呂に入れるわけにもいかないし……」


「あー了りよう解かい了解。幸い今の時間帯なら大だい丈じよう夫ぶでしょうよ」


　夕とそんなやり取りをしながら、姫也は思う。


　変な気が起きない、否いな、起こすわけにはいかないのだ。


　もしもだ。俺の中のなにか煩ぼん悩のうゲージがマックスに達してビーストモードに突とつ入にゆう、アイリスに対し手でも出そうものなら──なにか大切なものを失うことになる。命とか。


　喧けん々けん囂ごう々ごうと文句を言うゼナイドとトマスを、一色が物言わぬままボディブローで、トマスを物言わぬようにして担かつぎ上げ、ヱーファと夕が床に座り込んだまま帰ろうとしないゼナイドの腕うでを左右からロックして、部屋を後にし、機械人形が続く。


「んじゃ、お風呂行こっか」


　夕が戸と惑まどうアイリスの手を引いて、廊ろう下かへと先導する。


「あっ、えっ、ちょっと──」


「部活組が帰って来る前に行こうかー。姫也の昔話なんかも聞きたいしね」


　部屋に残ろうとするゼナイドをヱーファが連行。


「バイバイ姫也……また後で……」


「じゃー姫ちゃん、また後で食堂集合ね？」


　騒そう々ぞうしく去っていく女子を見ながら、やはりここに連れてくるべきではなかったのでは、とありがたさと同時、姫也は今日何度目かの後こう悔かいの念に苛さいなまれた。





　　　　◆





　　　　〈pm17:32　京学園高等部・学生寮〉


　京学園、学生寮。学園敷しき地ち内に存在する男女それぞれの学生寮たる二つの建物は、独立してはいるが立地的にはそう大した距きよ離りも無い。


　基本的に自由な校風だが、夜21時以降の互たがいの寮への行き来だけは禁止されている。


　規則として存在はしても、主に男子側に侵しん入にゆうを試みる者が後を絶たなかったため、学園側は女子寮の寮監室に恐らく人類史上最強であろう女教師を寮監として入れた。


　その教師は今いま頃ごろ、学長に呼び出されて校舎の破損についてお叱しかりを受けているだろう。


　学園の皆が恐れる最強の鬼き子し母も神じんが構えているため、寮の規則は二年・三年にとっては絶対順守の鋼鉄の掟おきてであり、新寮生が掟を破っての脱だつ出しゆつ→失敗→超ちよう懲ちよう罰ばつ、という一連の流れが一種の歓迎の儀ぎと化していた。


　今、その二つの違ちがう場所では同じような質問が飛び交かっていた。








　男女、両学生寮の一階には学生の胃い袋ぶくろを支える食堂が備わっている。


　その男子寮側、日も落ちきっていないやや早めの時間ではあるが、姫也たちは夕食を摂とっていた。複数人がけの長机がフロアの広さに合わせるように大小いくつも並んでいる。そのうちの一つ、グラウンド側を一望できるテラスに面した場所に姫也たちの姿があった。


「で、お前ら幼おさな馴な染じみなんだろ？　いつから一いつ緒しよなんだよ？」


　学食のトレイを片手にやって来た隊長が、姫也に不意の質問を投げかけた。


「八劍の先代、俺の母親がヴァルハラで軍の武術指南役をしていた時期があってな。その関係で俺生まれはヴァルハラな帰国子女なんだよ」


　隊長は姫也の対面に腰こし掛かけると、


「ああ……女っ気のなかったうちの分隊にもつい彼女持ちが……木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく発はつしろ」


「悲しいからそう言う事実は言うんじゃない。あと彼女ではない」


　口に運ぼうとしていた焼き魚の身を摘つまんだ箸はしを止め、姫也は先の質問を少し考え、


「幼馴染ってか？」


「そうだよ。いつから一緒なんて覚えてないほどのな」


「あ──なんか熱くなってきたなあ。ここからスーパーノロケタイムですかコノヤロウ」


　こいつは本当にと呆あきれ半分に姫也は箸を進めた。


「──正直、覚えていないんだよ。確かく認にんしたことはないが、俺の母親が移動したときから皇宮の指南役だったことを鑑かんがみれば、ヘタしたら……赤あかん坊ぼう？」


「ほう……かなり長いんだな」


　一色もなにか興味を持ったのかカツカレー（超ちよう盛り）を咀そ嚼しやくしつつ言葉を挟はさんできた。


「めずらしいな一色、お前がこんな話に興味持つなんて」


　一色は嚥えん下かしながら頷うなずきをよこし、


「ああ、ゆするのに、いいネタでもうっかり落とさないかと思ってな」


　前言撤てつ回かい、こいつら一ひと括くくりで本当に最悪である。


「そうだな。もう長い関係だ──……」


　思い出すように姫也が見つめるのは、箸を握にぎる自分の右みぎ腕うで。そこにまっすぐに走る裂れつ傷しようの跡あとだ。傷は深く、関節の動きにあわせて何度も何度も再生と破は壊かいを繰くり返してきたことで、明らかな切り傷として今も残ってしまっている。


　生活において支障こそないが、傷が開かないかと心配になることはある。


　だがそれでいい。箸ごと拳こぶしを握りこめば、張った皮ひ膚ふにより傷が引っ張られ、肌はだに痛みを得る。この痛みは、忘れてはならない。


「──いいなあ、段々妬ねたましくなってきたぞ」


　浸ひたりそうになったところで隊長の声にはっとして、


「マッハで沸ふつ騰とうしてくれるなよ……」


　呆れ視線をそれぞれに送りつつ、自分も箸を進める。


「その傷と、なんか関係あんのか？」


　いつの間にか顔をこちらに向け、たしかに見ていた一色の言葉に、姫也の表情が今度こそ曇くもった。


　自然わずかに自じ嘲ちようするように、どう答えていいのかわからないと、そんなごまかしの意を含ふくんだ笑えみを浮うかべていた。感傷が口をついて出た。


「──ある」


　息苦しさを飲み込むように、姫也は言った。


「この傷は昔──俺がアイツを傷つけたときについたものだ」





　　　　◆





　女子寮の大浴場──その脱だつ衣い場にアイリスはいた。


　広い、と脱衣所に入ったときに得た感想はちょっとした感動だ。皇族だから、というのもあるが、欧おう州しゆうに起源を持つヴァルハラにおいて大衆浴場というものにあまり縁えんがなく、他人と同じ湯に浸つかる、という経験はあまりないものだった。


　自宅のものとはまた違った脱衣所の華はなやかな香かおりに慣れぬせいか、すんと小さく確かめるように匂においを嗅かいでしまう。


　衣服を収める籠かごを有する棚たな。それを前にして、どうしたものかとややたじろぎ気味のこちらをよそに、夕、と呼ばれていた少女は次々と身に纏まとうものを脱ぬいでいく。


「で──二人はどうなの？　付き合い長いの？」


「おお……」


「ん、どったの？」


　デカイ。どこがとは言わない。一体どうして言えようか、いや言えるわけがない。


　スタイルいいなあ、やっぱパワーキャラっぽいし運動部系かなあ、などと羨せん望ぼうをこっそり抱いだきながら、アイリスはやや頰ほおを赤らめ、先の質問に答えた。


「──最初に出会ったのは皇宮、なのかなあ……。姫也のお母さんがヴァルハラに来たときには姫也はもうお腹のなかにいたはずだから」


「へ──じゃあ幼なじみってヤツなんだ。ヱーファなーに隠かくしてんの」


　夕はヱーファが身を隠すために巻いていたバスタオルに手をかけ、


「だ、だってアイリスちゃんとは初めてだし……ひゃっ！」


　強引に剝はぎとった。宙に舞まうタオルとそれを慌あわてて確保しにかかるヱーファを見て、ああ、彼女は常人だなあ、などとやはり心の中だけでこっそり頷く。


「さてアイリス、でいいわよね？　ああゴメンネ。やっぱホラ風ふ呂ろ場ばだしね。裸はだかの王様に威い厳げんがないというか──うん、無礼講無礼講!!」


　矛ほこ先さきが容よう赦しやなくこっちに来た。


「いや、その……自分で脱ぐから、うん、今下着つけてないからすぐ脱げるし！」


「ノ、ノーパン……だと……!?」


　奥のゼナイドが恐おそろしいものを見るようにこちらを見てきた。


「下はつけているわよ!!」


「あー水に濡ぬれたんだっけーふふふ。上はまだしも、さすがに下はつけてないと気持ち悪いもんねー。でも上着けてないのかあ。じゃあ脱がしやすいよね」


　上から下まで。とても嬉うれしそうに狂きよう人じんめいた笑みで夕はこちらの身を眺ながめ回すと、


「うりゃ──!!」


　瞬しゆん時じという動きで以もつて振ふり込まれた、アッパーのような夕の腕の振りが、アイリスからジャージとさらにその下のシャツまでもを強引に奪うばい取った。


「へ──ええ!?」


　痛みもなく脱がされたという事実に遅おくれ叫さけびが室内に満ちた、服に釣つられて引くように頭の上へと腕が上げられ、バンザイ状態の今、アイリスの体は腰こしより上が露あらわの一文字になる。


「おぉ──」


　慌てて腕で胸を隠すが、すでに遅おそい。


　身体的な起き伏ふくこそ豊満とまではいかないものの、白い肌のきめ細かさに、夕、ヱーファ、ゼナイドは感かん嘆たんを漏もらした。


　そして彼女たちは気付いた。


「それ──」


　三人の視線が集まるのは、裸ら身しんのアイリスの胸むな元もと。


　透すき通るような汚けがれない肌の上、一か所だけに違う色があった。


　やや斜ななめに真っ直すぐに走るのは鋭えい利りな裂傷の痕あと。ちょうどへそ辺りから、左胸の丘きゆう陵りようをなぞるように、直線の傷きず跡あとがあった。


　見られちゃったなあ。


　慣れている。


　大きな傷跡を見せられ、すくなくとも喜き悦えつの感情を動かすようなのは、まともな人間ではない。まともな人間ならば、不足のある相手を前にして、こういうとき憐れん憫びんの情が働いてしまうのが普ふ通つうだろう。


「……まあ少人数になら、あんまり注目されてもってちょっと悩なやんだって言うか」


　はははとアイリスが無理に笑ってみせると、三人は意図を理解して、


「ゴメン、ムリに誘さそって……」


　夕が目め尻じりを下げて、謝るのに対し、アイリスは慌てて否定した。


「ううん、傷自体はだいぶ昔のだからもう大だい丈じよう夫ぶ。それに、もう慣れたし……」


「そっか、でもやっぱゴメンね。言っておかないと気が済まないから」


「でもその傷って──」


　ヱーファが言おうとした言葉の途と中ちゆうからを、ゼナイドが代弁した。


「傷……姫也の右腕の傷と似てる」


　ゼナイドの言葉に、やはりアイリスは困ったように笑う。





　　　　◆





　男子寮りようの学食の一角には重苦しい空気が立ち込めていた。


「言いたくないなら言わなくていい。なにもおなじ部隊だからって全部が全部話し尽つくす必要はねえ」


　トマスは珍めずらしく、冷静な感情を伏ふせた声で言った。


　トマスの言葉に、一色が体ごとこちらを向き、深々と頭を下げた。


「すまん。立ち入り過ぎたな」


「いや構わない。ちょっと口をついて出ただけだ……気にするな」


「ハイ、この話題はここまで！　ハイここから十代のスーパー恋こいバナタ──イム!!　女子いないけど！　んで、どんな感じだったんだ？　あの娘こは──」


　アップダウン激しいなコイツといろんな意味で感心を得つつ、姫也は言った。


「──泣き虫だったな。ことある毎ごとに泣いていたな。飯のおかわりいるヤツ」


　トマスと一色がそれぞれ手を上げ、


「しかし、お姫様と馴な染じみ深いとか……ちくしょう段々、妬ましくなってきたぞこの野や郎ろう。おかわり」


「マッハで沸騰してくれるなよ」


　テーブルに置かれた大型の炊すい飯はんジャーから、差し出す茶ちや碗わんにご飯をよそってやる。


「今日のご飯はうまいな。おかわり」


　黙もく々もくと熊くまのように咀そ嚼しやくしている一色も同じくカレーの残る大皿を突つき出す。


「んで、好きなのか？」


「は？」


　それは唐とう突とつな問いだった。隊長はひどくいやらしい笑みを姫也に向け、核かく心しんでもある質問を繰り出した。


　どう答えたものだろうかと、姫也はすこし悩んだが、ごまかすことをせずまっすぐに答えることにした。


「好きだぞ」


「「は？」」


　今こそトマスと一色の二人は意外そうな顔をして呆ほうけた顔で姫也を見た。一色もが口に運ぶスプーンを今まさに口に入れる瞬間に停止している。


「どうした？」


　そんな二人の様子にも意を介かいさない様子で、姫也は急きゆう須すから湯のみへと茶を注ぐ。透き通るような色の茶に満足したのか、うんと頷き、二人に配っていく。


「い、いや」


「意外だな。お前がそういう返答をしてくるとは……」


　少し戸と惑まどったような状態の隊長の意思を、珍しく一色が代弁した。


「ああ、そういうことか──幼おさな馴な染じみだ。当たり前だろう」


「「……つまんねえ」」


　今こそ二人は揃そろって半目を姫也に向ける。





　　　　◆





「姫也がみんなに話してないことって、けっこうあると思うんだけど……」


　脱衣所から浴場へと場所を移したアイリスたちは、話を続けていた。


　浴よく槽そうに身を浸ひたすのはアイリスとゼナイド。二人に背を向ける状態で片側一面鏡となった洗い場で夕がヱーファの髪かみを洗っていた。


「姫也、戦う時って素す手での格かく闘とう戦のみ？」
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　アイリスが放った質問に、背を向けていたヱーファが首だけを回して、後ろを見る。


「あ──そだね。すくなくとも入学時からはずっとそうだよ。今日こそ話したけど、姫ちゃん開発部のほうに装備の申しん請せいもしてくれないし」


「うちの開発部だいたい揃えてくれるのにね。前ふざけて大陸弾だん道どう弾だんとかトマスが申請しようとした時、ヱーファ本当に揃えようとしたしね……」


「あれは超ちよう絶ぜつ安いルートがあったんだよ。隊長にローン組ませて買わせる予定だったけど」


　頭を夕に洗ってもらいながら、気分よさそうに言う。


　ああ、ここの人たちがいろいろ凄すごいのは校風か。


　そんなことを思っていると、横のゼナイドが質問を投げかけた。


「……昔はなにか使っていた？」


「別に武器を、ってわけじゃないんだけど」


　手を振り、慌てて答えると、アイリスは傷を隠すように身を浅く抱き、


「そっか……まだ駄だ目めなんだ」


　指先で傷跡をなぞり、小さく、誰だれにも聞こえぬ声でつぶやいた。


　ヱーファが髪を夕にまかせたまま手を高々と挙げると、


「ハーイ、姫ちゃんの恥はずかしい過去とか、ネタになりそうな過去とか、ゆすれそうな過去とかないの？」


「なんでそっち系ばかりなのかは、もう敢あえて追つい及きゆうしないことにするけど、姫也は──そんなにないかも」


　アイリスは苦く笑しよう交じりに思い出すように天てん井じようを見上げた。


「何だかんだであまり弱みを見せようとしないから。うーん……ああ、昔は結構女の子の格好をさせていたかな。姫也兄弟いないし、二人で遊ぶことが多かったしね」


「今でも可愛かわいい……ぜったい可愛い！」


　なぜかゼナイドがガッツポーズして、勢い良く湯船から立ち上がる。流石さすがの機械甲かつ冑ちゆうも風ふ呂ろの中まで連れて入る気はないようで、今は脱だつ衣い所の壁かべに背を預けて体操座りをさせているはずだ。ゼナイドの動きに合わせて、浴場の入り口、曇くもりガラスの向こうで何かが立ち上がったようだが。


　そのままゼナイドは身を湯に沈しずめ、ややためらうように言った。


「……恋こい仲なか？」


「そ、そそんなわけないじゃないっ……幼馴染よ……ただの……ただの……」


　アイリスは湯船から真っ赤になって立ち上がり焦あせった様子で叫び、最後は力が抜ぬけていくように湯船に座り込んでいった。


「あはははっ、言って傷付くなら言わなきゃいいのに、青春だねー」


　言いつつ、夕がヱーファの頭をわしゃわしゃと洗っていく。


「あーうーシヤンプーが目にぃー」


　ヱーファの訴うつたえも聞かず、続けざまに夕が言う。


「んじゃあ──好き？」


「なっ──……」


　女子特有の好こう奇きの視線が集まるのを感じ、アイリスは一いつ瞬しゆんたじろいだが、咳せき払ばらい一つで平静を装よそおって、


「少なくとも、大切な存在よ。昔も……、今も……」


　鼻まで湯船に沈め、ぶくぶくと息を噴ふき出すアイリス。


　夕はもはやヱーファに半ば抱だきつく姿勢で、


「ハハハ照れるな少女!!　青春青春、結構けっこう！　かわいいねー!!」


「ゆ、夕ちゃん。もういいってぱ、それにオヤジ臭くさいよー」


「くっ──なんという強敵……」


　姦かしましい笑い声で浴場を満たしつつ、時刻は夜へと差し掛かかる。





　　　　◆





　そうして三〇分ほど、食堂でだべっていた姫也たちにアイリスたちが合流する。


「お、女性陣じんも来たか」


　トマスの声に姫也が振ふり向けば、皆その格好は学校指定のジャージだ。風呂上がりの色気も何もあったものではないが、寝ね間ま着き姿で校内をうろつくわけにもいくまい。


　アイリスだけはその手に袋ふくろを持っている。何かしらの日用品でも持たされたのだろう。


　彼女らは姫也たちが座るテーブルまで来ると、


「「ふーん」」


　夕とヱーフアは尻しり上あがり、ゼナイドだけ尻下がりだ。二人はニヤニヤ、一人はジト眼め。


「何だ……。アイリス、怒おこらないから言ってみろ。なにを言った」


　反応そのままにアイリスの方を見れば、なぜか眼を逸そらされた。


　風呂に入っていたからだろうか。熱を持った頰ほおが若じやつ干かん赤い。


「ホーラ、アイリス～♪」


　なにか多分に含ふくみのある笑いをアイリスにしながら、夕はひどく楽しそうであった。


「夕っ、いらないことは言わなくていいからっ!!」


「まだなにも言ってないよー」


　アイリスの肩かたから腕うでを回し、夕は抱き付きしなだれかかる。


　何があったかは解わからないが、


「まあ、仲良くなれたようでなによりだ」


「「姫也おかわり」」


「お前らまだ喰くうのかよ！」


　夕食も終しゆう了りようし、夕とヱーファはしぶるゼナイドをひきずって女子寮りようへ引き返して行った。姫也たちもアイリスを隠かくしながら自室に戻もどる。


「信しん頼らいされているし、しているようで安心したわ」


　部屋に戻って開口一番アイリスは姫也に向かって言った。


「あのやり取りのどこを見たらそういう結論に達するんだ？」


「あのやり取りを見ればわかるわよ。いい仲間ね？」


「……否定はしない」


「素す直なおじゃないんだから」


　呆あきれるようなため息と共にアイリスは笑えむのだった。


　いつもどおりの、しかしいつもとは違ちがう京学園の夜は一層更ふけていく。












　第四章．　強引な離り別べつ




　断片を束ねたような、断続的な映像であった。


　どちらが言い出したのかなど、もう覚えていない。自分だったかもしれないし、あるいは彼女だったかもしれない。それほどまでに、あまりにも当たり前で、日常過ぎて、いつもどおりで、しかしあれ以来失ってしまった最後の日だ。


　一人の少年と一人の少女の姿は、土に囲まれた洞どう窟くつの中にあった。


（探検と称しようして──ヴァルハラの地下──地中部分の坑こう道どうに入ったんだったな）


　今思えば、どこまでも無む謀ぼうなことだ。元来あった大地ではなく、塊かたまりとして形合わせたヴァルハラの大地は、表層部分はまだしも内部構造、特に合わせの部分は術式で繫つなぎ留とめているものの、あまりにも脆もろい。


　昨日の夢とは違う。まだ笑っている二人の姿がそこにあった。


　注意を勧かん告こくする看板も、目には入っていなかった。


　そして、その時が来る。


　落石。坑道の天井から崩くずれた岩がん塊かいは、容よう赦しやなく、少女を襲おそった。


　そこでとっさに使った自らの力。


　走った力は岩を容易に割り砕くだき──。


『────ッ』


　そのままその下にいる彼女へと走った。


　瞬しゆん間かん的に彼女を守ろうと右みぎ腕うでを無理やりに差し伸のべた。


　全身の血液が凍こおりついたようであった。


　制止の意志は間に合わず、伸ばした手は彼女に触ふれることすら許されない。


　突つき出した自分の右腕ごと、止まらぬ力が走った。


　目を閉じようとも、耳を塞ふさごうとしても、記き憶おくの再生は止まらない。


「──……」


　一瞬、その間を以もつて、


「────!!!」


　少年の絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。





　　　　◆





「ッ──……」


『──日、土曜日、本日の天気は晴れ後──』


　鮮せん明めいになって行く視界を支配するのは、いつも通りの白い天井。


「今度は、そっちかよ……」


　息荒あらく目覚めた姫ひめ也やは深く息を吸い込み、吐はき出した空気を取り戻すように心音を落ち着けていく。そのまま顔を横へと倒たおせば、音源はテレビであり、休日の昼前に放送されている地域密着ご当地番組の天気予報だ。


『ハイ、では明日あしたの放送は竜りゆう国こくヴァルハラとの交流式典が開かい催さいされる──』


　自分がテレビを点つけっぱなしにすることなどない。そもそも点けること自体あまりないのだが。首を傾かしげつつも、音源を断つために身を起こそうと手をついた。


　声の先はついた掌てのひらの方、自分の掌が得る感かん触しよくに違い和わ感かんを覚える。


　布ふ団とんではない、柔やわらかな感触。


　見る。手に収まるほどの膨ふくらみを自分の掌がナイスホールドしているのを。


「──んう……」


「──!?」


　慌あわてて手を離はなす。


　なぜかアイリスが横で静かに寝ね息いきを立てていた。


　昨夜は自分が床ゆかで寝ると言ったが、それでは姫也に悪いと言って議論の末にアイリスが床に布団を敷しいて寝ることになった──はずだったのだが。


　壁かべ際ぎわに面したベッドだというのに、どうやってこちら側に……わざわざ俺を乗り越こえて入ったのか？　なんだこのラブコメは？　そういうのは俺の管かん轄かつじゃないだろうが。


　昨夜はいろいろあったことによる疲つかれもあったのか、早々に寝入ってしまったのだが、


「いつの間に……」


　見せる表情は無む垢くな寝顔。小動物のように丸くなって寝ている。


　その身を包むのは相変わらず自分のジャージだ。そのまま視線は彼女の体をなぞるように下へと行く。ぶかぶかのジャージの前部を縦割りにするジッパーは、腹ほどまで開かれていて、先ほどからよじるように動くと、透すき通る白い素す肌はだの形の良いへそが垣かい間ま見える。


　そして、姫也は嫌いやでも見てしまう。


　腹部から胸むな元もとまで一直線に、まざまざと傷きず跡あとが残っているのを。昨日、傷のほんの一部を見たときも、残っているのだと再認にん識しきしたが、ここまでしっかり残っているとは。


　傷へと、手を伸ばしかけ、だがそれ以上先、もう数センチで触れるというところで、自分の手は、縫ぬい付けられたかのように動かなくなる。


「……俺は」


　傷。自分がつけた傷。これについて触れたとき、彼女はなんというだろうか。


　いつまでも情けないと叱しかり飛ばしてくれるだろう。


　気にするな、とそう笑って叱しつ咤たしてくれるだろう。


　──希望的観測だ。


　自分のなかに湧わき上がる予想される言葉は、どれも辛しん辣らつなものではない。自分にとって都合のいい言葉に過ぎない。


　俺はどうしたい。許して欲しいのか。


　違う。傷つけたという事実、その根幹となったのは自分の力──自分自身だ。


　事故とは言え、彼女を助けるためとは言え、自分の力がアイリスを、ヴァルハラの第一王位継けい承しよう権けんを持つ姫を傷つけたことは、逃のがれようもない事実であった。


　噂うわさというのは、どこからともなく流れ出し、どこからともなく広まるものだ。


　学校では正面切って、苛いじめられることはなかった。ただ誰だれもが、掛かける言葉も見つけられず、自分もまたその空気を打開する術を知らずにいた。


　波は紋もんはそこで終わりはしなかった。


　もとより軍部の長であるシドウ・リンドヴルムと、武術指南役という側近として皇に仕える姫也の母は折り合いが悪かった。


　そして、息子むすこすらまともに鍛きたえられぬ者にどうして指南役の任が務まろうかと、この事件を機に母は任を解かれることとなったのだ。


　幼い俺は泣いて、謝って、ただ許しを乞こうて。しかし母は、


『いいの。もしもあんたがそこでアイリスを護まもろうとしなかったら、そのまま彼女を失っていたら、その時こそ私はあんたにどんな言葉をぶつけてやればいいのかわからなかった』


『母さん……』


『力は自じ戒かいなさい』


『でも──』


『どうすれば、とか、いつまで、とかは私に聞くな。それは自分自身で決めなさい。考えて考えて悩なやみ苦しんで、その上でなら術は私が教えてあげる』


『────』


『姫也。私たちの力は本来、護るためのものじゃない。暴力よ。だからこそ、その力で誰かを護りたいのなら、荒あれ狂くるう力を抑おさえるだけの力と意思を持ちなさい』


『力と──意思──』


『それと──、ふたりとも無事でよかった』


　そして自らを戒いましめるために母の実家のある日本、京みやこ学がく園えんへと入学して──今に至る。


「逃にげているようだな……いや、逃げてばかりだ……」


　八や劍つるぎ姫也がアイリスを傷つけたことを、許して欲しいのではない。


　大切な相手にまで傷を負わせる自分を、そんな自分でさえ、嫌きらいになってほしくないのか？　それをはっきりと告げられ、相手に拒きよ絶ぜつされるのが怖こわかったのか？


　痛い目を見ることになるぐらいなら逃げる。


　本当の痛み、自分の力、どちらとも向き合おうとはしないまま、五年という月日が経過してしまったのだ。


「やっぱり情けないのは確定だな俺は。本当に、情けない……」


　自分の心を整理し、あらためて姫也は現状を見つめた。


　このままでは埒らちが明かない、そう思い、とりあえず起こそうと肩かたに手を掛け、揺ゆさぶる。


「おい……おーいアイリスさーん？」


「ん、んぅ……えヘヘヘヘ」


　ニヤついて、不ふ機き嫌げんになり、身をよじり、また自分の体を浅く抱だき直す。皇族としての品格もなにも綺き麗れいさっぱり崩れ去っているが、これはこれで可愛かわいらしいものがある。


　寝ているときは、昔からこんな感じだったろうか。


　こちらが手を離すとまた動かなくなり落ち着いたように寝息を立て始めた。


「疲れていたのか……仕方ない」


　どちらにしても、そう何日もここに居させるわけにもいかない。


　今日は行動に移さなければならない。


　彼女を本来の目的地、D.S.T.の日本統とう括かつ本部へと連れて行く。


　そう、起きたらまたアイリスは忙いそがしくなる。


「ならばもう少し寝かせておいてやるか……だが──」


　どちらにしてもこのまま同じベッドの上に居続けるのは、状じよう況きようとして色々とまずいだろう。そう結論付け、着き替がえようと姫也はベッドの縁ふちに腰こし掛かけた。


　そうとも、もしもこの状況を──、


「突とつ撃げきお宅の朝ご飯。提供は、皆みなさんの妄ゆ想めを実現するD.S.T.開発部。ゼナイド・ムトニエ・ド・ロードが、お送りし──」


　そう、もしもこの状況をゼナイドたちに見られなどしてしまった時にはたまったものではな──短い人生でした。


　見事なまでにデジャヴな状況を作り出した姫也は、うなだれて涙なみだでシーツを濡ぬらしていた。入りロに立つゼナイドは、フリーズ→ジト眼め→背後に般はん若にや召しよう喚かんの三段階変化を遂とげる。


「第六天てん魔ま王おうそれは我也なり！　極きよつ刑けい確定……神に祈いのれ」


「待てゼナイド、キャラが変わっている！　それにお前が思っているようなことは決してなか──!!」





　　　　◆





　アイリスが目を覚ましたのは姫也の起き床しようから数分後。彼女の目覚めは、決して良いとは言えないものだった。寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながら、体を起こした彼女が見たのは、もはやここではこれが日常なのかと、そうまで思えてしまう異様な光景であった。


「────」


　いかん頭がついてこない。


　昨日のことは覚えている。自分で床に寝ると言ったはいいが、余寒の残る春先、まだ夜は少々肌はだ寒ざむく、そう、まあいいやと思考を放ほう棄きした脳は温もりを欲した身体からだを姫也の布団に向かわせ──その先の記き憶おくはない。


「──……？」


　若じやつ干かんの間を置き、首を傾げるが、状況の理解が出来ない。


　室内、床には寝そべった姫也と、崩くずした正座のゼナイドと、やはり崩した正座、というよりも鎮ちん座ざした機械人形の姿があった。


　姫也は文字通りボコボコにされ、なぜかムッとしたゼナイドに有う無むを言わせぬ状態で、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつするのではというほどに頭部を押さえ付けられ、強制膝ひざ枕まくらしてもらっている。


　みしみしと軋きしむ音を立てているのは姫也の頭蓋骨ではなく、床だと信じたい。


　二人はこちらに挨あい拶さつとして片手を挙げると、


「心配していたから、夕ゆうとヱーファの監かん視しを振ふりきって見に来て見れば……おはよう、アイリス……侮あなどれない子」


「お、おはようアイリス、そして──お休、み……」


　言い切ると同時に、姫也がグフッと言う吐と血けつつきで落ちた。


「えーと……何と言うか……貴方あなたたちは途と中ちゆうからだと本当に状況理解に苦しむわね」


「フフフそれはこっちのセリフ……昨晩は一体なにをしていたの？　昨夜はお楽しみでしたね？」


　声こそいつも通りだが、ゼナイド本人には異様な気き迫はくのようなものを感じる。


「って私なんで──ひゃあっ!!」


　自分の際きわどい格好に、ようやく気付いたアイリスは焦あせりに焦って飛び起きた。





　　　　◆





　姫也に招しよう集しゆうされ、朝から再び部屋に集まった皆みなをトマスが見回して、


「一ひと色いろは？」


「あいつは、今日は任務だよ。今いま頃ごろ、市街巡じゆん回かい中だ」


　なぜか朝から疲れた様子の姫也にそうか、と頷うなずきつつトマスは皆を見まわし、やや真しん剣けんな面おも持もちで、


「本日、『ドキッ☆不ふ審しん物ぶつだらけの抜ぬき打ちチェック大会[image: ]』が行われるとタレコミがあった」


　ふざけた口調で、ふざけた発言をするのだった。


　京学園の学生寮りようは、別に家庭用ゲーム機といった類たぐいの私物の持ち込みは禁止していない。そういったものは一いつ般ぱん家庭の生徒ならば、極ごく々ごく普ふ通つうに持っているものだからだ。


　しかし、学内にある学生寮であるという建前として、タバコや酒といった学生の本分と逸いつ脱だつしたものがないか、寮監によって抜き打ちチェックが入る。それも本人の在・不在完全度外視という鬼おにルールで徹てつ底てい的てきに。


「いや、今日はアイリスを連れて行かねばならない所がある。逆にちょうどいいかもしれない」


　言って、姫也がアイリスを見れば、アイリスは顔を曇くもらせながら頷いた。


「……だけどそのままの格好で行くの？」


　皆の視線を一身に受け、アイリスは心底申し訳なさそうにうなだれた。


「ごめんなさい。さすがに普通にこのままの姿で出歩くのは、ちょっと抵てい抗こうあるわね……」


　隊長が思いついたように言う。


「例のあれはどうよ。愛の逃とう避ひ行こうのために着てきたっていうステルス装備のマント。使えねーのか？」


「あれで隠かくれて出る、か……ヱーファどうだ？」


　部屋の床ゆかに座り込み、ステルス装備の外がい套とうの状態をチェックしているヱーファに聞くものの彼女の表情は、素す直なおに難しいとそういったものだった。


「うーん……私も組み上げるのは可能なんだけどなー、聞く限り昨日アデ先生にバレたのも、アイちゃんの出力強すぎて、術式壊こわしちゃったからでしょう？　取り繕つくろったもの作っても、アデ先生なにかと敏さといから見つけてくるよ？」


「姫也──」


　不意の声は、アイリスによるものであった。


「──本来の目的地に行く前に、行きたい場所があるの」


　彼女は乞こうように姫也を見て、言った。


「だが、そこまでの暇ひまも、俺一人でお前を守るのも──」


　向こうの出方がわからない以上、と言おうとして、詳くわしい事情を知らない皆がいることを思い出し、言葉を止めた。


　と、そこで夕が声を上げた。


「要するに外に出ても、アイリスがバレなきゃおっけー、ボディーガードもいればいいわけでしょ？」


　なにか含ふくみのある笑いを浮うかべて、夕がちょいちょいと皆を指で手引きする。


　姫也とアイリスを外した残りのメンバーが顔を突つき詰つめて、


「だからさ、ゼナの服貸してあげれば──」


「……夕、それは許きよ諾だくしかねる……」


「ゼナイドッわがまま言わないのこの子は！　いつからそんな子になったの!?」


「隊長、昨日からどうしたの？　最近はカーチャンキャラが隊長のなかで来てるの？」


　ゼナイド以外の三人が一様に、よしよしと頷くやいなや、夕とヱーファがアイリスを捕つかまえ、部屋を出て行く。


「さー、行くわよアイリス」


「え？　え？　どこに？」


「お着き替がえ、お着替えー♪」


「……仕方ない」


　納なつ得とくがいかないと言うように、ふてくされるゼナイドが三人に続き、部屋を出る。夕は、部屋の入口ほどで止まると、室内に残った男二人に振り返り、


「隊長、そっち頼たのんだよ」


「オーケイ、まかせとけ！」


　男だけになった部屋の中、トマスが姫也の方を向き直る。


「さあ、姫也。お前も準備開始しましょーねー」


「準備？」


　二人の男はプロレスラーのように向かい合いながら、じりじりと部屋のなかを回る。


　間合いを計るなか、嫌いやな笑いをしながらトマスが言い放った。


「デートだろ？　ブラザー」





　　　　◆





　学園の校舎の一角、修復もまだなされていない、外がい壁へきの破は壊かいされた教室。そのベランダから休日の学校の姿を見下ろす者がいた。髪かみを外風になびかせながら、ベランダの縁に寄りかかるようにして、彼女は学園全体を概がい観かんする。


「まったく──」


　アイリスだ。比ひ較かく的てき体格の近いゼナイドにとりあえずの私服を借り受け、着替えた彼女は、ぼうとした目で学園を見み渡わたしていた。


　この京学園という学校は、本当に大たい概がいのではないだろうか。いやD.S.T.がバックにある術士も通う学園だ。規格外なのはわかっている。それにしたって、なにかがおかしい。


　眼下ではサッカー部の部員たちが集まってミーティングをしているが、その議論の内容は、どうやって通常の球を改造せずに必殺シュートを繰くりだそうか、ということだ。努力の方向性が違ちがうのは言うまでもない。


「平和ねえ……いや平和だからこそかしら」


　一人の部員が蹴けり放ったシュートで、サッカーボールが火玉と化し飛んでいった。


　おお、という歓かん声せいを後ろに、放たれた火玉はゴールへと突き刺ささり──ネットを貫かん通つう、ボールは横逸それの弧こを描えがくと、狙ねらいすましたように校舎一階へ飛び込んだ。


　ガラスの破は砕さい音に悲鳴が続き、冗じよう談だんのような連れん鎖さ爆ばく発はつと冗談のような毒々しい煙けむりが破は壊かい箇か所しよから溢あふれ出し、警報が鳴り響ひびいた。


　すかさず校内放送のチャイムが鳴る。


『ええー、只ただ今いま第二化学室のほうで、ちょっとアレでアレな感じのアレが発生してーおりーます。付近の感染源の皆みな様さまはバイオハザード回かい避ひのため、その場から動くな──あああコッチくんなあああ!!』


　放送はそこでブツリと途と絶だえる。


「…………」


　あーあーと、笑いながら自分の横へと並んだ夕に向かってアイリスは言った。


「ゆゆゆゆ夕!?　今のはなに!?　アレでアレな感じのアレってなに!?」


「う──ん、突っ込みどころ多すぎて、私も回答に困っちゃうかなー。まあ、あっちやばそうだから近寄っちゃダメだからね？」


「す、すごいわね色々と……」


「ここあんな特とく殊しゆ能力持ちばっかだから。火が出るなんて序の口も序の口の序の口よ。まあ初めて見る人はビックリしちゃうかなー」


　夕は声高らかに笑っていた。


「どう？　見たいって言ってたしね、うちの学校。どいつもこいつも大概おかしくてごめんねー」


　仕方ないなあいつらハハハ的に笑っている夕だが、そこにいる当事者たちは自分もその一員だと気づいていない、とそういうことか。


　と、本人に直接は言えないことを、アイリスはそっと胸に仕し舞まい込む。


「こんな時代だし、やれ戦争だ、やれ紛ふん争そうだってピリピリしているよりはずっといいわ」


　下で戦犯は誰だれかと、互たがいに糾きゆう弾だんと乱らん闘とうを始めたサッカー部の結果が少々気になったが、そうじゃあないだろうとアイリスは一度、後ろの教室内へと振り向いた。


　教室内では、ヱーファとゼナイドの二人が、手元の携けい帯たいゲーム機で対戦している。


「あああ回線ラグった！　ゼーちゃん今のなし！　なしだよ！　ワンモアプリーズ!!」


「ふふふ負け犬の遠とお吠ぼえ……その意気やよし……我に挑いどもうなど百年はやい」


　そんなやりとりを見つつ、目線をすこし下げれば、破壊された箇所にある机へと向ける。


　どこにでもあり、教室内にあるものとなんら変わりない大量生産品。


　だというのに、なにか思う所があるのは、それを使う者を思ってだろうか。


　ここで、姫也は学んでいるのね。


　まだ見目新しい木机。拳こぶしの跡あとが付いているのが、気になるが、そこはさっき夕がアーデルハイトという教員の行いだと、なぜか焦った様子で弁解していた。


　姫也の残ざん滓しと呼べるものは残ってはいないが、つい手は伸のびていた。


　触ふれる。


　なんの変へん哲てつもないはずなのに、指先から伝わる冷たい温度、それがどこか心ここ地ちよかった。


　聞けば、教室の壁かべも机も破壊された理由は授業中の姫也の居い眠ねむりだという。


　仕方ない奴やつだ、とそんな風に思ってしまう。どんな過程で、どんな生活をし、どんな結果でそうなったのか、思うことはまるで尽つきない。


「居眠りで校舎破壊って凄すごい教師ね」


「まあそこはねー……姫也も悪い」


　呆あきれるように目を細め、夕は口をへの字にまげる。


「学校が見たいって、まあどうせ教室棟とうなんて休日誰もいないからいいけどね」


「ごめんね。でも折角だし、少し見ておきたかったの」


　着き替がえこそ終しゆう了りようしたのだが、トマスという彼が言うには準備がいる、ということで姫也たちは何かの準備をしているようだ。その時間を使い、アイリスはこうして、休日に無人となった一般教室棟を見に来ているのだった。


　こちらの言葉に笑え顔がおで首を振ふり、夕は横から改めて問うてきた。


「どう？　ここ」


「少なくともヴァルハラの学校とはまったく違うわね」


　そうじゃなくて、と夕は苦笑いを浮かべた。


「姫也の居る場所」


　わずかに沈ちん黙もくをおいて、アイリスは答えた。


「……良い場所だと思う。退たい屈くつはしないし、友達にも恵めぐまれているみたいだしね」


「よかった。まあ、私もアイリスのこと他人だなんて思えないのよ」


　どういうことか、と首を傾かしげると、夕はバツの悪そうに頭を搔かき、


「あ──、ぶっちゃけると、私もアイリスと似たようなものだってことよ。どっちの意味でも、ね。気持ちでも身持ちでもってね」


「それって──？」


　問おうとして、口をつぐんだ。


　その先に踏ふみ入っていいのか、思い悩なやんだからだ。


「まあここでは誰も彼も、変な身分だったり、変な能力だったりするけどね──あれ、まともなのがいない気がしてきた……」


　首を傾げる夕を笑っていると、続く言葉を夕自らが放った。


「姫也も、ね」


　それは唐とう突とつな言葉でもあった。


「私もやっぱり、その変なのの一員だから。気になっちゃうんだよ」


　自じ嘲ちようめいたため息混じりに夕は続けた。


「親身になる──っていうと聞こえはいいけど、やっぱり気持ちは皆みんな違ちがうんだよ。立ち入り過ぎると、それは一方的な押し付けだし」


　強い、と同年代のはずなのに頼たよってしまう目の前の少女をそう思った。


「……姫也が今、どこか危なっかしいのは……多分、私たちの過去にあるの……」


「過去？」


　自ら確かく認にんするように、アイリスがゆっくりと頷うなずく。





　　　　◆





「姫也が話さないし、これはちょっと姫也の出生とかにも関かかわってくるから、かい摘つまんで話すけど……姫也、昔はもっと根本的に強かったの……」


　思い返すのは、過去の自分と常に行動を共にしていた少年のことだ。


「当時はそう、正直同年代でも年上でも私の幼おさな馴な染じみに敵かなう人なんて誰もいないって、そう思っちゃうぐらい」


　夕は何も言わず、続けて、と言うように表情だけでアイリスを促した。


「でも、あるとき、私たちは遊びで、ヴァルハラ地下の坑こう道どうに入ったの」


　そこで一いつ旦たん、アイリスは言い淀よどむ。


「幼かった……なにもかも……」


　今でもあの時の恐きよう怖ふは忘れない。


「運悪く、落石が私の上にこう、降ってきちゃって」


　過去の一点に至る。


「そこで姫也が力を使って、助けてくれたんだけど……」


　声が引き詰まりそうになっていると、夕がそこで初めて言葉を挟はさんだ。


「力ってやつに、アイリスも巻き込まれた、か……」


　ややうつむくようにしながらも、アイリスは言葉を紡つむいだ。


「そう、すぐに騒さわぎに駆かけつけた兵士に私も姫也も保護されて、私もすぐに治ち療りようを受けて命にこそ別状はなかったんだけど……」


「でも見る限り、姫也を恨うらんでいるわけでもないでしょう？」


　気付けば、自分の胸、服の下にある傷に添そえるように、覆おおい隠かくすように、自分が両手を添えていることに気付いた。


　ええ、と頷き、でも、と続ける。


「姫也は私の言葉を聞いてくれなかった」


　幾いく度ども蘇よみがえるのは、逃にげるように病室を後にしていった、幼かった彼の最後の姿だ。


「その一件以来、私たちの関係は大きく発展がないままよ」


　自嘲するように笑い、アイリスはさらに言葉を続けた。


「姫也が見ているのは、まだ多分、過去の私。今の私じゃない……」


　心の中、アイリスが一番に思ったのは、一つの不安であった。


「過去の一点で区切って、今の私のことはもう忘れて、先を捨てて、過去だけを忘れないように姫也が進んでるんじゃないかって。今の私を捨てたからこそ、今の姫也があるんじゃないかって、思うと、すごく……怖こわい」


　落ち込む気持ちを飲み込むように、身を小さくする。


　そんな彼女の身を解ほどいたのは、夕の笑いだった。


「ふふ心しん配ぱい性しようだなー」


「ゆ、夕！　笑わなくても！」


　笑い、身を重ねるように夕は背中から抱だきついてきた。


　こんなにも悩んでいるのに、と遊ばれているような気がして、アイリスは心がすこし痛んだ。


「あ、ゴメンゴメンそうじゃなくて。うーん……ちょっと違うんじゃないかなーってね」


　夕が伸ばした指先、向かうのはグラウンドの向こうだ。


　部活生の群像に紛まぎれ、寝ね間ま着き姿からすでにラフな私服に着替え終え、こちらを見守るように見つめる少年の姿があった。


「心配性め。将来ぜったい過保護になるなー姫也は」


　ねえ、と夕は言って、


「たぶんそんな簡単に捨てられるようなものだったら、今、心配なんてしないよ」


　くるりと夕は身を翻ひるがえす。


「姫也、しっかりと捕つかまえてでも言ってあげたほうがいいよ。なんだかんだと弱い所あるから。姫也が逃げようとしたら縛しばり上げてでもね。姫也は強くあろうとしているけど、どっか脆もろいし、何かにつけて危なっかしいしね」


　言うと同時、夕の胸むな元もとで携帯が振しん動どうした。


「ん？　あれメールだ。トマスから。〝準備おっけーよ〟ってなんかカマっぽいメールね。まあいいや、ヱーファー、ゼナイドー、戦せん闘とう服で行くわよー」


　教室内で遊んでいる二人を呼びに戻もどる夕の背を見つつ、アイリスは思った。


　昨日の戦闘でもそうだ。


　身を削けずるような、強引な戦闘。それはまるで自分を傷つけようと、傷ついてもすぐに癒いえる自分の身を、傷つけようとする自傷のようだと思った。


「罪の意識、かな……そんなの良いって言っているのに」


　自分をかなぐり捨てて自じ暴ぼう自じ棄きになっている、というよりも過去の自分を忘れないように常に傷つく場に身を運ぶ、ということだろうか。


　大切な者を傷つけてしまった自分を忘れないように──、と自うぬ惚ぼれてもいいだろうか。


　くすり、と小さく笑ってアイリスはすこし晴れたような気分で、遠くの少年を見つめる。


「心配かー……もっとわかりやすくしなさいよ。バーカ」


　今日の風はどこかいつもより温かいような気がした。





　　　　◆





「ど、どう？　変じゃない？」


　姫也の寮りよう室しつで、恐おそる恐るとアイリスが上うわ目め遣づかいに姫也に問う。


　その装よそおいも新たに、不安そうに自分の姿を見まわすアイリス。


　鬱うつ陶とうしくない程度の照り返しをもつ、柔やわらかな黒のレザージャケット。下に着ている暖かそうなグレー系のＶネック、開かれた彼女の首下からは、白くきめ細かい肌はだが見えている。柔らかな花のような薄うすピンクのフリルで構成されるティアードスカート。そして、足元は膝ひざ下したまでを覆う黒のブーツ。


　流れるような長ちよう髪はつはまとめ上げ、今は頭の後ろでポニーテールにしていた。だが帽ぼう子しが野球帽なのは誰だれの趣しゆ味みだ。もうすこしまともなものはなかったのだろうか。


　一番上はともかく、と姫也はアイリスの姿を頭の上から足の先まで、順に見ながらうんうんと頷く。


「……純じゆん粋すいにびっくりした」


「ホント!?」


　姫也の言業に即そく座ざに反応するアイリス。表情から不安の色が一気に払ふつ拭しよくされ、嬉うれしそうにほころんだ。


「ああ、生物学的にだけじゃなく、ちゃんと女だったん──」


「「うるあ──!!」」


　姫也の鳩尾みぞおちにアイリスの打だ撃げきが、下腹に夕の前蹴げりがそれぞれ炸さく裂れつした。錐きり揉もみしながら吹ふっ飛び、壁かべにぶち当たって止まる。


「ま、まあ今のは流石さすがにマズイと思うよ？　姫ちゃん」


「自業自得……当然の報むくい」


　ヱーファはアハハハハと引きつった笑えみを見せながら、瀕ひん死しの姫也を優やさしくたしなめ、ゼナイドと騎き士し甲かつ冑ちゆうは仲良く、姫也を指先で突つついていた。


「す、すみませんでした。カ、カワイイＤＥＡＴＨ……」


　その言葉を最後に姫也は膝ひざをつき、崩くずれ落ちた。


「こんにゃろう、素す直なおじゃないんだから」


「ホントね。ああ少しでも期待した私が馬ば鹿かだった」


　二人が姫也を罵ば倒とうするなか、ヱーファがアイリスに近寄り、その顔に手を伸のばした。


「んで──これで仕上がりっと」


　アイリスの耳へと手を伸ばしはめるのは、青の石をもったイヤリングであった。


「これは──？」


「魔ま法ほうのお守りだよー」


「盗とう聴ちよう器き……文明の利器」


　言って、親指を立てるゼナイド。


「──え？」


　アイリスは、はっとするようにトマスの方を見て、


「トマスさん本当に盗聴器持ってたんですか!?」


　思わぬところから飛んできた言葉の刃やいばに、トマスが姫也の横に泣き崩れた。





　　　　◆





「──どうした」


　シドウ・リンドヴルムは低く唸うなるような声を青年へと放った。


「八劍が動いたようです」


「姫ひめ様は？」


「確かく認にんできませんが──こちらで探さぐった様子ですと、どうも護衛の者が付いているようです。護衛は分隊規模、行き先は不明ですが、好機かと──」


「ならば行くか。貴様のシナリオ通りに」


　そこで初めて、二人の男は口元だけに笑みを浮うかべ合った。





　　　　◆





　休日には、学生のみの京学園とて人の往来が多くなる。


　京学園近辺にあるものといえば、学生居住区の中にあるのは学生狙ねらいの商業店。


　デパートなどと言った大きなものは、もう少し都心の方まで出向かなければ無いが、区画の外に出ずとも、大体は学園の周囲で揃そろってしまう。


　あちこちでイベントなども開かれているため、休日の京学園周辺地区は学生たちでごった返すのだ。そんな中──。


「んで、ここでいいのか？　お姫様」


「いいの。この間見たときから来たかったの」


　言いつつ、姫也とアイリスの二人が見下ろすのは、京学園の、さらには新東京都市街の街並み。見える視界に人は多いが、彼らの周囲にはほとんどと言っていいほど人はいない。


「この空気を、感じてみたかっただけだもの」


　頰ほおを撫なでる風に、アイリスは表情を緩ゆるめた。


「束つかの間の自由を謳おう歌かする姫様らしい発言だ」


　言って姫也は彼女の横に並ぶ。


　姫也とアイリスはD.S.T.本部へと向かう前に、アイリスの希望で二人は先日の自然公園に来ていた。自然公園に存在する小さな丘おか。丘きゆう陵りようを利用して作られた展望台は、半円状に柵さくを設け、そこに立つ者に景色を一望させる。


「別に皇宮での生活を窮きゆう屈くつだと思ったことはないわ。私はかなり自由にさせてもらっていると思うしね」


　アイリスは手すりに寄りかかり、ただ見る。


　眼前に広がる都市を。大地の都市に対比するように、東京湾わん上空に懸かかる祖国を。


　不意に彼女が口を開いた。


「人ってなんだろうね」


「……なんだ説教でもするつもりかよ……禅ぜん問もん答どうならもっとわからないぞ」


　そうじゃなくて、とアイリスは困ったように笑う。


「世界中では、特に欧おう州しゆうでは、未いまだに戦争しているんだよ？」


「……そうだな」


「あそこが激しいってだけで、実際は争いの無いとこなんかないんだよ？　生き残って──意味あるのかな……」


　姫也は答えない。


「たとえ戦いが終わっても、今度は殴なぐり合わないだけで、テーブルについて言葉で闘たたかうわけじゃない？」


「まあ、お偉えらいさんがたが殴り合って決議していたら、面おも白しろいのは面白いな」


「筋骨隆々な脳筋みたいなのばっかになるでしょ」


　弱い苦く笑しようとともに手すりに背を預け、アイリスは姫也の方を見た。


「喰くって喰われての繰くり返し。それで、生きていく意味ってなんだろねー」


　下げられた目め尻じり、力ない、途と方ほうに暮れたようなその表情。


　姫也は悟さとる。


「何を突とつ然ぜん言い出したかと思えば……」


　コイツちょっとセンチメンタル入ってるなあ……。


　かと言って、こちらが掛かける言葉が見つからない。アイリスはただただ風景全すべてを映すように一望している。


　気まずい。こんな時こそ、あいつらの出番であろうに。


　当然、この状じよう況きようも見聞きされている。そのための護衛であいつらがいるのだ。


　だが、なんだかんだと助け舟ぶねは出さないだろう。あとでネタにはされるだろうが。


　改めて思う、あいつらには常つね日ひ頃ごろから世話になっていると。


　頼たよるべき者がいてくれるのはありがたい。そう思い、姫也は深呼吸して、


「アイリス、飯にしよう」


　こちらの申し出に、少しびっくりしたようにアイリスがこちらを向く。


　姫也は手元に下げたバッグからランチマントを展開。その上に腰こしを下ろし、横をポンポンと叩たたいて見せる。


「ほら、いいから座りなさい」


　弁当は用意してきた。馬鹿に促うながされ、アイリスの準備が整うまでに学食で作らされたものだ。あーだこーだとトマスに指示されながら、作ったものだが、人は見かけによらぬとはアイツのためにある言葉だなと、思い出しながら苦笑いする。


「何持っているのかと思えば……姫也料理とかできたんだ。ちょっと意外」


　バッグの中から出てくるのは、黒の漆うるし塗ぬりの二段式の重箱、それを広げていく。


　下の段にはぎっしりとおにぎりが。中身は定番のもの。上の段も同様だ、ウインナーや唐から揚あげ、トマトにレタス、ポテトサラダなどを取り揃えた。我ながらあの短時間でよく頑がん張ばった。男料理だが、と自じ嘲ちようしてみせ、


「どんどん食べなさい」


　割わり箸ばしを差し出し、食を促すと、アイリスもしぶしぶと言った様子で受け取る。


「しかし、久しぶりだな、こうやってお前と飯食うのも」


「小等部の遠足を思い出すわね」


　おにぎりを両手でもって口に含ふくむアイリスの姿は、可愛かわいらしくもあった。


「また、懐なつかしいことを……」


　言われた内容から姫也がいの一番に思い出すのは、


「お前が河に流しちまったボールを取りに行かされて──」


　その先を遮さえぎるようにアイリスが口を開く。


「あ、あれは悪かったわよ」


　そう、ボールを取りに行った姫也はそのまま深みに足を取られ、その後、溺おぼれているところを河の水すい竜りゆうに拾い上げてもらった。


「あの時もずっと泣いてやがったな」


　思い出し、口元が緩む。


「それは──で、でもあの時はあんたも『仕方ないなあ』とか言いつつ、かっこつけて笑っていたでしよ。良いとこ見せたかったんじゃないの？」


「誰だれにだよ。まあ、少なくともお前じゃないだろうがな！」


「な、何ですって！」


　売り言葉に買い言葉、姫也は当初の慰なぐさめようという目的も綺き麗れいに忘れて、完全に迎げい撃げきにシフトしていた。





　　　　◆





　夕はそんな姫也とアイリスを、術式の範はん囲い内ギリギリから見守っていた。


　私服姿で双そう眼がん鏡きようを構え、眺ながめる先、展望台の上でなにか言い合っている二人を見る。


「うん、仕込んだ盗聴器も万全ねー♪」


　言うと、首元、通信機から各おの々おのの応答がきた。


『なんかいつも通りっぽいね。あれ幼なじみのノリってやつかな。てかひーちゃん勤務時間中だよね？　サボっといていいの？』


　ヱーファの続く問いに、答えるのは低く落ち着いた一色の声だった。


『……不ふ審しんな二人組を発見しただけだ』


　それでいいのか、と思うが、どういった事情かはわからないが向こうは皇族だ。万が一ということもある、警けい戒かいしておくに越こしたことはないだろう。


　警戒の表情をつくるなか、さらに声がきた。


『おい！　あっちでヒーローショーやっているぜ。懐かしいな!!』


　トマスか、うん今は乙おと女めの一大事なのだ。と投とう擲てきするものはないかと懐ふところを探る。


『夕、黙だまらせて。息の根を止めても良い』


　ゼナイドからまで要望があっては仕方ない。ああ仕方ないわね。遺い憾かんの意を表明する。


『あれえ夕さん？　どこからゴムハンマーなんて出した？　それは何に使うの？』


　バレたかと舌打ちしつつ、姿も見えぬ相手に苦笑していると、ヱーファが声を発した。


『はいふたりともストーップ。あっちも進展かな？』





　　　　◆





　アイリスと姫也、二人は息を荒あららげ睨にらみあっていた。


　が、不意に姫也の表情が崩くずれる。


「やっといつも通りだな」


　笑う姫也。その言葉と表情にアイリスの表情も呆ほうけたように解とけた。


「お前はさ。昔から一人で抱かかえ込みすぎなんだよ」


「姫也──」


「もう少し、周囲を頼ってもいいんじゃないのか？　まあ、今も頼っているのは、頼っているけど、心からじゃあないだろ？　一度は頼ったんだ。任せろよ」


　な、という姫也の同意を求める言葉に、アイリスは顔を背そむけた。


「昨日のこと、思い出したの。姫也に会えたのは、もちろん嬉うれしい。けど、やっぱりそれで姫也の日常に勝手に上がりこんで、壊こわして、下手したら姫也の友達にも、もっと迷めい惑わくかけてしまうかもって思うと……」


　どうしても、と表情を曇くもらせた。


　そうだな、と思う。こいつが一番気にしているのはそういう所だろう。


　もしも自分に関かかわって相手が不幸になってしまったら。アイリスはそういうことに敏びん感かんだ。だからこそ、今もジレンマに駆かられているのだろう。


　わかるさ。自分だって同じだ。


　傷つけた相手に嫌きらわれたくなくて、自分の心の傷を浅くすませようと、まっすぐに相対することから逃にげて、今また出会った。


　だからこそ、今度は目の前の少女の力になろうと、そう思ったのだ。


「構わないだろう。手伝うも、手伝わないもそいつの意思次し第だいだ──」


　姫也は、姫也の意思で選んだ。


　放ほうっておけるものか。物心ついた時から一いつ緒しよだった大切な──。


　そこでアイリスが言葉を放つ。


「それで良いの？」


　犠ぎ牲せい。それが嫌いなんだな。ジレンマの中で、大切な人だからこそ、出来れば幸せであって欲しい。それは自うぬ惚ぼれだろうかと考えつつ、


「仕方ない、と言う言葉では済ませられないかもしれないが敢あえて言うなら、それが、そいつの選せん択たくだったってだけだ」


「それって何か見限ったみたいで……」


「堂どう々どう巡めぐりだよ。どう感じるかは相手次第だな」


　まあ、と前置き姫也は言った。


「お前が助けを求めたんなら、俺はどこへでも行ってやるし、絶対に側そばに帰って来てやるから」


「──へ？」


　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうに撃うたれたように、アイリスの顔が拍ひよう子し抜ぬけの表情を作る。


　そして、見る見る顔を赤くしていくと、耳まで真っ赤になった時には、顔を伏ふせた。


　あれ？　待て──、と。何が起きたか自分でもわからず、姫也は錯さく乱らんしていた。


「へ、姫也今のって……その、えと……」


　どもるように、アイリスの声が紡つむがれる。





　　　　◆





　うわあ、と夕は頰ほおを赤らめて状況を見ていた。


『……あんな臭くさいセリフよくしれって出てくるなあいつ』


　もはや半ば引いているようにも感じる一色の声だった。


『うおおお、せ、背中が、何と言うかむずかゆいような、落ちつかないこの感じいぃ』


　悶もだえる隊長は無視一択たくだ。それどころではない。


「姫也のあの顔、心の中で〝うおー何言ってんだよ俺!!〟ってスーパー自じ悶もんタイムねー。てかあの二人、私たちが聞いているって忘れているんじゃないかしら」


『でも、女の子としてはあんなこと言われてみたい、っていうのはあるよね？』


　そうだ、と夕は声には出さず、見えないヱーファに頷うなずく。


『……妬ねたましい……オノーレ』





　　　　◆





　アイリスは錯乱していた。


　えっと……今のって、その、あれ？


　ちょっと待て、ちょっと待て、アイリス・リンドヴルム。


　落ち着け、と自分に言い聞かせつつ、固まった脳に状況の整理を始めさせる。


『俺はお前が助けを求めたんなら、どこへでも行ってやるし、絶対に側に帰って来てやるから』


　頭の中では、告げられた言業がエコーを響ひびかせ、リピート再生される。


　バックにはすでにチャペルの鐘かねの音まで重なるように鳴っている。


　いやいやいやいや。状況は──いや、完かん璧ぺきなのではないだろうか？


　場所は公園。人気のない、しかし見晴らしは良く、そこそこ雰ふん囲い気きはあると言っていいだろう。姫也の手作り弁当をいただきながら、昔のことを思い返すような会話。


　そして、さっきの言葉。今まで、こんなことはなかった。


　姫也とは生まれた時から、小等部の高学年まで時を同じくして過ごした。


　しかし、だ。今までも、そして今も、およそ自分の知る範囲では、世間一いつ般ぱんで彼女と呼ばれる存在はいないようだし。


　これは……良いの!?


　なにがだ。と自分にツッコミを入れつつ、いやいやいやと思い返す。


　それは早計ではないだろうか。考えろ考えるんだ。彼はどんな女が好きなのか。


　自分で言うのも何だが、大だい丈じよう夫ぶだという自負がある。


　それこそ付き合いだけは長く、喧けん嘩かも沢たく山さんしてきたが、少なくとも今まで姫也がこちらを嫌うような素そ振ぶりだけは見せたことはない。


　姫也は昔からこちらの立場を気にしてか、他た人にん行ぎよう儀ぎな所がある。


　しかし、クラスの女友達に言わせれば、それは照てれ隠かくしだと言っていたような……。


　思わせぶりなのだろうか、それとも今のは告白なのだろうか。


　ええっと、もうゴールしちゃって良いの!?


　血流の加速を感じながら、だが、と考えが転てん換かんした。


　すう、と醒さめるように思い出すのは今の自分、状じよう況きようを冷静に見ろ。


　心から熱が引くのがわかった。


　元気の無かった自分を慰めるために。その考えがどうしても捨てきれなかった。


　姫也はこちらに笑えみを向ける。


　小さく、気付かれないようにため息をついた。ほんとに卑ひ怯きようなヤツ。


　こんなにも私の心をかき乱す。こんなにも……。


「……そう、ね」


　ついつい自分の顔はまだ赤いのでは、と顔を伏せる。


　いや未まだ熱を感じる耳、顔。今も絶対に赤い。


　確かな気き遣づかい。それをありがたく感じつつ、しかし、もどかしくも思う。


　だが、ここで応こたえなければ、彼はさらに心配するだろう。


　彼をこれ以上困らせるようなことだけは出来ないし、したくない。


　息を吸い込み、ありがとう、そう言おうとして、笑い、


「おお姫ひめ様っ、こんな所におられましたか」


　不意の声が、二人を後ろから襲おそった。





　　　　◆





　姫也は、突とつ如じよとして現れた人物に絶句していた。それは横のアイリスも同様で、彼女はなんとか人物の名を喉のどから絞しぼり出した。


「……シド、ウ叔お父じ様……」


「ささ、帰りましよう。兄上も心配しておられるでしょう」


　響いた新たな声は、低く歳としの割にはしゃがれた声。アイリスは立ち上がると、肺いっぱいに息を吸い込み、叫さけんだ。


「どうして……どうしてあなたがここにっ!?」


　背の高い初老の男。軍用の礼服の上に、外がい套とうを羽織った偉い丈じよう夫ふだった。短く刈かり込まれた髪かみは未だ艶つやっぽく黒く、がっちりとした肉体、目を細めると目元や眉み間けんに年月を感じさせる深い皺しわがいくつも寄る。


　話し方は好こう々こう爺やのようだが、一挙手一投足には老練さを感じさせる。


　その猛もう禽きん類るいのような目でアイリスを捉とらえながら、シドウは言葉を続けた。


「いやいや、トーラー君から所在を聞きまして、いやあ、心配しました。襲しゆう撃げきにあったと聞いた時は、一体どうしたものかと」


「トーラー……？　騎き士し派の彼がどうしてあなたに加担する道理があるの!?」


　アイリスの叔父、ヴァルハラ軍元げん帥すいにして軍拡派の頭目と言われる老ろう翁おうは、わからないというように困った表情をみせ、


「これは異な事を。なにを言っているのですかアイリス様。彼も仕える者を同じくする、我が同どう胞ほうだというのに」


「これは一体、どういうことだ？」


　立ち上がり、姫也は敵意も剝むき出しの、獰どう猛もうな眼めで元帥を見やる。


　その視線を受けながらも、シドウ・リンドヴルムはあくまで悠ゆう然ぜんと言葉を放った。


「久しぶりだな。母上は元気かね、八劍の。ただ友好式典で居合わせた私が、逃げ出していた姫様を迎むかえに来た、それだけではないか？」


　別段過か剰じような反応を見せることなく、口元の笑みを崩くずさずにシドウは姫也を睥へい睨げいしていた。


　まるで、全すべてが予定調和だ、とでも言うように。


　アイリスの前で傅かしずいたシドウは、恭うやうやしく言う。


「なにか姫様は悪い噂うわさを真に受けていらっしゃるようで、私が国の皇座を狙ねらっているなど、そんな馬ば鹿かな事はありえません。私の仕事はただ兄上のお手伝いをするのみです」


　伏せていたその顔を持ち上げたそこには、


「ただ、その結果として世論で色々と言われているようですが」


　能面のような不気味な笑み。見るものに悪お寒かんすら感じさせる表情でアイリスを仰あおぐ。


「さあ、私と一緒に帰りましよう」


　立ち上がり、シドウの厳しい手がアイリスの細い腕うでをつかみ取った。


　アイリスが手を振ふり払はらおうと抵てい抗こうするが、抵抗は老軍人の前にあまりにひ弱であった。


「どうして……どうしてっ！」


「……いたしかたない。ご無礼を」


　シドウの手刀が、鋭するどくアイリスの後ろ頸くびを打った。


　首を打たれたことで脳へと直接衝しよう撃げきを撃ちこまれ、そのまま彼女は崩れる。


　力なく、どこまでも弱く。


　そのタイミングで、近くの生いけ垣がきから飛び出して来る影かげがあった。夕と一色を先頭に、後続としてトマスとヱーファ、ゼナイドが来る。


「一色、アイリスちゃんが最優先だ!!」


　トマスの甲かん高だかい声が、指示として走った。


「わかっている……!!」


　一人だけ勤務中で、戦せん闘とう服姿であった一色が右手を、剣けんを抜ぬき放つように左手に添そえる。


　同じく徒と手しゆ空くう拳けんではあるが、夕が身を低くし、先行する。


　それを見送ると、今度はトマスが後ろのゼナイドへと視線を送った。


「ゼナイド、今全力で戦えるのはお前と一色だけだ！　行けるか？」


　ゼナイドは聞かれるまでもないと言うように頷き返すと、自らの後ろを追走する機械人形を見やり、左右の腕を構えた。


「グラン・ギニョール、戦闘機動……!!」


　その時だ。それは空から来た。


「な──!?」


　驚きよう愕がくの声を上げたトマスの前に、それは素す早ばやい動きで降り立った。


　D.S.T.の装そう甲こうジャケットとはまた違ちがう、より鎧よろいらしい重装備であった。Valhalla Armed Forcesとエンブレムが入った重装兵。


　上空、見れば鳥よりも大きく、雄お々おしいシルエットが空を悠ゆう々ゆうと旋せん回かいしていた。


　鳥のようでもありながら、長い首と角つのを有する爬は虫ちゆう類るい的な皮と骨格。前ぜん肢しが蝙こう蝠もりのような翼よく膜まくを伴ともなった翼つばさと一体化し発達したその姿は、竜りゆうであった。


「ワイバーン……ヴァルハラ軍の竜りゆう騎き兵へい部隊か……!!」


　竜を駆かり、空を舞まう兵士たちは、降下するや否いなや、姫也以外の皆みなを取り押さえた。


　隊長格と思おぼしき男は、すぐにシドウの側へと駆け寄る。


「ヴァルハラ空軍、竜騎兵空くう挺てい部隊、到とう着ちやくいたしました。お怪け我がはありませんか元帥」


「うむ、ない」


　皆は刃は向むかおうとする。が、隊長やヱーファは瞬またたく間に腕を締しめ上げられ、ゼナイドも、機械人形を数人がかりで完全に押さえ込まれ、本人も捕つかまってしまっていた。


　それでも、と夕と一色は、兵士たちの束そく縛ばくを強引に振り切り、アイリスへと向かった。


「！」


　だが、そこで二人は動きを止めさせられることとなる。


　突如現れた金きん髪ぱつの男が瞬しゆん時じに、一色との距きよ離りを詰つめ、一色の身を鞘さやで数度打ちつけ、そのバランスを崩す。そのまま逆手に持った鞘を背中側へ回し当て、引く動きで石いし畳だたみの地面へと一色を叩たたき伏ふせた。


　立ち上がろうとした中ちゆう腰ごしの姫也の喉のど元もと、そこにひやりと冷たい感かん触しよくが入る。


　不意の感触には声が付いてきた。


「それ以上動くな。他ほかの者もだ。無む駄だな抵抗はするな」


　銀。両りよう刃ばの長剣が、喉元に突つき付けられていた。見れば、すでに一色を打ち伏せた男の姿はそこにない。


　背後を視線だけで、姫也は見た。


「次は──脅おどしではない」


　プラチナの長ちよう髪はつを優美に流した青年。鼻筋の通った、西洋騎士らしい鋭い風ふう貌ぼうをした、清せい廉れん潔けつ白ぱくの騎士。甲かつ冑ちゆうと戦闘服の中間に位置しようかという軽装備に身を包んでいた。


　切れ長の眼で睨にらむ男は、恐おそろしいほどに綺き麗れいだった。


「っ──!!」


　身を持ち上げ、前へと動こうとする姫也を見て、騎士は今度こそ剣を振るう動きに入る。


　姫也に背を向け、騎士は身を高速で、横へと回す。


　来る。姫也の脳が判断した次の瞬間には、軌き跡せきを残し、剣はすでに手の届く距離にあった。強引に前へと出ようする姫也に回かい避ひという選せん択たく肢しはない。


　走る剣はすでに胸前。


「！」


　手加減された。そう判断したのは、胸下を抑おさえつけるように捉えた鞘に収まったままの剣を確認したからだ。


　剣はそのまま、胸を正面から横よこ薙なぎに打だ撃げきした。


「──がっ!!」


　肺が正面からの打撃を受けて、圧あつ迫ぱくされた空気を逃のがすように、姫也の口から息が吐はき出される。


　鞘による打撃の勢いと、肺への負担に進行は止められ、身は後ろへと倒たおれようとする。


　だが、姫也は耐たえてみせた。背中側に反らすように逸それた身を、背筋の勢いだけで無理に前へと戻もどす。


「硬かたいな」


　手て応ごたえを確かめるように騎士はつぶやくと、剣の柄つかを握にぎる右腕を返し、下から上への切り上げを姫也に見み舞まう。


　狙い違たがわず、鞘の先せん端たんは姫也の顎あごを撃うちぬいた。


　強引に前へと倒した身体からだに、合わせるように繰くり出された一撃に、姫也の身は後方へと傾かしいだ。
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「姫也……！」


　残り一人残された夕が、倒れ行く姫也を呼び、動こうと身を落とす。


「動くなと、そう言ったはずだ」


　騎士の動きには迷いがなかった。狙いを夕に定め、剣を新たに腰こし溜だめに構える。


「まだ、だァ……!!」


　揺ゆらぐ声が、二人の間に割った。地に倒れ伏すかと思えた姫也が、まだ身を持ち上げていた。震ふるえる足でたたらを踏ふみ、しかしまた立ち上がった。


「姫也、待って!!」


　夕の叫びも聞こえていない。焦しよう点てんの揺れる眼は定まらない視界の中、しかし確かに正面の騎士を見み据すえ、右拳こぶしを引き絞り構えをとった。


「二度の打撃でも落ちないか。ならば斬きるぞ、少年」


　言葉に抑よく揚ようはなく、どこまでも冷静なまま、眼前の騎士は鞘に左手を添え、柄を右手で確かに握りこんだ。


　脅しではなく斬ざん撃げきが来る。そう思った瞬間であった。


「悪いけどそこまでにしてちょうだい。トーラー、トーラー・ブランシェット」


　聞き慣れた声は、上から来た。風を巻くような着地で降りてきたのは、着き崩くずしたスーツ姿のアーデルハイトであった。


「先生──」


　呆ぼう然ぜんと告げる夕と姫也、二人を確認するようにすこし見て、硬い表情のアーデルハイトはあらためてトーラーを見据えた。


「アーデルハイト。久しぶりの再会が慌あわただしくなってしまったな」


　トーラーは構えを解とくと、表情を崩すことなく、アーデルハイトに向き直る。


「ヴァルハラの雄ゆう、〝錬れん鉄てつ〟の二つ名を与あたえられるまでに上り詰めた剣けん士しが、今は一いつ介かいの女教師か」


「私の意志よ。教師と剣士で貴き賤せんうんぬん言われる筋合いはないわね」


　言って、アーデルハイトはシドウのほうへと視線を向ける。


「それと──お久しぶりです元帥……」


「ひさしぶりだな〝錬鉄〟アーデルハイト。連れん絡らくを入れておいて良かった。君が今は京学園で教師をしていると、知っていたものでな。この子らが無茶をするのを止めようと先に連絡を入れておいて良かった。斬り捨てるなんて真ま似ねは、したくないからな」


　口元にいやらしく笑えみを浮うかべるシドウに、怪け訝げんな表情のままアーデルハイトが告げる。


「……どうしてこちらに？」


「君ほどの剣士が妙みような事を聞くものだ。私は補ほ佐さ役として、来ていただけだよ？」


「しかし流石さすがにそのように姫ひめ様を気絶させるなど──」


　アーデルハイト君、とシドウはその言葉を遮さえぎった。


「ヴァルハラは変わる。数日の間に古い君主制も廃はい止しとなり民主主義が始まるだろう」


「……そして、国は、お前の手中ってわけか」


　二人の会話に入ったのは、身を揺らし、肩かたで息をする姫也であった。
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「……黙だまりなさい、姫也。ヴァルハラと日本の国際問題になるわ」


　アーデルハイトが黙もく々もくと諭さとすように姫也に言う。


　それを制したのは、ほかでもないシドウ・リンドヴルム本人であった。


「いやいや、八劍家の現当主はずいぶん元気がいいようだ。だが、事実ではないことを言わないでもらいたい」


「申し訳ありません元げん帥すい、お許しください。トーラーもウチの生徒が悪かったわね」


「ハハハ気にしないさ、アーデルハイト。子供の言うことだ。行くぞトーラー」


　踵きびすを返し去ろうとする元帥と騎き士したち、アイリスは兵士に抱かかえられぐったりとしていた。


「待てよっ……トーラー・ブランシェット！　お前、騎士派なんだろうが！　なぜ裏切る！　なぜ裏切った!?」


　首を回し、トーラー・ブランシェットは目線だけをこちらへ向けてくる。


「元帥が皇陛下に何かした、という事実もない。元帥はヴァルハラの事を本当に考えていらっしゃる。国は人あってのものだ」


　歯を剝むき、怒いかりも露あらわに姫也は叫さけんだ。


「国がよければ、お前のすぐ側そばで泣いている少女は、無視するって言うのか!!　裏切って！　だまして!!」


「それは全体を見られぬ子供の理論だ、少年」


　視界の隅すみ、なにも言わなかったシドウがあざ笑うかのような笑みを、姫也へと向ける。


　シドウの笑みは姫也を一瞬で沸ふつ騰とうさせるには十二分であった。胸中を搔かきむしられているような感情に、自然わかりやすい言葉が口をついて出てきた。


「本当に、ただの子供か試ためしてみるか……!!」


　猛たけるその力を吐き出すように、姫也は構えた。


　だが、


「姫也、先に言っとくわ──許しなさい」


　視界の隅に立っていたアーデルハイトの姿が消える。ひねり込むような二度の加速を以もつて、すぐ真下に拳が来た。理性を失い、ダメージも抜ぬけきっていない今の姫也では、到とう底てい追いつかない速度だ。


「くそ──……」


　歯は嚙がみするなか、姫也は見る。


　力なく動かないアイリスを。


　アイリスが来てからのことを思い返し、腹が立つ。


　俺みたいに無理に笑いやがって──。


　固さがあるんだ。何年見せられたと思っている。たとえどれだけ変わろうと、忘れるものか。大切な物をそう簡単に捨てられるものか。


　少しも変わってない。


　笑わせて、困らせて、そして失うのか俺は。


　情けない。情けない。どこまでも情けない男だ、八劍姫也。


　わかっている。いや、わかった。


　その場所で、そこでお前は無理にしか笑えないんだったら──。


　姫也の意識はそこで途と絶だえる。












　第五章．　決める意思、行く意志




「──っ!!」


　寝ねる、というのとはまた違ちがった、断絶していた意識と停止していた鼓こ動どうがつながりなおすように、突とつ如じよとして姫ひめ也やは覚かく醒せいした。


　一瞬という間を置いて、姫也は確かく認にんする。


　視界。天てん井じようの高さも、蛍けい光こう灯とうの位置も、なにもかもが起き床しよう時にいつも見るそれだ。


　思うまでもなく自分の部屋だと理解した。


　身を浅く起こし、見み渡わたす室内。陽光がカーテン越ごしにうすぼんやりと室内を照らす。その明るさにぼうと目を奪うばわれていたのもまた一瞬。


　意識のなかフラッシュバックとして急速に湧わき上がる光景があった。


　──シドウ・リンドヴルム──トーラー・ブランシェット──そして、


「──アイリス……!!」


　叫び、思い返すように身を返した。


　逆、壁かべ側に振ふり向く先には、無人の空白があった。


　昨日たしかにそこにいて、触ふれられる距きよ離りに二人はいた。


　しかし今、自分と壁との間には、なによりも雄ゆう弁べんな余白があるだけで、他ほかにはなにもなく、昨日かわいらしく寝息を立てていた彼女の姿も、そこにはない。


　──いない。


　その事実をあらためて確認したとき、切せつ迫ぱくする後こう悔かいの念が、姫也を縛しばり込み、


「────!!」


　叫びを上げた。


　どこに向けていいかわからぬ怒りを、右拳に握にぎり込む。


　右みぎ腕うでから体中に根を張るように伝う痛みごと、姫也は自らの膝ひざを殴なぐりつけた。


「……目ェ覚めたか？」


　自室に響ひびき渡わたった声を、姫也は聞いた。


　D.S.T.の戦せん闘とう服に身を包んだトマスが浅く眉まゆを立て、部屋の入口に立っているのを。


「トマス──」


　腕をドアによりかかるようにし、隊長は告げてきた。


「言いたいこともあるだろうが、まずは聞け──状じよう況きようが変わった」


　緊きん張ちようでも動どう揺ようでもない。もっと深い緊きん迫ぱくだと、姫也は隊長の表情をそうとり、ただ聞き入った。


「──アイリスがシドウに確保されたあと、俺等も捕つかまって、本部のほうで独どく房ぼう入り状態だったが、それも早朝の段階で解除された」


　隊長は腕をドアから離はなし、声で室内を満たしながらこちらにやって来る。彼はそのままベッド脇わき、こちらの横を通り過ぎ部屋に光を差し込む窓へと達する。


「ここもそうだが、現在、新東京都全域に避ひ難なん勧かん告こくが出されている」


　続く動きで手を伸のばし、カーテンの端はしを手に取る。


「その理由が──これだ」


　トマスが勢いよく腕を振り、カーテンを開く。


「これは──……」


　姫也は開かれた先の空に青を見た。しかしそれは、窓の向こうに広がっているのは、見覚えのある、どこまでもつきぬけるような空の青さでもなければ、空に影かげを落とす、ヴァルハラの姿でもない。


　その光景を開ききった眼めで受け止めながら、姫也は息を呑のんだ。


　は、と詰つめていた息を漏もらし、声を放った。


「これは……!?」


　下から仰あおぎ見るその光景は、天てん蓋がいに満ちる青い渦うず風かぜであった。


　青空よりも下に、より濃こく、あまりに巨きよ大だいな分厚い青光の嵐あらしが逆巻いていた。


　きらめく青の微び光こう。それは術素アトモスフイアが術式を組まれるときなど、収束していくことで密度が増し、粒りゆう子し同士がぶつかり合うことで発生する発光現象だ。


　光量は術素アトモスフイアの濃のう度どと比例するし、それだけの力を有するということだ。


　幾いく重えにも幾重にも遠く伸び、空を支配する螺ら旋せんの光条は、巻き合い絡からみ合い、血管のように太い流れへと合流、流れは一いつ箇か所しよに向かって収束していく。


　空を青の奔ほん流りゆうで満たし、ヴァルハラを削けずろうかと言うほどに嵐は拡がりを見せる。


「術素アトモスフイアの収束流、なのか……？　しかしこんな莫ばく大だいな量を……」


「おそらく、逆結界ジェネレーターの暴走だ」


　トマスもぞっとするほど青い空を見上げながら、


「本来、緩ゆるい流れで外側へと拡散する逆結界の流れが、完全に逆流して都市内へと外部の術素アトモスフイアを引っぱりこんで、集積する状態に入ってる。最近の不調も、D.S.T.内部の何者かが手引きして、仕込んでいた可能性すら見えてくる」


　一いつ拍ぱく間を置き、しっかりと姫也のほうを見み据すえる。


「逆結界ジェネレーターを利用して、何者かが大量の術素アトモスフイアを集めている」


　何者かが、そういった隊長の続く言葉で来るのは、人物の名ではなかった。


「その中心地点が──」


　たしかな口調で隊長は言った。


「日本ヴァルハラ大使館──交流式典に向けてシドウ元帥らが駐ちゆう留りゆうしている場所だ」


　それだけで、姫也の中でなにかが繫つながった。
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「どう見る？」


　都内某ぼう所しよ、片道三車線ずつの道路の両側をまたぎ、一つの部隊が本ほん陣じんを展開していた。


　手前。車道を完全に封ふう鎖さし、バリケードを張っている部隊。


　車両や、彼らの軍装の各部には、D.S.T.Japanと文字が刻まれている。


　銃じゆうや長なが杖つえなどの装備を携たずさえた黒色装備の兵士たちは、人員輸送用の装そう甲こう車両などが連なるなかを、忙せわしなく動き回りながら、なにかに備えていた。


　果断なく動きまわる自らの部下たちを見つめながら、D.S.T.日本支部、その本部に存在する中隊規模の戦力を預かる実動部長は遠視用の術式紋もんを右目に展開し、前方を見ていた。


「昨日の今日でこれだ。……ガキ共が、皇女がどうとか言ってたが、それと関係あるのかもなあ……ちったあ信じてやればよかった」


　言いつつ、上空、莫大な術素アトモスフイアの大流を仰ぐ。


　その流れが収束し、行き着く先、そこには周囲を頑がん健けんな高い塀へいに覆おおわれた建物がある。一見すると荘そう厳ごんな洋館のようにも見て取れる建物の名はヴァルハラ大使館。


　そして今、その前には拠きよ点てん防衛用の厳しい重装備をその身に纏まとったヴァルハラ軍の防衛部隊の姿がある。


　遠目で観察する敵部隊は、兵士一人たりとも微び動どうだにすることなく、前面に拠点防衛用の防ぼう盾じゆんを構えた部隊を押し出し、並び立っている。


　その様相は古代の重装歩兵のファランクスを思わせた。


　彼らの表情からは、兵士としての緊張も、意志と呼べるものも読みとれず、何を考え、何を為なそうとしているのか、黙もくして答えぬ彼らからはなにもわからなかった。


「操られてるのか？　ああわからん。竜血人種ドラゴノイドはただでさえかち合ったらこっちが不利だっていうのに……」


　そんなとき、副官が横に並んだ。並び立った男にすぐさま短く問う。


「応答は？」


「再度の問いかけにも一いつ切さい答えようとはしません」


「上層部は？」


「ヴァルハラ本国とやりとりはしているそうですが……」


　未確定情報ですが、と副官は前置き、


「向こうの部隊は、シドウ元げん帥すい率いるヴァルハラ軍〝軍拡派〟。第一皇位継けい承しよう者しやアイリス・リンドヴルムを確保しており、何か戦略兵器を保有している可能性もあると」


「上の術素アトモスフイアの大渦はその戦略兵器のためってか？　ぞっとしない」


　苛いら立だちをひた隠かくすこちらの思考を知ってか知らずか、副官は敢あえて報告を続けた。


「立てこもりで軍部の元帥ともあろう人が、欲ほしがっていた国の実権を手に入れられると考えているわけでもないでしょう。逆結界を利用した術素アトモスフイアの収束、それをもってなにかを為そうとしているのは明白です。前々から何かしら準備をしていたと──」


「長い。端たん的てきに」


「は、率直に申しますと──超ちようやべえ」


「ああ、的確すぎてブン殴りたくなるな」


　彼は目線を相対する部隊から離はなさず、学生は？　と短く確認を放った。


「志願形式で後々援にだけ当たらせています。しかし、いざとなったときは彼らも……」


「バカ言うな。いざとなったら退たい避ひさせんだよ。術式生物相手ならまだしも、ガキ共を極力政治にかかわらせんな。ヘタをすれば、この闘とう争そうがヴァルハラとの戦争の発ほつ端たんになるやもしれんのだから……相手方の返答はないんだな？」


「……ありません」


「なにするつもりか知らんが、姫ひめ様と戦略兵器、これがホントなら戦闘は不ふ可か避ひだな」


　ああ、と怒いかりをこぼし、彼は言う。


「こういうときは颯さつ爽そうと騎き士しが現れて、姫を救い出すんだよなあ」


「今回は我々がその役ですかな？　柄がらにもないですな」


　言っている場合か、と隣となりの副官にこぼし、実動部長は腕を振り上げた。


「ようしっ各おの々おの、彼女自じ慢まんとか結けつ婚こん報告とか死亡フラグ立てるなよ！　変なフラグ立てやがったヤツは、俺が後ろから一生結婚できない呪じゆ詛そ撃うち込んでやるからな！」


　戦せん端たんが開かれようとしていた。





　　　　◆





　京みやこ学がく園えんの学生寮りよう。


　生徒たちも、退避したか、任務へと赴おもむいているか、どちらにしても無人のその廊ろう下かを、姫也は足早に進んでいた。


　部屋から飛び出したのは先ほど。ひっつかんだ戦闘服に袖そでを通しながら、姫也は廊下を行く。階段を降りる。


「激竜の気吹ドラゴン・ブレス──にわかには信じがたいな……」


　横についてくるトマスにすべての事実を告げながら。


「それが今回のすべてだ。真相はわからんが激竜の気吹ドラゴン・ブレス。それが外のあれに関かかわっている可能性は極きわめて大きい」


　これで俺がいなくなっても──伝えられるべき真実は伝えた。


　足は寮の玄げん関かんへと、達する。


　ここから先は、駄だ目めだ──。


　大量破は壊かい兵器。その事実を思い出し、頭に置き、胸に覚かく悟ごを置いて、隊長を見た。


　だが、トマスはこちらを見てはいなかった。


　彼の微び笑しようの視線が行くのは、寮の入口。


　背景に置いた空から注ぎ込まれる青の光を一身に背に受ける者たちが、そこにいた。


　一ひと色いろが、夕ゆうが、ヱーファが、ゼナイドが揃そろいも揃ってそこにいた。


　しかも、皆みなその姿は自分の装甲服だ。意志ある皆の瞳ひとみを確認し、その意志を汲くみ取とり、内心に湧わく熱さを冷ますように姫也は深く息を吸い込んだ。


「──ダメだ」


　睨にらみつけるように端的に言い放った姫也に、隊長が口くちの端はしを上げて告げた。


「──自分だけで良いって？　カッコイイな。自己犠ぎ牲せいは素す晴ばらしいよなあ」


　笑えみ。しかしそれは、仕方ない奴やつだとそう言うような笑みだ。


「お前もアイリスちゃんも、そっくりだよな。相手を頼たよっといて、しかし相手が深入りするのは拒きよ絶ぜつする」


「…………」


　姫也は黙だまった。そして続く言葉を待った。


「展望台で、お前言っていたよな？　それがそいつの選せん択たくだって」


　すっと伸のばした手がゆるく、諭さとすために捕つかまえるためだけに姫也の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。


「確かにアイリスとの付き合いはお前が一番長い。確かにこの中で彼女を一番に心配してるのはお前だ。けどなんで、俺たちにまで言わずに勝手に一人だけで決めて、勝手に行こうとする。帰って来られる保証がないから？　ふざけんな」


　顔の距きよ離りをつめ、真しん剣けんな瞳がまっすぐに姫也を捉とらえて離さなかった。


「一人より二人、二人より三人の方が良いなんてバカでもわかる。俺でもわかる。


　少なくとも、俺はお前の助けになってみせる。もしも、お前が敵の銃じゆう弾だんに当たりそうになったんだったら、俺にできるなら、お前の替かわりに盾にぐらいなってやる。気が向いたらな」


　口元に小さく笑みを浮うかべ、


「たとえ、それで俺が死んでも、お前を呪のろって祟たたったりしねえ。そりゃ、俺が選択したからだ。お前が彼女を助けに行くって決めたみたいに、俺たちにだって俺たちの意思がある。


　俺たちは対等、常に皆が自分の意思で動く、自分のため、余よ裕ゆうがあったら皆のためにだ。お前が彼女を放ほうっておけないように、俺らだってお前を放っとかねえ！」


　そして、トマスは最終的にやはり笑みを浮かべた。


「だからよ、あんまり一人だと思うなよ。この、バカチンがあ」


　一色はすでにこちらに背を向け、


「貸しにしておくぞ」


「行こう！　姫ちゃん！」


　ヱーファが笑み、ゼナイドが後ろに立つ機械人形に指差す動きを真ま似ねさせながら、


「覚かく悟ご推すい奨しよう……色々希望」


「姫也は馬ば鹿かね。まあ帰って来たら私たちの我がまま死ぬほど聞いてもらうから、うりゃ」


　夕には、おまけに額にデコピンまで叩たたき込まれた。


　その姿に皆が笑い、姫也も思わず笑みがこぼれた。


「さーて、まずは本部だ。人員輸送用の高機動車ぐらい残ってるだろ。その足で武装かっぱらってアイリス奪だつ還かん作戦開始だ！」


「もはや盗人ぬすつとだな。隊規違い反はんどころじゃないぞ」


「いやーまー仕方ないじゃん」


　そんな皆のやりとりを見て、姫也は言った。


「すまん……みんな」


「「バーカ」」


　続く言葉を、口を揃え、彼らは言う。


「ありがとう、だろ」


　あらためて自分がどれだけありがたいものを持っているか、気付かされる。自分がどれだけ無力で、しかし自分は無力ではないと。


　行こう。ああそうだ。行くとも。


「さあ、行こうか！」


　皆は歩き行く。自分たちの学び舎やに背を向け、自らの意志で自分たちの選択へと。


　寮を出て、グラウンドに達し、そして行く。


　しかし、それを止めるものがあった。


　学園の入口、そこに立ちはだかる一つの影かげがあった。


「止まりなさい。あんたたち」


　確固たる意志を持ったまっすぐな目が姫也たちを見み据すえていた。威い風ふうを放つアーデルハイトは何も言わず両りよう腕うでを組んだまま動かない。


「先生──」


　だが皆が身構えるなか、動く者がいた。


「──行け」


　一色だ。彼は皆よりも数歩前に出て、前を見たまま背中で告げる。


「ここは俺がやる……貸しておくぞ。姫様助けて帰ってきたら確実に払はらえ」


　いつもは眠ねむそうなその眼が、今は睨にらむように前を見ていた。


「隊長、早さつ速そくだが作戦変へん更こうだ」


「オーケイだブラザー。んじゃあ、ここは任せた」


　それを合図に皆は走り出す。


　最初から全力疾しつ走そう。遠巻きにアーデルハイトを見るようにして、各々が校外に出ようとする。だがアーデルハイトはそれでも微び動どうだにしなかった。


　何事かと皆思う。それもトマスの一声で醒さめる。


「へへ、流石さすがは先生！　行こうぜ!!」


　アーデルハイトの横を抜ぬけ、皆が校門を通り抜ける。





　　　　◆





　もはや二人きりとなった学園のグラウンドで、一教師と一生徒は対たい峙じしていた。


　大おお柄がらな少年、一色はきっと詰つめた目で相対する者を見ていた。


「……俺が言うのも何ですが、行かせて良かったんですか」


　目がはっきりと覚めている一色がアーデルハイトに声を放った。


「うーん正直、理由はわからないけど、善悪正せい邪じやの判断ぐらいはつくつもり。手出しすべきか否いなかって言えば、後者だろうけど」


　言いつつ腰こしの後ろから軽い動きでなにかを抜き放った。


　それは一本の長棒ともいえるものだった。


　しかしその意い匠しようは明らかに剣けんの柄つかであった。


　柄尻じりには青いサファイアのような透すき通った輝かがやきをもった物質が埋うめ込まれ、握にぎり手には意匠の凝こらされた金の装そう飾しよくラインが施ほどこされている。両手用だとしても、柄の下か端たんは肘ひじにまで達しようかという長さだ。


　明らかに長い。そしてなによりも──。


　ない。柄が存在するだけであって、刀身も鍔つばもないのだ。


　アーデルハイトが握るそんな異様な武器にも眉まゆ一つ動かさず、一色はただ相手の真意に聞き入っていた。


「先生ね、まだ生徒だったときに憧あこがれていた人がいたの。何年前か聞いたら殺すわよ？」


　一色は無視した。


　アーデルハイトは昔の自分を思い出してか苦く笑しようして、


「その人はいつも強くて、いつも平気な顔して笑っててさ」


　懐なつかしむように、


「んでその人が子供を身ごもったときに、私はその人の後を追いかけてね、ヴァルハラに昇のぼったのよ」


　照れるように、


「まーそれで昨日の金きん髪ぱつ、トーラーね。アイツとも同どう僚りようだったんだけど。そこで力も得て、〝錬れん鉄てつ〟なんて二つ名までもらって、んで先せん輩ぱいが下に降りたのに合わせて、やっぱり退役して──いまはその人の子供の先生やってる」


　静かに、放たれる言葉に合わせ、アーデルハイトがゆっくりと足を上げた。


　軽い。予備動作もなしの一歩前に踏ふみ込むその軽い動きで、大地が揺ゆれた。


　脚あしで地面を穿うがつ。容易に土を抉えぐり、余波で風を起こすほどの震脚が周囲を揺らした。


「──どっちにも付けないんだよ。私し怨えん全開だけどね」


　アーデルハイトは柄だけで居い合あい抜きのような構えをとると、


「だから先生の言い訳に付き合いなさい。〝生徒に阻はばまれていました〟って言えるくらい」


　振ふり抜く。


　しん、と始めは何もないかのようであった。


　だが違ちがう。柄の先せん端たん、そこで動きが生じた。


　最初は風。それは空から束への収束の流れ。


　続き、最初はただの無色の風のなかに、色が生まれた。


　黒や白、灰色の粒りゆう子し。それは空から集まるようにアーデルハイトの周囲の風に乗った。


　砂さ礫れきだ。彼女の周囲に滞たい留りゆうするように、霧きりのごとく砂さ塵じんが纏まとわりついているのだ。風の勢いはそんなもので済まされるものではない。普ふ通つうなら四散してしまっている所だろう。


　さらにもう一度、アーデルハイトが剣を振り下ろす。


　アーデルハイトの動きは、漂ただよう砂塵に新たな動きを付ふ与よさせた。


　周囲の砂塵が、鍔に向かって集結し始めたのだ。


　固まり、塊かたまりと化す。


「それが……〝錬鉄〟と呼ばれた剣けん士しの剣、ヴァルハラの守護の大剣か」


　成されるのは長大な諸もろ刃はの石剣であった。


　最初からその姿であった直刃の剣の形をした岩、とでも言ったほうがしっくりくる。


　彼女の身一つ半はありそうな大剣。


　一色もあの剣は初見だが、存在とスペック自体は聞き知っていた。


　馬鹿げた話だ。何ど処こで何と闘たたかうにしても剣はいずれ折れる。戦場で武器を失うことは、死にも等しい。だったら──、


「剣を作り直せば良い。至し極ごく全う、それでいてふざけた理念だ」


　折れても折れても折れても折れても、いくら折れたとしても蘇よみがえらせれば良い。


　しかしそんなことが出来るわけもなく、剣を作るには様々な工程が必要となる。


　だったら、と実験的に作られたのがあの一ひと振ふりだ。


　周囲の物質を取り込み剣の形を無理矢理に形成する。


　切れ味、ではなく硬こう化かの術式を組み込み用いること、でどんなものを取り込んでも一定の大きさ・形状・硬こう度どの大剣を作りあげる。


　ただし、


「ヴァルハラの物質に限る」


　本来の大地に術式を施して、島にしているヴァルハラの物質なら、術式の媒ばい介かいとしては十分すぎる。紛ふん争そう期の防衛線の英えい雄ゆうは、〝錬鉄〟と呼ばれた剣士は仕える国の周囲にいる限り、無限に武器を成すことが出来たそうだ。


　ヴァルハラ本島が近づき、砂土が新東京都の上空に滞留しているであろう今だからこそ、使えるのであろう。


　それでも、惜おしみなく使用してくれるというのは、本気の証あかしだろうか。


「俺も……昂たかぶっているのかもしれん」


　いつもよりも加速する思考に、一色は素す直なおな感想を抱いだいた。


「先生、あんた良い人だな……俺たちはあんたが大好きだよ」


「教師冥みよう利りに尽つきる、って言ったげるわ。だから来なさい。先を行く姫也たちを行かせるために、殿しんがりとして残った一色、あんたの覚かく悟ごを採点したげる」


「──あんたとは一度本気で戦ってみたかった」


　抑えているような歓かん喜きが口の端はしから滲にじみ出る。そこで一色が初めて動いた。


　今まで片かた袖そでだけ抜いて、シャツの胸むな元もと、上から三番目の留めたボタンの部分に懐ふところ手でで引っ掛かけていた左腕を袖に通す。ロールアップ用に巻き上げられる袖を上げ、留め具で固定すれば、今まで見えなかった下か腕わん部ぶが日の目を見る。


「実際……久しぶりだな……」


　自らの腕を見る。


　外見上はその腕に特に変わった所はない。右腕と同じく鍛きたえられた腕だ。


「来い」


　唱えるとともに左腕に光が生じた。


　巻き上がるように、蔦つたが伸のびるように、一色の腕に赤光の線が走り、術式陣じんを描えがいて行く。それは幾いく重えにも幾重にも重なり走ることで、精せい巧こう緻ち密みつな紋もんを描いて行く。


　紋は意味を、文字は方向性をなぞり、光の収束とともに、一色の手には一つの力が握られていた。


「緋ヒ々ヒ色イロ金カネノノ剣ツルギ」


　どこからともなく現れたのは、赤の大剣。太陽のように赤い刀身。その内部で炎ほのおが燃え盛さかっているかのように、刀身部分の表面はゆらゆらと揺らいでいる。


　左さ右ゆう対たい称しようの鋭えい角かく的なバスターソードであった。


　一見、中世の騎き士しの盾たてのようにも見える幅はば広びろの刀身は、いくつかのパーツで剣としての形状をなしているらしく、幾重にも継つぎ目のような線が走っている。刀身の根元、鍔の部分からは護ご拳けんと呼ぶには厚く大きい箱状のパーツが柄の方向へと斜ななめに突つき出していた。


「それがあなたに継がれている力？　一色」


「大したもんでもないですよ……ただ金属が珍めずらしいだけです」


「珍しい、では済ませられないものよ。存在自体知っている者も一ひと握にぎりでしょうに」


　ヒヒイロカネ。オリハルコンやミスリルなどといった、伝説上であった鉱物の一種。そのなかでも、過か剰じようなまでの能力を秘めたヒヒイロカネの製法は、術式世界テウルギア、科学世界フイロソフイア、両世界において、すでに失われた遺物として扱あつかわれてきたものだ。


　そうすることで、存在をひた隠かくすために。


　故ゆえにその製法を受け継ぐ自分には、字あざながない。秘ひ匿とくされてきた自分のような存在、一族が表に出ることができたのも、世界統合のおかげとも言うべきだろうか。


　自じ嘲ちようにも似た感想を得ながら、一色は腕に力を込こめる。


「本気で向かわなければ……勝てない」


　言いつつ一色は巨きよ大だいな剣を軽々と持ち上げてみせる。


「〝錬鉄〟中なか沢ざわ・アーデルハイト。フルネームで名乗り上げるのかっこ悪くて好きじゃないのよね」


　答えるように両腕で構えるのは大上段、掲かかげるように持てば、大剣がオベリスクのように聳そびえ立つ。


「何者でもない、一色」


　肩かた幅はばまで足を広げ、身を沈しずめる。


　込める足の力を一気に解放する。


「勝負──!!」





　　　　◆





　京学園の方角で土を巻き上げるほどの盛せい大だいな爆ばく発はつ音が聞こえたのと同時刻。


　新東京都。世界統合後、科学世界フイロソフイア側に振れた関東に、もう一度都心として復活したこの都市は、やはりビル群と環かん状じよう線が覆おおいかぶさるように空を埋め尽くす。


　その首都高新宿線を上に、都心へと続く下道を走り行く車が一台あった。


　法定速度などと言うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような速度で、車両は行く。


　D.S.T.Japanの紋もん章しようが入った角張った造りの高機動車。


　その後部座席に、姫也たちの姿があった。後部を覆う幌ほろを取っ払ぱらった今の車体は、運転席以外は天てん井じようもなく開かれた状態で、もやは軽トラックと言っても遜そん色しよくない。


『トマス！　トマス・ガブリエル!!　お前らがやっていることは隊規違い反はんどころか、射殺オッケーの犯罪行こう為いだぞ！　この事態がわかっているのか!?』


　拡声機を通した怒ど気きを帯びた叫さけびが上がるのは後方、車を追いかける白バイならぬ黒バイの軍勢。その中央ほどに陣じん取どっている一台からだ。


　それに対し、運転席でハンドルを握るトマスは備えられた拡声器を通して声を放った。


「一国の危機なんだよ──ってか、ほんとに機動科総動員かよ!!　拠きよ点てん強きよう襲しゆう作戦だからって取り残されたんだな！　かわいそうに!!」


　地上での高速戦せん闘とう機動を得意とする現代の騎士が駆かるバイクは数一〇台の群を成して、黒アリの軍勢が獲え物ものを追い立てるように、前を走る高機動車に纏わりつこうとする。


『──諦あきらめてお縄なわにつけ！　Ghost01から機動科全隊に通達、任意の攻こう撃げきを許可する。タイヤ撃うち抜ぬけ！』


　声を合図に、後続のバイクたちが一いつ斉せいに速度を増して車に纏わりつきはじめた。


『トーマースー!!　ついに頭までイッたか!!』


　と機動科の隊員から通信が入る。射しや撃げき前に説得に来たのかと思えば、


『先輩、貸したエロ本返してくださいよ！』


『トマス！　貸した俺のお宝ＤＶＤ返せやあ！』


『さっさと捕つかまれ！　あと、貸したエロゲ返しやがれ！』


　後方から追いかけてくる機動科の面々から私し怨えん全開の罵ば声せいと大ブーイングが飛んだ。


　後部座席にいた姫也は素す直なおに感心したように、運転席のトマスを見ていた。


「お前、ほんとにエロに殉じゆんじているんだな、もうそこまでいくとホント、いや、なんか……ゴメンなあ」


「うん、私たちもなんかゴメンね……」


　トマスは分隊全員からの哀あわれみの視線をその背に一身に受けていた。


「うん、お前ら覚えとけよ？」


　あ、それと思い出したように通信機に向かって声を放った。


「借りていたブツだけど、こないだの寮りよう室しつチェックで全部摘てき発はつされちまった」


『『てんめえええええっ!!』』


「というのは噓うそで、しっかりと逃にがしておいたぜブラザーたち」


『へっ、やってくれるじゃねえか』『信じていたぜ、お前のことをよ』


　見事なまでの手のひら返しを見せる機動科の面々に、トマスは満足気に頷うなずき、


「ああ丁てい寧ねいに梱こん包ぽうして、感謝の手紙を添てん付ぷして──お前らの実家宛あてに送っておいたから、大だい丈じよう夫ぶだ。品名オカズ在中って書いて」


『『てんめえええええっ!!』』


　後方から私怨に満ちた、容よう赦しやない射撃が飛び交かい始める。


　ところで、と隊長は視線をちらりとサイドミラーで後方ではなく、後ろの空を見た。


「夕、例のヤツは？　まだ来てるのか？」


　声に際し、いろんな感情込みで眉み間けんにしわを寄せた夕は遠く、建物の隙すき間まから見える空を見た。ビル群の隙間から時折姿を覗のぞかせる影かげがあった。


「どう見ても竜りゆう騎き士しのワイバーンだね。あいつら学校からずっと付いて来てる」


　数は三つ。空を切り、走るこちらに付かず離はなれず行く、弓ゆ弦づるを引き絞しぼった弓のような形をした陰いん影えい。


「どっかの誰だれかさんが監かん視しつけてやがったか……てことはもう向こうにはバレてんのかよ」


　運転席でトマスがつぶやき、唸うなり声を上げるが、


「構わない」


　姫也は言い放った。


「構わんさ。正々堂々奪うばい取ってやるまでだ」


「おうおう、騎き士し殿どのは勇ましいことで」


「じゃああれの相手、私が行って来たげるよ」


　立ち上がり声を放ったのは、ヱーファであった。





　　　　◆





「流石さすが、こと戦闘になるとある意味誰より好戦的だな」


　ヱーファは服装も新たにしていた。頭には不ふ釣つり合いな大きさの黒い魔ま女じよ帽ぼう子し。そして首にはバイク用のようなメタリックなゴーグル。


　ヱーファは風に構うことなく立ち上がると、その手に持つものを突き立てた。


「魔女の最重要マストアイテム、箒ほうき型飛ひ翔しよう機。帯としては使えないけど」


　見た目は確かに、箒に見える。


　しかし、長い柄えの持ち手の途と中ちゆうにはグリップのような物が突き出し、地面を掃はく為ためにあるはずの下か端たん部ぶには植物の枝などではなく、吸気用のスリットが開いた花弁のようなパーツが、ジェット戦闘機の可変ノズルのようにあり、蕾つぼみのようだ。


　柄の途中に〝Shooting Star〟と銘めい打うたれた鉄箒を片手に、魔女は空を見る。


「いいのか？　制空権争いをヱーファ一人に任せることになる」


「目的は戦闘に勝つことじゃないよ。アイリスちゃん奪だつ還かんした時点でこっちの勝ちだし」


　濁にごりない笑え顔がおで笑って見せる。


「だから、ここは唯ゆい一いつの航空戦力が対たい抗こうして行くしかないでしょっ」


　いかにも楽しそうにつぶやき、箒に跨またがる。


　右の掌てのひらにはめるのは人差し指と中指だけ抜いたマッドブラックの手て袋ぶくろ。各所に機械的なパーツのついた手袋の手て甲こう部分には、円状の金属パーツに縁ふちどられた液えき晶しよう画面のようなものが付いている。


「──空は私にまかせてよ」


　ヱーファが跨またぎ、飛翔機の蕾つぼみが花開く。下部スラスターを推力可変ノズルのように拡張させた椿つばき型飛翔機。その操縦桿かんたる鉄箒の中腹ほどにつけられたアクセルグリップを柄と一いつ緒しよに握にぎり込む。


　その動きに呼び起こされたのは、光の発現。


　鮮あざやかなスカイブルーの文字列が、いくつもスラスター部から吐はき出され、椿の後方に術式陣を三枚展開される。空気抵てい抗こうと重力、体重、それぞれの減げん衰すいのためのものだ。


《CAUTION!!》


　離り陸りくを周囲に告げる警告表示が術式で空間投とう影えいされる。


　その様子を確かく認にんして、トマスは通信機に声を放った。


「機動科のスピード狂きようども！　魔女が空に昇のぼるぞ！　ふっ飛ばされたくない奴やつは下がれ！」


　その声にくすりと笑うと、ヱーファは首にしていたゴーグルをぐいっと持ち上げ、眼め元もとに装着して笑みの視線を隠した。


「行って来ます──!!」


　金属パーツで形成されたブーツで、軽く跳はねるように宙に浮うけば、ヱーファはそこに取り残されるように、空に躍おどり出た。


　そのまま宙でグリップを手前に引くように押し込めば、空中でパラシュートでも開いたかのような急な動きで跳ねるようにヱーファの身が空高く舞まう。


　宙でされるがままに任せていた姿勢を安定させ、メインスラスターを起動。
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　青白い光を出力として鉄箒にまたがった魔女は昇る。


　上へ上へ、上空に展開した青の光に気をつけながら、ヱーファは高度を上げていく。


「っ──カタパルトないと昇るのにも苦労するなあ……」


　自身に掛かかる荷重をスラスターが生み出す上じよう昇しようの力が超こえる感覚の中、ふと下を見れば皆みんながこちらを見上げてくれている、姫也もゼナも夕も隊長も。というか隊長こっち見てないで前見て運転しなよ。後ろバイク来てるよ、まったく。


「さてっと──お仕事しますかね！」


　視線を上へと戻もどせば、ゴーグルのレンズ部分に文字の群が映し出された。


《【System】etc. All OK!!》


　起動を歓かん喜きするような文字を確認し、上を目指していた体を、箒ごと前へと押し込むように倒たおしこめば、箒と地面が水平となる。


「バランサー起動！」


　装そう甲こう靴ぐつの踵かかと、高さの低いヒール同士を打ち付けると、ブーツとなっていた金属パーツが展開。金属の駆く動どう音を立てながら、向きを変え、形を変え、その動きが完かん了りようした瞬しゆん間かん、ヱーファの両足から無機的な双そう翼よくが生え揃そろった。


　操縦桿たる柄、スラスターたる箒、翼つばさたる両りよう脚あしのバランサー。


　魔女が空を飛ぶ条件は揃った。


「目標──捕ほ捉そくっ」


　車を遠くから並走して、飛んでいた三匹びきの竜とそれを駆る騎士。


　ゴーグルの下の瞳ひとみが相手の姿を確かに捉とらえた。


　眼の風防とヘッドアップディスプレイを兼かねたゴーグルのなかで、視界に映る三騎が自動捕捉され、姿が拡大される。


　彼らの姿は、まさにファンタジーの竜騎士だった。


　竜の姿は簡単に言えばワイバーン。翼と同化している前ぜん肢し、翼の根元、その背には鐙あぶみが付いている。駆る者の格好も軽量化された西洋風の鎧よろいにも似た装そう甲こう服。しかし、手た綱づなをとるその手にあるものは剣けんでも槍やりでもない。黒鉄色の空戦用の軽けい機き関かん銃じゆうだ。


　三騎はヱーファに気づいたらしく、ブレイクしようと別々の方向へと向きを変え始める。


『こちらはヴァルハラ空軍──』


　オープン回線で入って来るのは重厚な相手兵士の声、なにか言おうとしているが相手は手に持っている物を、あちらこちら弄いじっているのが見える。安全装置の解除と、初しよ弾だんのロードといったところだろう。ならば──、


「先手必勝！」


　あえてオープン回線に乗せて相手にこちらの意図を明確に伝える。


『!!』


　通信機の向こうから緊きん張ちよう感かんが伝わって来る。


　右手を箒から放し、グローブをつけた掌を一度握りこめば、手甲部分の液晶ウィンドウのようなパーツに光が宿った。


　そのまま腕うでを体の正面に掲かかげる。


「駆かるは鉄てつ錆さびの魔ま箒ぼうき。欲ほつするは鉄てつ砲ほうの魔ま杖じよう。仰あおぎ見るは黄金の大空──我此こ処こに在あり！」


　起動の呪じゆ文もんに応じ、画面部分に青い光が灯ともり、映し出されるのは文字の群。大小様々な英字の羅ら列れつが魚群のように画面の中を右へ左へと走る。


《Witch craft-Arms[image: ][image: ]eady.》


　その表示を確認し、ヱーファは蒼あおの光を軌き跡せきに残しながら腕を一気に横へと振ふり抜いた。


「空対空Ｄ光こう弾だん・連装ポッド──」


　動きは音を伴ともなってきた。


　空を来るヱーファの左右に術式紋もんが展開。そこから身を伸のばすように、異空間から吸い出されるように、白銀色の武装が現れたのだ。出現したのは長方形の箱のような連装ポッド。文字通り砲ほう身しん前部に無数の銃じゆう口こうが穿うがたれた、連射用の攻こう撃げき兵器だ。


『武装を呼び出しやがった!?』


『バカッ、見とれている場合か来るぞ！』


　行く。


「行っけええ──!!」


　声と同時に生まれたのは拳こぶし大の光球の群。


　ヱーファの左右に生まれた双そうの兵器は、攻撃の合図に伴い、次々と光弾を吐き出した。光弾は円えん弧こ上の弾道を描えがき、目標三騎を包み込むように四方から襲おそいかかった。


　中身を吐き出しつくした左右の兵器は、自動で術式紋を展開し、その身を沈しずめていった。


「フールスロットォ!!」


　箒の出力を操作するグリップ、それをさらに手前に引けばガードと共にアクセルグリップがスライド、車のアクセルのように押し込まれ、箒は爆ばく発はつ的てきな加速をもたらした。


「っ──最近全速力出してなかったからなあ」


　久々に自分の身にぶつかる加速の重圧、それを感じながら直線を行く。


　相手にはまだ着弾していない、先に見える三機は各方向に散らばりながら機関銃で弾たまをばら撒まき、撃げき墜ついしようと試みる。


　だが、銃弾の命中した光弾は破は片へんを散らすように分ぶん裂れつし、そのまま追つい尾びを継けい続ぞくし始める。


『オイ、こっちはまだなにも──』


『迎げい撃げきしろっ！　年下の魔女っ子に落とされやがったら減げん俸ぽうだ!!』


『魔女っ子かあ、それ良い響ひびきだなあ──って俺のほう弾だん幕まく濃こいなオイ！』


　大空に悪態をつきながら、兵士たちは自らに迫せまる弾丸に対抗する。


　連射の音が三つ重なり光弾を撃うち、さらにそれが拡散弾等として撒く子弾を撃ち落としていく。


「クソッ──」


　一騎が纏まとわりつく光弾の直撃を喰くらった。


　後続があれば、初弾に続いて砲ほう撃げきは連打と化し、連れん鎖さの爆発を生む。


「ずっと尾び行こうしておいて『なにも』も何もないって言いたいけどね……」


　落ちて行く竜と騎士を横目で見て、目をつぶりすぐに前を向き直す。


　向こうがどういった意図でアイリスちゃんを攫さらったかなんて今はわからない。だけど今は目的のため、なすべきことを考えろと、自分の心をぎゅっと押さえ込み言い聞かせる。


　だが、もしも向こうに欲よく望ぼうもなにもないのであったのなら、全部終わったら菓か子し折おりの一つでも持って謝りに行こう。


　アイちゃんと皆で──。


　意思を乗せるようにヱーファはさらなる速度を欲ほつし、身を倒しこんだ。狙ねらいに定めるのはこちらの上を行く一騎。


　小こ柄がらな飛ひ竜りゆうに乗る竜りゆう騎き士しは、術式世界テウルギアの生んだ魔女の箒と同様の、個人単位の小型航空戦力の一つだ。


　しかし、そんな彼らには決定的な弱点がある。


「ターンッ!!」


　ヱーファは強引ともとれる動きで箒を引き、体重移動とバランサーの操作でクイックターン、進行方向をなんなく逆方向にまで持っていった。


「何て機動力だよっ──!!」


「そっちが遅おそいだけだよ！」


　あっと言う間に上を飛んでいた一騎の後ろに着く。


　竜が生物である以上、機動性という概がい念ねんは二の次だ。生物の進化の歴史の中での飛行というのは安定性の追求、その一点を目指して行く過程の中で今の姿になった。


　対して人類が作って来た戦せん闘とう機などは安定性や機動性、それらを人が欲するだけの性能を求めて追求してきたものだ。


　特に機動に関しては重量が軽く、それ自体も小さい分、自分の思い通りに使いやすい。


　ドッグファイトの機動の優ゆう劣れつは比べるのも愚おろかだった。


　先を行く相手も当然撃たれまいと、弧を描くような緩ゆるやかな飛行やアップダウンで何とか目標を定めさせないようにと抵抗する。


「目標捕捉、術式用双──!?」


　不意に、警告音が鳴り響いた。


《【ALERT!!】[image: ]》


　ゴーグルの中、レンズに表示された警告対象の方向を示すベクトルの指し示す方向へと首を回した。右後方斜ななめ下、見えるのは残ったもう一騎の竜騎士。今、彼がその手に握るのは、


「杖つえ──ただの騎兵じゃなかったんですか!?」


　絵本の魔ま法ほう使つかいが使うような、タクトのような術式媒ばい体たい。中国や日本などは符ふが多いのに対して、西洋系ではかなりメジャーな媒体だ。


　こちらの方向を向いた杖の先せん端たんを中心として、術陣じんが展開される。


『……すまんな嬢じようちゃん。こっちも仕事なんでな──お返しだ！』


　いつの間にか、前の相手は横への滑かつ空くうで、こちらから距きよ離りを離はなしていた。


　瞬間、円の中から多数飛びだしたのは、先ほどヱーファが放った光弾と同様のもの。


　倍返しと言わんほどの数の弾丸が直線や弧を描き、不規則な弾道でヱーファに押し迫る。


「──空対空要よう撃げき用Ａ弾だん頭とう・双そう砲ほう待機維い持じ！」


　再び彼女の横に生まれたのは長大な銃じゆう身しんを持った鋼はがねの双砲であった。砲身は出現すると同時、砲身の喉のど奥おくに威い力りよくの光を溜ため込みつつ、待機状態を維持した。


「まだ撃てない……!!」


　そのままヱーファは、昇のぼり迫ってくる光弾の網あみに対して、背を向けた。


　加速。宙を叩たたきつける瞬発的な加速で、速度を機動可能領域ぎりぎりまで上げた。


　後ろを確かく認にんしつつ、スラスターとバランサーの微び調ちよう整せいで機動を不規則にする。


　上昇、加速。


　水平維持、加速。


　ターン、下降、左へ、加速。


　ロール、急きゆう上じよう昇しよう、右へ、すぐさま加速。


「ああもうっメンドクサイなあ！」


　群れなす光を後ろに置き、しかし追いつかせずに尾おを引く流星のように空を走りまわる。その姿は、上空に展開する術素アトモスフイアの大きな流れを上書きするように、舞まった。


「それでも──気分がいいのも確かだね」


　今、ヱーファの胸の中にあるのは、空戦への魔女としての喜びであり、自分の作ったモノが十分に使えているという結果への開発者としての喜びであり、仲間のために戦っているという友人としての悦よろこびであった。


　こんな気分で戦うのも久々であった。


「姫ちゃん、日ひ頃ごろ頼たよりたがらないからなあ」


　そんなことをつぶやいていると、通信機が短く鳴った。


『ヱーファ、大だい丈じよう夫ぶかよ』


　それは眼下、あいかわらず機動科に追い立てられている、一台の車からであった。


「あ、隊長、ありがとね。そんなことよりそっちの後ろの機動科ロケランとか持ち出し始めてるけど？」


『げえっ！　お前もがんばれよ！』


　なんだかなあ、と思いつつもヱーファは口元に微び笑しようを得た。


　心配してくれる仲間がいる、というのは、


「いいなあ……」


　魔女にとって〝魔女である〟ということはプライドであり、また誇ほこりの歴史だ。


　魔女裁判といった異い端たん審しん問もんは、統合を果たした二世界、そのどちらでも行われた忌いむべき歴史だ。


　迫害を逃れるため、魔女たちは自分たちの技術をひた隠かくし、仲間との交流を断ち切り、たった一人で自らの術を極めていった。ゆえに魔女術はまるで流派が統一されず、今も外で学ぶ必要がないとして、個人レベルでの研究をしがちだ。


　孤こ独どくになりがちであり、自分も実際そうであった。引きこもりがちであった。そんな自分が今は仲間を得て、そして仲間に気き遣づかわれながら戦っている。


　その事実に、妙みようなおかしさを得ながら、ヱーファは見る。


　後ろ。光弾の軍勢はもはやすぐ手の届く距離まで詰つめられている。


　それでも笑った。


「こんな弾幕、みんなイジりに比べたらっ──」


　同時、スラスターノズルを左方向へと収束させる。外がい殻かくが速度にきしみを上げながら、一気に左へと推力を発揮すれば、機動は言うまでもなく、横へと回転する。


「強化術式を右足に集中、右バランサーの重量最大！」


　溜め込む息を吐はき出し、掛かけ声と共に、ヱーファは体を捻ひねりつつ体勢を斜めに倒たおすと、ハイキックのように右足を大きく蹴けり出した。


　彼女の体は振ふり子のように右足に釣つられ一気に向きを変えることになる。


　空中での高速サイドスピンターン。


　それによって、左右に展開していた双の砲身、その左の一門が、裏拳のように引きつけていた光群の先頭を走っていた弾丸を打撃した。


　そして生まれるのは、後続の爆ばく破は連れん鎖さ。


　初弾が次弾を、次弾がその次を、次が次をと次々に光はぶつかり合い、空に光の花はな吹雪ふぶきをはらはらと舞い散らしながら、崩ほう壊かいしていく。


「よっし──」


　音を立てて、元の向きへとスラスターが戻もどる。逆向きに働いていた力が、順方向へと向きなおる。


　加速は前へ。


　爆破の連鎖が生んだ術素アトモスフイアの吹雪を、最大加速を以もつて吹ふき飛ばし、かき消した。


　見る。ひきつった顔でヱーファを見る竜騎士を正面に捉とらえ、ヱーファはグローブをはめた右の手指で指鉄でつ砲ぽうをつくると、それに同期した残った右の一門が照準を微調整する。


【LOCK ON!!】


「もらったよ！　発っ射ぁ──!!」


　同時、空を分かつ極ごく太ぶとの光条が突つっ走った。


　空に少女の歓かん喜きが響き渡わたる。





　　　　◆





　アイリスが目を覚ましたのは、外での騒さわぎによるものだった。


「ここは──……」


　天てん井じようは高く、太い支柱に支えられた広い空間。


　今自分がいるのは、広間の中ほどだ。


　立ち上がり、眩くらむ視界で屋内を見渡した。


　空間を彩るのは、左右の壁かべに配されたステンドグラス。その向こうからは、陽光ではなく、なにか青の光が室内を照らし出していた。


　上空にある術式流の収束点がここであるなど、アイリスは知る由よしもなかった。


　洋風の造りの大広間。アイリス自身はその建築様式をなんと呼ぶかはわからずとも、この場所がどこなのかはわかった。


「本国のはもっと広くて大きいはず……。ならここは大使館の慰い霊れい廟びよう？」


　小さな教会のようにも、礼拝堂のようにも見える内装。たしかに信しん仰こう対象をもつという意味では正解だが、そこで祀まつり上げられているのは、ヴァルハラの民たみの先祖たちだ。


　常在戦場。理念ではなく事実そうであった過去を持ち、そして戦いから逃のがれ、国を築いた彼らだからこそ、戦い失ってきた先祖たちを忘れることなかれという戒いましめとしての、一種の先祖崇すう拝はいであった。


　広間の奥、一段あがったそこにあるのは教きよう壇だんではなく、巨きよ大だいな石せき碑ひ。


　奥側を支配する石板、その碑ひ文ぶんに刻まれた戦いくさから建国までの流れ。そして今、それを前に、歴史をたどるように読む者がいた。


　背の高い初老の男。短く刈かり込まれた髪かみは未いまだ黒く、がっちりとした肉体、目を細めると目元や眉み間けんに年月を感じさせる皺しわが寄る。


　軍部の長ちようたる男の猛もう禽きん類るいのような目が、アイリスを見た。


「叔お父じ様、いえシドウ……アナタが私をここに？　どういうつもり、よりにもよってあなたのような男がここに来るなんて。皮肉のつもりなら最低ね」


　アイリスが憎ぞう悪おを込こめた眼まな差ざしをシドウに向けると、彼はひきつった笑えみを浮うかべた。


「小こ娘むすめ。置かれている立場がわからぬようならば、理解させてやってもよいが？」


　それは怒ど気きを押し殺した声であった。


　シドウが振り返りざま、こちらへと一歩を踏ふみ込もうとした所で、シドウの動きを止めるものがあった。


「元げん帥すい──彼女こそがここから必要な存在なのですから」


　声に、シドウが横目で見るのは、石碑の端はし、その陰かげから姿を現した一人の青年であった。西洋騎き士しらしい凜り々りしい風ふう貌ぼうをした騎士。


　その男の名をアイリスはよく知っている。


「トーラー……！　よくも臆おく面めんもなく私の前に立てるわね、汚きたならしい裏切り者！」


　アイリスは激情のままに吐いて捨てた。


「これは手痛い」


　わざとらしく肩かたをすくめてみせ、表情は微笑のままに短く告げる。


　今の彼の挙きよ措そは今まで自分が見てきた、義を重んじる実直で畏かしこまった騎士のものではなくそれを百八十度ねじ曲げた、騎士というより道化とでも表したほうがよさそうなものであった。


　粛しゆく然ぜんとしているはずの厳おごそかな空気が霞かすむほどに、ふざけた態度だった。


「さて姫ひめ様、おひさしぶり、というのも変ですかね」


　優やさしげな笑みをこちらに向け、そのままの表情で彼はシドウの横に並び立つ。


「そうね。まさか全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていたあなたに裏切られるなんて……思っても見なかったわ。自分の馬ば鹿かさ加減に頭にくる」


　こちらの反応を楽しむように、トーラーは喉奥でくつくつと笑った。


「どういうからくりって言っても、手を組んでいた、とそういうことなんでしょうね……」


　ひどい気分であった。


　道化は自分だ。トーラーとシドウの手中で踊おどっていたのも、自分だったのだ。


「で、あなたたちは私を囮おとりにしてどうするつもり？」


　睨にらみつける先、だがシドウはこちらへと視線を返さなかった。怒気を宿した視線を彼はそのまま横にいるトーラーへと向けたのだ。


　かつかつと靴くつ裏うらで落ち着きなく床ゆかを打つその姿がアイリスは気になった。


　そのままどういうことかと、トーラーを見やる。


　双そう方ほうの視線を受け、やはりぶった動作で、仕方ないというように苦く笑しようし、トーラーは一歩前へ踏み、こちらを見て、


「どうしましょうか──」


　困ったように笑ったのだ。


　強く、床を踏みぬくように床を打ち、シドウがトーラーに詰め寄った。


「きっ貴様……!!　あれほど任せておけと言っておきながらあ──!!」


　怒ど号ごう。あらんばかりの声を絞しぼって放たれたであろう叫きよう喚かんが室内を打った。


　トーラーへと詰め寄ろうとしたシドウを、しかし騎士はゆるりと躱かわした。


　ここからの光景をアイリスは理解が追いつかず、ただただ見つめるしかなかった。


「ははは大丈夫ですよ元帥。策はありますって。ちゃあんと用意していますよ」


「バカにしているのかトーラー、貴様ァ!!」


　──シドウは焦あせっている？


　先ほどからのシドウの落ち着きない行動からそう思った。


　だがしかし、それ以上に、アイリスの眼めはトーラーを追っていた。


　壇だん上じよう、差し込む光の中を、蝶ちようのように、幽ゆう鬼きのように捕とらえどころなく歩く。右へと左へと、踊るように。陶とう酔すいのままによろけるように。


　狂くるったのかと言いたくなるような、不気味さであった。


　目を離はなしてしまえば、次また何をするのかわからない。目を離してはいけないと、そんな言いようもない不安から、アイリスはもちろん、シドウすらトーラーから目を離せずにいた。


　トーラーはそのまま声を放つ。


「姫さま、いま外はすでにD.S.T.に包囲され、こちらの軍勢と対たい峙じしています。聞くところによると、監かん視しをつけていた八や劍つるぎ姫也くん、彼もこちらに向かっているようですね」


「え──？」


　胸のうちにこみ上げるものがあったが、驚おどろき以上に表に出すことはなかった。


　トーラーが口くち端はしを歪ゆがめ、目め尻じりを下げ、こちらを睥へい睨げいするように、見下すような笑みで見ていたからだ。


〝これから起こることを自分だけが知っている〟と言うような、こちらに彼の思う通りのシナリオの結果を期待して、その上でほくそ笑むような、ひどく陰いん湿しつで醜しゆう悪あくな笑みであった。


「さて元帥、助かる方法ですけどね──」


　くるりと騎士トーラー・ブラシェットはシドウへと振り返る。


「此こ処こごと全部滅ほろぼしちゃいましょう。新東京都もヴァルハラも」


　彼は言葉と共に、大おお仰ぎように天を仰あおぐように手を広げ、


「そうすれば助かります。私は、ですが」


　シドウに正面から距きよ離りをつめた。


「ああ、それと元帥──しかし、アナタにはもう舞ぶ台たいから降りて頂きます。此処から先のシナリオはあなたでは役者不足です。降板です」


　シドウの身体からだを軸じくとするようにぐるりと背の側に回り、その背に自らを添そわせる。


　わけがわからない。それはシドウも同様のようであった。トーラーに後ろから抱だかれたシドウは身を伸のばすようにこわばらせ、気になるものの、後ろに振り向けずにいる。


　老ろう翁おうの表情に落ち着きも何もなく、表情は恐きよう怖ふに侵しん食しよくされていた。


　その様子を楽しむようにトーラーは笑みを強めると、アイリスへと視線を向け、シドウの肩かた越ごしに口の動きだけで言った。





『　見　て　い　ろ　』





　胸中に沸わき立った言いようもない不安をアイリスはそのまま叫さけびとした。


「やめなさい！　トーラー!!」


「ど、どういうことだ──」


　振り返ろうと首を回そうとしたシドウの問いが不意に疑問に変わった。


「──ハ？」


　シドウは一度大きく身を震ふるわし、その後びくびくと身を痙けい攣れんさせながら、自分の胸を見やる。


　腕うで。胸の中央から生えている真っ白な腕。それを自身の眼で見る。


　祝しゆく杯はいを掲かかげるように、その真っ白な彫ちよう刻こく像のような細い手指に握にぎられている、未いまだ赤黒い液体を吐はき出し、萎しぼみながら脈打つ拳こぶし大のそれを。


「もう用済みだ。おつかれクソ爺じじい──」


　子供が虫の足を一本ずつ千切るような無む邪じや気きだが、残ざん酷こくな笑み。


　トーラーはにっこりと笑って握り潰つぶした。


　赤黒く脈打つトマトがもはや微み塵じんと化すまで手指で押おし拉ひしぐと、満足したように手の平を広げ、果肉と汁しるを地面にこぼし滴たらせた。


「さて、いただきます、と食事前はこうだったよなこの国じゃあ」


　瞬しゆん間かん、二人の足元の影から触しよく手しゆのようなものが伸びた。


　だが、それは明確に触手の形をしているわけではない。


　闇やみをそのまま抽ちゆう出しゆつしたような黒の液体。それが触手のようにシドウの足を搦からめ捕り、ドロリとした粘ねん性せいの強い闇色の液体は、シドウの身を這はいたぐり徐じよ々じよに包み、最後は一思いに、水面であるかのように、トプンと影の中に呑のみこんでしまった。


　アイリスは目の前の光景に混こん濁だくする意識で、なんとか言葉を搾しぼり出した。


「ターラー……あなた……一体なんなの……」


「くふふ……」


　息を殺したような微び笑しようは、徐々に漏もれ出すように大きくなり、


「ハァッハハアアアア!!　いいじゃねえか！　無反応だったらどうしようかと不安だったぜ俺は！　不ふ感かん症しようじゃあなくてよかったじゃねえか姫さまあ!!」


　動けずにいるこちらを楽しむように、笑う騎士。


　一足飛びにこちらへと跳はねると彼はたった今、一人殺したその血で濡ぬれた手指でこちらの顎あご先を持ち上げた。


　トーラー・ブランシェットであったはずのナニカは、下げ劣れつな笑みを止め、見覚えのある演じていた騎士の微笑を取り戻もどした。


「さあ始めましょう。シナリオは破は綻たんなどしていません」


　そこには、見たこともない顔をした、騎士団長の顔があった。凄せい惨さんな笑みを彼が向けるのは、しかしアイリスにではない。もっと深い、違ちがう何かに向けてのものだ。


「さあ行こうか──激竜の気吹ドラゴン・ブレスよお！」


　深しん淵えんを楽しげに見るようなその眼に見入られ、アイリスは再び意識を失った。





　　　　◆





　ヴァルハラ大使館を前に置いた、D.S.T.の本ほん陣じん、突とつ入にゆうの準備も完かん了りようし、戦せん端たんを開けと命じるだけであった実動部長は、しかし副官の報告に水を差されることになった。


「何事だ──!?」


「ガキ共が、バカやってます!!」


　同時、彼らを圧が襲おそいかかった。


「なっ……なんだ……!?」


　耐たえ切れず、実動部長は地に片かた膝ひざつき、なんとか頭を上げている状態であった。


　見れば、自分だけではない。他ほかの兵も一様に地面にうつ伏ぶせ、起き上がれないでいた。


「ぐおおおお、やべえ俺の息子むすこが地面に吸い寄せられちゃううううう」


「や、やべえ日ひ頃ごろの行いか？　なんだこの強制土下座、いやもはや土下寝ね状態！」


　うるせえと思いつつ、実動部長は状じよう況きようの理解に意識を戻した。


　上から下へと。文字通り星に吸い寄せられるかのような重力。


　それは人だけでなく、武装も地面に張り付くように横たわり、装そう甲こう車などの車両は、想定外の荷重にフレームが軋きしみを上げていた。


「広域重力術だと？　こんなレアスキル使う奴やつ……ああ、そうか、うちにもいたっけな。仙術使いの娘むすめっ子が！」


　彼の苦々しい叫びを吹ふき飛ばすように、本陣の間を無理矢理に縫ぬって一台の車が走り抜ぬけていった。


「クソッ何してる！　ガキどもにバカやらせんな!!」





　　　　◆





　後ろから飛ぶ怒号も追いつかず、姫也たちはそのまま車を突つっ込ませた。


「夕、ついでに防衛部隊と正門を頼たのめるか？」


「任せなさい!!」


　夕が腕を胸前で組んで、後部座席に立ち上がった。


「隊長、思いっきり踏ふみこんで突っ込みなさい。強きよう行こう突とつ破ぱあるのみ！」


「ええ──……一応言っとくけど、もしかしなくとも運転席にいるのは俺で、結果的に一番被ひ害がい受けるのは俺っぽいんだけどなあ……」


　ちらりとサイドミラー越ごしに、夕を窺うかがうトマスであったが、


「ＧＯ!!」


　半眼の一いち瞥べつのもとに抗こう議ぎは一いつ蹴しゆうされた。


「ちくしょう──!!!」


　ヤケクソ気味にエンジンの回転数が上がり、大きな揺ゆれのあと、車は前へと強引なまでの速度を得る。


「姫也……」


　運転席に聞こえないくらいの声でゼナイドが姫也を手招きする。


「（敵の侵しん入にゆうは私が食い止める……まかせなさい）」


「（助かる。夕のヤツに防衛任せるとヘマするんじゃないかって心配でならん）」


「聞こえてんぞー」


　夕の半眼が二人に向けられるが、気にせず二人は続ける。


「（どうせ隊長足手まといだし……車もいい的）」


「（助かる。隊長のヤツがいると邪じや魔まするんじゃ──いや、確実に邪魔になる）」


「聞こえているからね!?　お前ら覚えとけよ？」


　無視して、ゼナイドは自身の装備の確かく認にんを始める。


「──ここは私が食い止める……キマった？」


「頼むぞ、夕！」


「任せなさい!!」


「……無視された」


　構わず、夕は手に持つそれを掲げるように持ち直した。


　手に握られているのは大おお振ぶりな白はく亜あの戦せん鎚つい。


　櫃ひつにも似た長方形の箱状の白い鉄てつ塊かいをハンマーヘッドに据すえた長なが柄えの戦鎚を指先で軽々と弄もてあそぶ。二転三転と回転させてみながら、夕はその具合を確かめる。


　続く動きで、軽トラの運転席の上に乗り、フロントガラスに脚あしを掛かけると、体を前へと倒たおし込んだ。まるで車体をスターティングブロックにするようなクラウチィングスタートの姿勢だ。


　構えていると、後ろからゼナイドと姫也の声が来た。


「姫也……夕のスカートの中が気になる？」


「大だい丈じよう夫ぶだ。あいつ今スパッツ穿いているから」


「うん、私がスパッツ穿いているということを知っている、ってことは中身見たってことね？　あとで覚えときなさい」


　夕は視線を前へと戻す。


「さてっと千軍万軍、物皆みな須すべからく叩たたき伏せる──といきたいところだけど、今回はズルしますか！」


　声を置いて、彼女は運転席の屋根に靴くつ跡あとを残し、夕は跳とんだ。それは車の走行速度を払はらい切るような、跳ちよう躍やくと言うよりも発射といった強引すぎる加速であった。


　身体強化。基本中の基本の近接戦せん闘とう用の術式だ。


　強化したその身で宙を行き、大振りな長方形の戦鎚を指先だけで軽々と回すと、


「術式兵装・月げつ判ぱん。広域稼か働どうでまかり通るわよ！」


　迎げい撃げき態勢をとり、装備を向けて来るヴァルハラ軍を顧かえりみることなく、夕はそのままスイングの体勢に入る。しかし、彼ひ我がの距きよ離りはまだ一〇〇メートルほどもある。到とう底てい物理的に届く距離ではない。


「うりゃ──ッ!!」


　右から左へ。横への振りぬきが、宙で行われた。


　しかし力が発揮された。


　最初は右から押し寄せる風であった。威いに押された風がヴァルハラ軍の中を荒あれ抜けた。


　追つい随ずいし、その風を起こした力が来る。


　振り抜きながら、夕は言った。


「月判の能力は重力操作。星創づくりの力の前には大勢も無勢の如ごとし。世にも珍めずらしい重力操作能力、受けてみなさい！」


　ある者は弾はじかれ、ある者はこらえるがそのまま横の者にぶつかる。


　ヴァルハラ軍左翼に位置する部隊が右方向から不可視の攻こう撃げきに打たれ、砕くだかれた。振り抜かれる戦鎚の軌き道どうに沿って力が高波のように軍勢に打ち寄せた。


　威い力りよくは軍だけではなく、建物の塀へいにまで達し、抉えぐり取るように塀を破は壊かいし、その礫つぶてを雨のように宙に舞まい踊おどらせた。


「さすがに全員吹き飛ばすってのはムリでも、これでスペース出来たでしょう！」


　声を放ちつつ、夕は遅おくれてきた高機動車の運転席の窓に足を掛かけて見事に着地する。


　すべてとは言えないが、明らかに陣じん形けいの崩くずれた防衛部隊を見て、車の後部座席で待っていた姫也とゼナイドが一様に、


「「ナイスショット」」


「あ──もうムリムリムリ。私がんばったー」


　夕は荒れた息で告げ、ひどく疲つかれた表情で、荷台の二人の称しよう賛さんにＶサインで応こたえる。


「ほんとうちの女連中は皆みんなムチャするね？　するね!?　オラァ退のかねえと轢ひいちまうぞ！」


　前方、打ち伏せられ傷を負った軍勢は突っ込んでくる車を見て、傷つき動けぬ者を退たい避ひさせながら、急ぎ逃にげ出すように道を開けた。


「傷ついてなお、死ぬ気で止めてやるって奴がいなくてよかったー……」


　夕はほっとしたように安あん堵どの表情を見せると、そのまま首を後ろに回してみせ、


「ゼナ、久しぶりだからって気ぃ抜いちゃダメだよ？」


　笑って親指を立ててみせる夕に同じように親指を立て、ゼナイドが立ち上がった。


「大丈夫……囮おとりもあるし」


「誰だれのこと!?　しかもいるじゃなくて、あるって言わなかった!?」


　囮の叫さけびもお構いなしと言った様子で、ゼナイドは立ち上がり、指先を動かす。その動きに応えるのは、一体の機械人形。


　荷台に座していたグラン・ギニョールが、その手に持っていた長い物体を包む布を引き剝はがした。包んでいた布は速度にはためき、一気に後ろへと飛び去っていく。


「春の新作。シングルアクション術式炸さく裂れつ弾だん・回転式槍そう撃げき機きランスドライバー。装そう弾だん数すう六発。特とく殊しゆ装そう甲こうすら軽々徹とおしてみせる」


　出てきたのは、二メートル長の鉄てつ杭ぐい。直杭の根元には、リボルバーの回転式弾だん倉そうをそのまま取って付けたかのような巨きよ大だいなレンコン状のシリンダーと、中にあるであろう弾丸を叩くための撃鉄。そこから先は突とつ撃げき槍そうらしい長い柄えが伸のびている。


　それをグラン・ギニョールに片手で持たせ、柄の部分を脇わきに挟はさませれば、その姿はまさしく中世の騎き士しの姿を彷ほう彿ふつとさせる姿であった。


　ゼナイドは自分の相方を足元から頭頂部まで、感かん嘆たんつきで見つめる。


「とっても良い感じ……騎士っぽい」


　ゼナイドはその姿にご満まん悦えつらしく、珍しくうっとりと目を輝かがやかせていた。


　しかし、ハッと気づいたような様子でいけないイケナイと頭かぶりを振り、前へ向き直る。


「合図したら左に切って、夕と姫也は行って……当方に作戦あり」


　二人と運転席へとゼナイドは言いつつ、自分は装備の確認をする。


「アハハハハハッ!!　もうなんでもド──ンと来いよアハハハハ!!」


　どこかネジが飛んでいるのは、気のせいではないだろう。


　目の前の正門、その手前で、


「今！」


「ヒャッハーッ!!」


　車両はドリフト状態で一気にその向きを左へと持っていく。


　しかし、


「……突き立てなさい」


　ゼナイドが腕うでを下に振るうと同時、騎き士し甲かつ冑ちゆうは杭先を地面へと向け、進行方向とは逆の地面に杭を打ち込んだ。急激な抵てい抗こうを与あたえるグラン・ギニョール。その足が荷台の横部分に引っかかっているため制動から逃のがれられぬ車体は抵抗に耐たえられず、


「「ちょっ待っ──!!!」」


　横転した。車体は運転席側を上にして倒れ、車体と地面が擦すれて火花を散らしながら横よこ滑すべりする、そして大使館の正面を塞ふさぐように静止した。


「ゼナも強引ねえ……もうひと頑がん張ばり！　姫也、行くよ！」


「すまんゼナ、ここは頼んだ！」


　夕と姫也の二人は背を向け、走り出す。





　　　　◆





　ゼナイドは、去って行く夕と姫也の背中を少しだけ見つめ、すぐに自分のやるべきことを為なすべく振り向いた。


「久々の実戦……色々と試ためさせてもらう」


　横転した車体、その荷台の上に座り、両手を上げる。


　操り人形を手元で操作するように。


「行きなさいグラン・ギニョール。中ちゆう途と半はん端ぱな情なさけ容よう赦しやなんていらない」


　ゼナイドは結んだ視線で前を見み据すえた。


　こちらから一定の距離をとり、半円状に包囲しつつあるのは門前で構えていたヴァルハラ軍の残存兵。


　良くも悪くも、自分たちの突とつ入にゆうを契けい機きとして、D.S.T.も動き出したようだ。すでに見える奥。破壊された門前でも、制圧すべく戦せん端たんが開かれている。


　だが──、と思う。


　何人たりとも中に入れるわけにはいかない。姫也の邪魔をさせるわけにはいかない。


　本心を言えば、自分が付いて行きたい。


　だが、今回ばかりは急がねばならない。彼に追随して行くには、自分では少々心こころ許もとない。我が慢まんがまんガマン。我慢すればご褒ほう美びがくる。そう思えば安いものだ。


「今回は裏方でも構わない……男を籠ろう絡らくするには日々の積み重ね。だから今は──」


　両手を静かに交差させる。


「──舞うように殲せん滅めつなさい」


　主の命に従う機械人形は、動き始めた。


　戦闘機動に合わせるように、兜かぶとのバイザー部分に青の光が宿る。


　ふと見上げる空には、ここへと収束していく、漏ろう斗と状の術素アトモスフイアの大流があり、それよりも低い位置では飛行機雲がゆるやかな円えん弧こを描えがいている。


　それを描く一いち影えいだけ明らかに速い。雲を引くほどの速度を出し、いくつもの光こう弾だんが空を横切っていく姿は、星のようでもあった。


「……ヱーファも頑張っている」


　と、周囲を囲っていたヴァルハラ軍の陣じん、その中央が割れた。


　傷ついた兵士たちに代わるように後ろから出てきたのは、


「強化外骨格兵、さっきの一撃ぐらいじゃだめ……」


　ゼナイド自らが開発し、子供とまで称しようしたパワードスーツであった。ヴァルハラ軍へと送ったものとはいえ、その姿を真っ向から敵として対たい峙じしてみることになろうとは。


　見た目こそ、グラン・ギニョールに近似しているが中身はまるで別物だ。パワードスーツといえば科学世界フイロソフイア側であるが、呪のろいの鎧よろいといったような装着者に常ならざる力を与えるものならば術式世界テウルギアにも存在する。
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　あれはまさにそのハイブリッドといったものだった。内部の兵士が術式を使用することで、常ならざる膂りよ力りよくを発揮する。先の夕の重力打撃を受けきり、何事もなかったかのように戦列に加わっているのも、あの鎧のおかげであろう。


　開発者として誇ほこらしい反面、それに向かわなければならないことに複雑な思いを抱いだいた。


「ごめんね……あとで直したげる」


　ゼナイドは腕を振るった。


「D.S.T.開発部所属、繰くるは人形士ゼナイド・ムトニエ・ド・ロード。演じるは、戦闘用可変装そう甲こう人形グラン・ギニョール。血みどろの人形劇の開幕。楽しく滑こつ稽けいに可愛かわいく踊って頂ちよう戴だい」


「あれ？　俺の存在って忘れられてなあい？」


　車体のドアが開いてトマスの頭が出てきたのと同時。


『撃うて──!!』


　強化外骨格をその身に纏まとった兵士たちが、担かついだ対戦車ロケット弾を射出した。





　　　　◆





　戦闘の開始の狼煙のろしとなったのは、その擲てき弾だんの射出音であった。


　炭酸が抜ぬけるような発射音とともに弾頭が二つ、車両へと襲おそいかかった。


「死ぬ！　てか死んだ──!!」


　助手席から首から上だけ出し、頭を抱かかえて悶もだえている男をジト眼めで見ながら、両手を振るう。すぐに射線上、彼女の前にグラン・ギニョールが飛びこんで来る。


　機械人形は重厚なその身と反するような、素す早ばやい動きで弾道に割り込むと、携たずさえた槍を横よこ薙なぎ一いつ閃せん。弾丸を防ぐ。


　杭の先せん端たんで引っかけるように打たれた弾頭は爆ばく発はつし、逸そらされ着弾の周囲に炎ほのおと爆ばく煙えんを撒まいた。火薬の匂においのする風を心ここ地ちよいと思いつつ、ゼナイドは乱れそうになる髪かみを押さえ、敵を見据えた。


「火薬の匂いって面めん倒どうなのに……キライじゃないけど……許さない」


　彼女の指揮に合わせ、グラン・ギニョールが前ぜん傾けい姿勢をとる。応じるように、両の肩けん甲こう骨こつ・ふくらはぎの装甲がそれぞれ展開。金属の擦さつ過か音とともにスラスターが迫せまり出てきた。


「行ってらっしゃい……グラン・ギニョール」


　スラスターから立ち上る陽炎かげろうが、推力となりグラン・ギニョールの足が地面から離はなれる。


　ゼナイドの右手が空を薙なぐ、その動きで機械人形の身が青光に押されて飛び出した。


『迎げい撃げき、迎撃しろ──!!』


「遅おそい」


　滑すべるように宙を走る機械人形の侵しん攻こうに対し、装甲兵たちは即そく座ざの動きをとった。


　前衛の二人が抜ばつ刀とう、後ろに残った兵士も対人用の銃じゆう器きよりも、無む反はん動どう砲ほうなどの重火器を優先して装備し始めた。


　前衛が足を止め、後衛が確実に仕留めにかかるとそういうことだろう。


　だが、とゼナイドは躊ちゆう躇ちよすることもなくグラン・ギニョールを相手へと突つっ込ませた。


　身をやや屈かがめるように下げさせ、抜刀する兵士を下から払はらうように肘ひじ打ちを叩たたき込んだ。


　狙ねらいは腹部、ある程度の可動域を確保するためにエビの甲こう殻かくのように蛇じや腹ばら状になった装甲の継つぎ目だ。


　グラン・ギニョールの機械フレームの拳こぶしが、装甲兵の腹部装甲を叩く。


　そのまま身を回し、腕を振ふり抜けば、鉄の拳は薙ぐように裏拳の追撃を見み舞まう。


　金属の激げき突とつ音が連続して響ひびく。


　兵士は、苦く悶もんの声とともに身を追って吹ふき飛ばされた。


　そこでグラン・ギニョールは動きを止めない。


『囲い込め──!!』


　相手の声をかき消すように、踏ふみ込んだ足を軸じくとして、グラン・ギニョールは回る。そして逆足に搭とう載さいされたスラスターにより回転は高速という速度を以もつて行われた。


　携えた鉄てつ槍やりを手の中で滑らせ、長なが柄えの端を握にぎる。


　リーチを伸ばした鉄槍を牽けん制せいとして肉にく薄はくする兵士へと振るう。


　しかし、それは、静止からのバックステップで回かい避ひされる。


「まだ遅い──」


　それでいい、とゼナイドはグラン・ギニョールに迫らせる。


　その隙すきを逃すことなく、返す腕で鉄槍を器用に回すと、杭くい芯しん部分を握り込み、槍の柄え尻じりで打撃した。


　その間、敵の装甲兵の一体が肩かたに構えた砲ほうがゼナイドを狙う。


「た──すけてえ──!!　おまわりさーん!!」


　車体のドアから頭だけ出して叫さけぶトマスをやかましいと思いつつ、ゼナイドは前を見る。


　射しや撃げきが来る。弾頭はその体にファンのような足の生えた鹵ろ獲かく用の特とく殊しゆ弾頭だ。


　怪け我がする事は無いとはいえ、当然そんなものに当たってやる義理も無い。かと言って、わざわざグラン・ギニョールを戻もどすまでも無い。さて、どうするか。


　ゼナイドが横を見ると、なんだ？　といった顔をするトマスがいた。


　即そく断だん即そつ決けつ。


「隊長……来て」


　少し恥はじるような表情でスカートの裾すそを持ち上げれば、


「し、仕方ないなゼナイドくん──ぐっは──!!」


　直後、トマスの背中を打撃した弾頭から広がった足に抱かれ、ゼナイドの背後、車の向こうへと吹っ飛んで落ちて行った。


『縛しばられる、縛られちゃう──』


　めずらしく役には立ったが、悶えてやかましいので無視だ。姿が見えていないのが逆に鬱うつ陶とうしい。その間にも、グラン・ギニョールをそのまま、敵てき陣じんに飛びこませる。


　狙うのは無力化。大なり小なり手に持っている銃器類。


　ゼナイドが狙われたら、狙っている武装を弾はじき落とし、蹴けりなりフックなりを相手の鳩尾みぞおちへと叩き込み、動きを封ふうじる。


　弾く、足を払う、摑つかみ、投げ、距きよ離りを開け、詰つめ、払う、機械人形は一体だけで立ち回り、次々と隊員を制圧していく。


　兵士たちを指揮する立場の男であろう、彼は青筋付きの怒ど号ごうを発した。


『何をしている！　早く確保せんかあ!!』


「そうだっ何してやがる！　あの極ごく悪あく非道な魔ま女じよを討ち取れっ!!」


　その様子をその横で見ていたトマスが腰こしに手をあて、ゼナイドを指さしながら声を上げる。いつの間に網あみから脱だつ出しゆつしたのだろう。見事に溶とけ込んでいた。


「「「…………」」」


『と、とりおさえろ！』


「え、アーッ!!」


　隊長がトマスを捕とらえるために指示を出し、男たちがトマスに向かって行くのを只ただ見ながら、


「切りがない……一気に決める」


　グラン・ギニョールが隊員から距離をとり、ゼナイドの前に陣取る。彼女が片かた腕うでを前に突き出すと、グラン・ギニョールは指示に従い両腕を前へと突き出し、静止する。


　掌てのひらを広げているため、握っていた杭くい打うち機が地面に落ちて重厚な音を立てた。


「今週のハイライト……殲せん☆滅めつ」


　言葉とともにグラン・ギニョールの全身装甲各所がスライドして開いていった。


　出てくるのは装甲と同じ色の銃じゆう砲ほう、その銃身はオートマチックタイプのような長方形状の肉厚なもの。擦過音に乗り、それが体から突き出てくる。


　両肩から両りよう脇わきから腕から掌から腰から腿ももから脚あしから……およそ体中のありとあらゆる場所から銃口が剣けん山ざんのごとく立ち上がる。


「予備携けい行こう用の四四口径術式自動拳けん銃じゆうを改造したもの。11.2mmの銀の特とく殊しゆ術式弾だん頭とう弾だんを総計四八発まで装そう塡てん可能……超ちよう凶きよう悪あく」


　隊長に襲いかかっていた男たちがギョッとした表情をする。男たちは顔中に脂あぶら汗あせを浮うかべ、たじろぎ、フリーズし、中には背中を向けて逃にげ出す者すらいる。真っ先に逃げ出そうとしたのが誰だれかなどは言うに及およぶまい。逃がすまいと、ゾンビのように群がる男たちにすぐ捕らえられた。


『待、待て、こっちにはお前の仲間も──』


「大だい丈じよう夫ぶ。弾頭は非殺用の束そく縛ばく術式に変へん更こうしてある……着弾かなり痛いけど」


「「ボソッと恐おそろしいこと言うんじゃねえ──!!」」


　トマスも含ふくめて装甲兵士すら外部マイクを通してくぐもった叫びをあげる。


「大丈夫──」


　この武装を使うのも久しぶりだ。最後に使った時の思い出に自身の顔が自然に綻ほころんでしまっていることに気づき、さらに笑えみを強くした。


「──姫也は全部避よけてみせた。頑がん張ばって」


　確かに抱く淡あわい感情。熱を持つ頰ほおに手を当て、うっとりしたまま指令を飛ばす。


　瞬しゆん間かん、ジャキンと言う初弾のロード音を全身から幾いく重えにも重なり立て、直後に男たちの本気の悲鳴が上がった。


　しかし、彼女は見る。眼の前で慌あわてふためき逃げようとする彼らのはるか後方から新たに車両が来るのを。


「……一色がいないと火力不足……めんどくさい」


　少しだけ苦い顔をするが、それもすぐに笑みへと変わった。


「ここを一人で食い止めて、後で……これ以上は言えない」


　言わないでも、彼は悟さとってくれるだろうか。


　銃じゆう撃げきの連射の演奏と男たちの悲鳴という、騒さわがしいＢＧＭの中で彼女は密かに、目頃は決して見せない優やさしい笑みを浮かべる。


　恋こいする乙おと女めは強い。





　　　　◆





　遠くで男たちの殺さつ戮りくショーが開かい催さいされ泣き叫ぶ声がこだまする異様な朝の街。


　京学園・高等部のグラウンド。


　早朝にもかかわらず忙せわしなくグラウンドを縦じゆう横おう無む尽じんに動き回るのは、朝練に来ている部活動の生徒のものなどではない。動きはもっと鋭するどく力強いもので、響くのは金属を激しくぶつけ合う音と、土を掘くつ削さくする音、そして──、


「はあああっ!!」


「──っ」


　対照的な呼吸を行いながら、己おのれの身長以上ある剣けんを振るい合う二人の剣士。


　片方が行うのは上段への切り上げ。対する者は後ろヘバックステップ。


　上体を後ろへ逸らし、鼻先を掠かするぐらいに留めた必要最低限の回避運動。さらにすぐに体勢を元に戻すことで、応戦の一いち撃げきを見舞う。


「けっこう剣の腕上げたね！　姫也と接近戦やってもイイ線行くんじゃない？　一色っ」


　ははっと剣けん戟げきの合間に笑いを漏もらし、アーデルハイトは身の丈たけに余りある剣を振るい、相対する者の名を呼んだ。


「アイツと比べられるとは──不ふ愉ゆ快かい極きわまりない……！」


　右下から斜ななめ左上方への斬撃。


　一色は斬撃を手に持つ大剣の腹で受け、その上を滑らせるようにすることで、剣の力と機動を上へとずらす。


　小さな挙動で大きな攻こう撃げきを逸そらせば、有利になるのは明白だ。


　大剣対大剣。パワー対パワー。しかし、二人の剣の運びは対照的だった。


　アーデルハイトはパワーを以もつて、圧あつ倒とう的てきな力で押して押しこむ。


　隙を作りそうになったら腕だけでなく、体の運はこびと全身の動きで剣の方向を変え、隙すら攻撃へと転じる。


　流れるような多撃必倒。


　対する一色は防ぼう御ぎよ主体。大剣だからこそ、押して押すだけではなく相手を確実に制する絶対の一撃を叩き込むための隙を求める。


　隙を狙った一撃必殺。


　一色が距離を詰めようと肉にく薄はくする。


　大剣とは薙なぎ、払う動きであれば、当然遠心力で叩き斬きるものだ。しかし、威い力りよくは当然刀身の根元の方へ行けば行くほど減げん衰すいする。


　防御主体の一色は、アーデルハイトの圧倒的なパワーに対して、少しでも対たい抗こうできるよう、インファイトになるように自分の大剣を盾たてのようにして戦っていた。


「後の先、か。キリがないわね──なら!!」


　アーデルハイトは後ろへ大きく跳ちよう躍やく、距離を一気に開けることで一色の射程外に出る。


　同時。その手に握る大剣の刀身が砂さ塵じんに戻った。


「大剣を扱あつかう者の嫌きらうのは──手数よね！」


　教員らしく諭さとすような叫びとともに、大剣の形を解といた。


　砂塵が回り廻めぐり、大剣を形成した時と同じく、轟とどろきの群のようにアーデルハイトの手元、握る柄つかへと収束していく。


　再構成。そして出来上がるのは、


「刀」


　先ほどとは似つかない、反りを持った薄うすい片かた刃ばの刀身。それでも彼女の身長を超こえる長さをもった一刀は、長巻や斬馬刀かと見まごう程ほどの長さを持つ。


「切れ味重視、鍔つば迫ぜり合いするつもりはないしね。さあ、解答を見せてみなよっ生徒！」


　感かん触しよくを確かめるように数度空を斬り、そして切っ先が向くのは天。両手で柄を絞しぼるようにしっかり握りこみ体の前で構える。


　正眼の構え。


　そして、動かない。不動の構えを以て、ただまっすぐにこちらの正面に構えるだけ。


「オイオイ……」


　表面は何てことない顔をしている一色だが、正直、実際は大分体力を削けずられている。


　大剣士同士が剣を打ち合っていたのだ。少ない動きで何とか、と思っていたのだが、元からの経験値とスペックが違ちがいすぎる。


　この戦場の軍配は確実にアーデルハイトに上がっていた。


　しかし、情けないことだが、こちらの目的はあくまで足止めだ。


　時間経過は、こちらにとって好都合以外の何物でもない。時間が経たつのを待てばいい。


　その間に姫也たちが解決してくれればそれで万事解決。自分の役目は果たされる。


　だが──。


　見つめる先、刀の切っ先をこちらの頭上ほどに向け、こちらをまっすぐに見る目がある。


　合理的に考えれば、ここでこちらが無理に動く必要はない。


　今のリーチはこちらが上、だがスピードは向こうの方が早いだろう。


　結果は明白。一色の大剣がアーデルハイトに届くよりも早くこちらが斬られるだろう。


　負けは濃のう厚こう。だがアーデルハイトはこちらを早く倒たおして向こうを追おうなどと考えていない。


「あくまで真しん剣けん勝負で俺をのす。それだけか」


　眼め先さきの敵を倒すこと以外は必要ない、構える剣のように鋭く結ばれた眼がそれを雄ゆう弁べんに語る。そんな相手を前にして時間稼かせぎ。


「……男じゃないな」


　沸ふつ々ふつと本能は沸わき立つ。


「答えは出た？」


「ええ、今それを示します」


　思考の末、一色は切っ先を自分の後方に向け、剣を両手で引きずるような構え。


　構えの変化にもアーデルハイトは大した挙動も見せることなく、動かない。


　このまま自分の脚で相手のリーチに入ったとしても勝機は万に一つも無い。


　ならば、と一色は告げる。


「──展開」


　口からこぼれる呟つぶやきは、彼自身にしか聞こえないようなものだった。


　それに反応したのは彼の手の中、彼の力。


　刀身の中心、そこが割れる。中心線上を真っ二つに。


　更さらに、護ご拳けんのように鍔つばの両側についていた左右の長方形のパーツが展開した。


　箱が口を開くように展開。中から伸のびてきたのは刀身と同じ色をした板が三枚ずつ。


　ラジエーターのようなそれが出てきたと同時、刀の刀身から蒸気が立ち上る。


「それがヒヒイロノカネの能力の一つ。熱量操作……」


　ようやく口を開いたアーデルハイトだったが、構えは解かないままだ。


「接近戦では放熱板が邪じや魔まだが……速そつ攻こうならこれが一番いい」


「速度勝負かー。答えとしては感心しないかなー」


「相手は後手待ち……スピードも技量もパワーも、スペックも相手が上。ならばこっちの勝まさっている部分、武装で勝負。幸いここなら広さは十二分だ」


　柄つかを握にぎりこめば、刀身と放熱板はその朱しゆの色を強くし、朱あかく輝かがやく。


　まさに緋ひ色いろ。炎ほのおが燃え盛さかるかのごとく刀身は輝く。


「来なさい!!」


「──……つぁ!!」


　呼吸を同期させ、その爆ばく発はつとともに強く踏ふみこむと、割れた刀身の中央からアフターバーナーのように炎が噴ふき出した。


　一色の身を容易に浮かし、斜め上方へとその身が打ち上げられる。


　そのまま空中で大剣を振ふり上げ、切っ先を天に向ける。


「上じよう昇しよう、そして落下速度も利用した加速による超ちよう過か重じゆうの一撃──ってとこかな？」


　アーデルハイトは動かない。相手が飛び来てくれるならば動く必要はない、ということだろう。ならば、こちらはその上を行かせてもらう。


「本来なら、使用条件が厳しいが、術素アトモスフイアが大気に満ちている今なら、行けるだろう……!!」


　立ち上る炎の噴ふん出しゆつ音に搔かき消える二度目のつぶやきに、大剣は更に姿を変えた。


　スラスターの炎を吹ふき上げたまま、真っ二つに開いていた刀身が閉じたのだ。


　緋色の輝きを帯びたまま剣としての本来の形に戻もどる。燃える刀身の熱量を表すかのように排はい熱ねつ用のパーツからは蒸気が大量に吐はき出された。


　そこで初めてアーデルハイトの表情に禁の色が宿る。


　変形はそこで終わりはしなかった。


　爆はぜるように、刀身が分解したのだ。


　先のようにただ二つに割れるだけでなく、剣の形を形成していたパーツがバラけて展開する。押さえのタガが外れ、刀身の替かわりに鍔からは巨きよ大だいな火柱が竜りゆうのように天へと昇のぼる。


　そして、形成し直される。


「竜などの術式生物を殺すことを想定して造られた神殺しの剣……それがこれだ」


　今、緋ヒ々ヒ色イロ金カネノノ剣ツルギは一〇メートルクラスの赤の炎えん刃じんと化していた。


　刀身を形成していたパーツは炎を剣の形に押さえつけ纏まとめるために、炎刃の各所に広がっている。鍔の両側についていた放熱板の格納パーツも、熱量制せい御ぎよのために全開まで展開、左右にその身を張り切り、もはや制御から溢あふれた余よ剰じようの熱を直接炎として排はい出しゆつしていた。


　最後の動きとして一色が握にぎる長柄も刀身の長さに応こたえ、伸しん長ちようされる。


　天に切っ先を向ける反逆を意味する赤の逆十字。煌こう々こうと燃える烈れつ火かの大剣。


「これならばスピードもリーチもパワーも関係──ない!!」


　一色が選んだのは相手の完全リーチ外からの大火力による必殺の一撃。


　空中で身を横に回すようにすることで剣を制御する。


　狙ねらうのは振り下ろしではなく、なぎの一撃による周囲攻撃。これならば動かれても体の角度で対応しきれる。


　体をねじり、歯を食いしばり腕うでに渾こん身しんの力を込こめる。


「っらあ──!!」


　咆ほう哮こうと共に打ち振るうのは斬ざん撃げきでも打撃でも砲ほう撃げきでもない、それらを超ちよう越えつした純じゆん粋すいなエネルギーの塊かたまり。


　炎の大剣は真っ赤な旗のように剣の軌き道どう上に炎を残す。


　身を捻ひねる。口くちの端はしの笑えみを強め、振り切る。


　燃焼の力。燃やし尽つくし、焼き尽くす蹂じゆう躙りんの力。


　業炎は大気を燃やし、校庭を焦しよう土どと化しながら振り抜ぬかれた。


　力の行使を終えた瞬しゆん間かん、不意に炎は消え、大剣はその身を畳たたむことで元の姿へ戻った。


　着地すれば、息切れした荒あらい呼吸により、肺にまだ熱い周囲の大気が流れ込む。


　水蒸気の立ち込める、眼前、炎により表面は真っ黒の炭と化した焦こげ付いた大地。


　術素アトモスフイアを放出しきった身に、緋々色金ノ剣はひどく重たくなっていた。


「まだ……、立ちあがる元気が、あるのかよ」


　地面に切っ先を突つき立て、緋々色金ノ剣を杖つえとし、身を支えるようにしたまま、一色は見た。


　晴れゆく水蒸気の中、焦げたグラウンドに片かた膝ひざをついたアーデルハイトが居た。


　斬撃の瞬間、一色は見ていた。勝負の結果を。


　アーデルハイトは正眼の構えのまま横を向きそのまま上段からの振り下ろし。


　炎刃の衝しよう突とつの瞬間、刀を解き大剣を形成し直し、


「無理矢理打ち落としやがった」


　当然、斬撃の軌道の円えん弧この上にいたアーデルハイトには直撃しなかった。


　歯は嚙がみして、無理に笑っているのが見てわかる苦々しい表情。


「痛ぅ──流石さすがに効くわね」


　痺しびれたのであろう、両手をひらひらと振りながらも、ダメージもなさげな様子でアーデルハイトは歩いて来た。


「化け物め……流石に限界だぞ……体力的にっ──」


　狙いはことごとく外された。


　初撃の斬きり払はらいも、アーデルハイトなら確実に避よけられるだろうと思っていた。


　どちらにしろ、殺すわけにはいかない。


　だから、大出力の斬撃の余波で吹き飛ばすつもりでいた。


　だというのに、だ。相手は避けるどころか踏みこみ叩たたき落として見せた。


「クソ……」


　舌打ち一つ、忌いま々いましく一色が片膝をついた。


　まだまだ自分はこの段階には達していない、ということだ。


　こちらのすぐ目の前に立っているアーデルハイトを見上げる。


「いや戦場だったら私の勝ちだけど、勝負は一色の勝ち。合格よ」


「……どういうことです？」


　見上げる彼の手に握られるのは刀身の無くなった柄。


「あんな馬ば鹿かげた出力の兵器と打ち合ったおかげで、私自身、身体強化で熱を防ぐので手て一いつ杯ぱいで体力全部持って行かれちゃったしね」


　言って、アーデルハイトも一色の横に腰こし掛かけ、胡坐あぐらをかく。


「この状態であいつらを追った所で止められないでしょう」


　一色が左手で剣を握ると全体が光に包まれる。左手の微び光こうが収縮し、剣が呑のまれてしまうのを確かく認にんし、改めて一色も座りなおした。


「……ありがとうございます先生」


　二人が見つめるのは市街地の上空、そこにあるのは飛び交かう光。


　その向こうには、変わらず術素アトモスフイアの大きな渦か流りゆうがある。


「あいつらなら、なんとかするでしょう」


「それは若さよ。私たちも昔、青い情にまかせて色々したわー。何でもできるってね」


　空の光は時折爆発音を響ひびかせながら消えてゆく。


「……なにもなく帰ってくるといいんだけど」


　アーデルハイトの言葉を聞きながら、肩かたをゆっくりと落とし、一色は身を小さく傾かしいだ。


「俺の仕事完かん了りよう──後は任せた……」


　一色は誰だれにともなく呟き、ゆっくりと落ちて行く意識を感じた。












　第六章．　悪竜の御み子こ




　息を切らし、足で地面を穿うがつように走る姫ひめ也やと夕ゆうが辿たどり着いたのは、術素アトモスフイアの収束する建物、教会のようにも見えるその場所。


　上空から注がれる術素アトモスフイアの収束点は、青の大流を内部から受け、建物自体が軋きしみに震ふるえ、随ずい所しよから青の光がヒビを作り、漏もれ出していた。


　重く目の前を塞ふさぐ扉とびらに姫也は手を掛かけ、


「アイリス……!!」


　そこにいるであろう幼おさな馴な染じみの名を叫さけび、姫也は扉に手を掛け、開いた。


　開かれて行く扉の向こう。


　一いつ瞬しゆんの間を置いて見る屋内、しかし眼前の光景に、姫也は理解が追いつかなかった。


　天てん井じようは盛せい大だいに砕くだかれ、もはや機能してなく、上空から降り注ぐ高こう濃のう度どの術素アトモスフイアに搦からめ捕られるように両りよう腕うでを広げ、十じゆう字じ架かに貼はり付けられた聖人のように、アイリスが宙にいた。


　彼女が本来着ていた服は、自分が傷つけた裂れつ傷しようをなぞるように縦にまっすぐに破かれ、はだけていた。彼女の胸むな元もとには、小さな十字架のような短たん剣けんが彼女の胸に先を突き付けたまま固定され、切っ先が何かしらの術式陣じんを展開していた。


　術具に大量の術素アトモスフイアが注ぎ込まれ、青の光が大気を震わせる。


　いや、もはや大気が世界を鳴動させていた。


「アイリス──!!」


　呼びかけの叫びは、隣となりにいた夕のものだ。


　そのまま彼女は駆かけ出す。アイリスを助けるために。


　だが、夕の機先を制するものがあった。


「!?」


　夕の走る軌道上、今まで何もなかったはずの空間から突とつ如じよとして黒い影かげが身をもたげるように持ち上がると、撓たわむように身を伸のばし、鞭むちのように、蛇へびのように、そのまま夕の身体を横よこ殴なぐりにした。


「夕っ!!」


　姫也が叫ぶと同時、防ぐ間もなく行われた迎げい撃げきに、夕は空間を横へと吹き飛び、そのまま壁かべへと叩きつけられた。


　壁に横からぶち当たり、力なく夕の身体が落ちる。


　壁に背を預けるように倒たおれこんだ夕を見て、しかし姫也は駆け寄ることができずにいた。彼女の動きを制したであろう男が、正面に現れたからであった。


「どうも、どうも──また会えましたね八や劍つるぎ少年」


　上がる声は確かに聞き覚えのある声こわ色いろ、だが、姫也の記き憶おくに刻まれていた、厳格な騎き士しの様子はそこにはない。


　石柱の陰かげから姿を現した声の主は優ゆう雅がな振ふる舞まいで、腰こしを折って挨あい拶さつしてみせた。


　流れるような金きん髪ぱつも、中性的な美しさを持った顔立ちも、普ふ段だんなら凜り々りしいとまで感じたのかもしれない。だが今は何もかもが姫也に嫌けん悪おを感じさせた。体を縛しばられるような、息の詰つまるような感覚。得体のしれない緊きん張ちようと恐きよう怖ふ──。


「……お前、誰だ」


　額に汗あせを伝わせ、姫也はゆっくりと問うた。


「トーラー・ブランシェット。そう呼ばれている者です。昔も今もね」


　紳しん士し的でありながら、道化然とした笑み。


　昨日とはまるで違ちがう雰ふん囲い気きを纏まとったトーラー・ブランシェット、その不気味さが姫也の口を動かした。


「……アイリスに何かしているのはお前か、トーラー・ブランシェット」


　直感的な問いだった。決して何か根こん拠きよがあったわけではない。だが、この男の不気味さからは、そう感じざるを得なかった。


「…………」


　応こたえない。


　騎士、トーラー・ブランシェットの口元の笑みはさらに濃こくなり、口くちの端はしを吊つり上げる。


　そうだ、と嘲あざ笑わらうように。


　かっと姫也は自分の体内出熱が上がるのを感じた。


「何が目的だ！　アイリスを放せクソヤロウ!!」


「──あ？」


　トーラーは口の端を吊り上げる。しかしそれは笑みにではない。


　激げき昂こうであった。


「黙だまれやクソガキッ！　舐なめた口きくんじゃねえぞ!!」


　姫也の叫びを叩き落すように、怒ど号ごうが空間を打った。もはや、トーラーの口元には微び笑しようすらなく、あるのは残ざん酷こくなばかりの嘲ちよう笑しようだった。


　人を嘲あざけり、笑う。そんな歯を剝むくような笑みのままトーラーは右みぎ腕うでを掲かかげ、そこにある、ものを姫也に見せつける。


　騎士の右手の甲こう。そこの皮ひ膚ふには黒字で刻まれた刺青いれずみがあった。


　６。直線で描えがかれた数字の６を、スリーダイヤ状に並べたもの。


　その意味を、姫也は瞬時に悟さとった。


「６６６──獣けものを示す数字。悪あく魔まを示す数字……」


　理解が早くて助かると、トーラーは右手をさらに顔を覆おおうように掲げ、言う。


「６６６教団。お見知りおきを。いずれ我々が世界の全すべてを元に戻もどし、世界を導く」


「悪魔信しん仰こう系の教団員か──」


　ハァ？　と見当違いを馬鹿にするように、トーラーは役者ぶった様子で姫也に恭うやうやしくお辞じ儀ぎしながら、


「わりーわりークソガキ、そういやあコッチの名前は教えてなかったなあ。再び名乗ろう少年。俺の名前はベリアル。トーラー＝ベリアル＝ブランシェット」


　にい、と新たに名乗ったトーラーは名を誇ほこるように口の端を吊り上げた。


「まあ正確に言うと、ソロモン72柱のベリアルの直系だ。マジモン見るのは初めてか？」


　悪魔。人を超こえる知能を持つ、人を誘ゆう惑わくする能力をベースに様々な能力を持つ種族。時に神の如ごとき超ちよう自然的な存在であり、時に悪の権化として、時に神への反逆を行う邪よこしまなる存在。その中でもベリアルはゴエティアにも載のる、ソロモン72柱に挙げられるほどの一柱、序列68番の80の軍を率いる王とされている。


　眼前の悪魔を見て、姫也は呆ぼう然ぜんと声をなくしていた。


「悪魔だと……？」


「おいおい、思ったよりも驚おどろいてもらっちゃったみたいで嬉うれしいねえ。まあ今の時代、ファンタジーチックな化物種族のほうが珍めずらしいけどなあ」


「悪魔がどういうつもりだ……何を考えている!?」


　不条理に反はん抗こうするように向けた姫也の敵意をよそに、トーラーはにやりと不敵に笑った。


「──破は壊かい」


　それは端たん的てきで、しかし意図がまるでわからない答えだった。


「破壊だ！　なあ八劍少年、悪魔の目的ってなんだと思うよ？　世界平和？　否いな。人類皆みな平等？　否！　ラブ＆ピース？　断じて否だ!!」


　反応をせずにいると、トーラーはそれを面おも白しろくないと言うようにため息をついた。


「破壊と混こん沌とん。それこそが俺たちに与あたえられた原初からの欲よつ求きゆう」


　野心でもなければ、信心でもない。


　そこに志はなく、そこに願いはない。


　目的も過程もただ一いつ貫かんして──コワス。


　姫也の驚く様子をさも面白いと言うようにトーラーはまた声を放った。


「単純だろう？　明快だろうが？　だが仕方がない。生理現象みたいなものでな。破は壊かい衝しよう動どう、破壊欲、それこそ俺たちだ！」


　そして、


「思うんだよ。壊こわしたいって。そして成された瞬間感じるんだよ。満足を、充じゆう足そくを、悦よろこびを、歓よろこびを慶よろこびを喜びを!!　俺はここに生きていると!!」


「ふざけるな!!」


　姫也の叫びがぴしゃりと響き、ベリアルの演説を遮さえぎった。


　笑っていた口が裂さけるようなトーラーの笑えみは、やれやれといった表情に戻る。


「ふざけてなんかいないぜ。ま、それも目的として──」


　ちらりとアイリスを見る。胸の術式陣へと集積していく術素アトモスフイアの量は、減るどころか増える一方であり、彼女自身、後光が差すように光を纏まとい始めていた。


「崇すう高こうな目的が欲ほしいってなら教えてやる。どうせここらでテメエらはゲームオーバーだ」


　術素アトモスフイアが集まっても、体内へと入ることが出来ず、オーバーフローしている状態だ。


「術式世界テウルギアにおける抑よく止し力りよく〝激竜の気吹ドラゴン・ブレス〟を教えてやるよ」





　　　　◆





　悪魔ベリアルと名乗ったトーラー・ブランシェットは舞ぶ台たいに立つ役者のように、その身に注ぐ青の光を愛いとおしげに仰あおぎながら、言う。


「激竜の気吹ドラゴン・ブレスだぞ？　【竜りゆうの──】ハイここ重要。そして俺たちがシドウに探させて、ようやく手に入れたのが【鍵かぎ】だ。ハイ、ヒントしゅーりょー」


「────」


　沈ちん黙もくする姫也に、仕方ないというようにトーラーは舌打ちする。


「わかんねえのかよ。アイリス・リンドヴルム、あのガキこそが戦略兵器にして抑止力。〝激竜の気吹ドラゴン・ブレス〟そのものだ」


「……なんだと？」


「激竜の気吹ドラゴン・ブレスってのは、元より竜族が作ったもんだ。ああ、リアルドラゴンな。アイツらにとっちゃあ、竜の血ィ引いてようが、人なんぞ虫けらみたいなもんだ」


　竜にあって竜にあらず。


　強大な力を有する竜族にとってみれば竜血人種ドラゴノイドなど、人と昆こん虫ちゆうのパワーバランスのようなもの。彼らにとってどういった存在だったのかなどと考えるのは、ひどく容易たやすかった。


「じゃあまさか……」


「そうとも！　規模こそデケエがコイツの本質は、術素アトモスフイアの出力がデケエ竜族に類する者に、術素アトモスフイアを集めさせ、暴走させて破壊し尽つくさせる、要は特とつ攻こう兵器よ！　神がいようと神がいなかろうと、世界ってのは変わらねえなあ！　その強大な術式の出力を利用して、辺りの術素アトモスフイアごと空間を暴走させ、世界のバランスを崩くずし、地上一いつ切さいを焼き払はらう!!


〝神の名の元に──〟〝お前の死は礎いしずえと──〟死出を飾かざる美び辞じ麗れい句くはなんでもいいさ！　些さ細さいな存在でしかない人との交わりで生まれた者だからって都合いいよなあ──!!」


　さて、とつぶやきトーラーは今までと違う動きをとった。


「まあ、姫也くんよお、姫ひめさまを選んだのは、今回途と中ちゆうでシナリオが変わったからだ」


　腰に備えた一ひと振ふりの洋よう剣けん。その柄つかへと手を伸のばしたのだ。


「どっかの誰だれかが俺の影かげぶっ潰つぶして、姫さま救出なんてしちまうからだぜ？」


　トーラーの言葉と共に、彼の影から人形が身を起こした。


　その姿は、アイリスと再会したときに襲おそってきた、黒のトレンチコートに身を包んだ兵士たちそのものであった。


「何もかも……お前の計算のうちかよ……」


「いや、けっこう計算外だったぜ？　まあ結果オーライ、シナリオは上々だ。日本の首都崩ほう壊かい＆ヴァルハラ崩壊、面おも白しろいシナリオには変わりない」


　影の人形を腕の一払いで霧む散さんさせると、トーラーは腰の剣の柄に手を掛かけた。


「さて、と。八劍姫也。テメエはそれでも止めようとするだろ？　でもなあ俺はそれを止めなきゃなんねえわけだ」


　一息に長剣を抜ぬき、それを構える。


　獰どう猛もうな刃やいばの光。青い術素光を受けて刀身が牙きばのようにぎらつく。


「戦せん闘とうだ。昨日は手加減してやったが、今度はそうも行かねえぞ。なんのために全部話したと思ってやがる。呆ほうけてんなよ？」


　トーラーは切っ先を床ゆかに向けると、水にでも浸ひたすように二、三回、剣で自らの影をかき混ぜた。


「場を盛り上げるために決まっているだろうが」


　すると、トーラーの影が湧わき上がり剣に纏まつわりつき、黒の液状の刀身を新たに纏まとった。


「俺はこれからお前を半殺しにする。腕もいで足ぶった切って、それでもお前を生かしといてやるよ」


　トーラーは剣を構え、


「助けに来た女の目の前で、しかし助けられずに、絶望の中で死ね!!」


　叫さけびと共に、飢うえた悪魔が来る。





　　　　◆





　轟ごうと空気をうならせ、そして姫也が構えぬうちに、トーラーはもう目の前にいた。


　身は低く。こちらの足を取りに来るような、身を沈しずめた走りであった。


　剣は右手に下げたままの下段。


　だらりと下げた剣先は床を搔かきむしるように切り砕くだきながら、軌き跡せきを描えがきながら、蛇だ行こうした走りでトーラーが来る。


　その姿はまさに、獲え物ものに襲い掛かる蛇へびのようであった。


　剣を正面に構えることもしない野や獣じゆう的な構えは、本来なら剣術でもなんでもない。


　だが、この男がそれをやっているという事実は、条理を必要としない、なにか暴力の構えのように姫也には思えた。


　どうする──あの剣を受け切ることも、今の自分では、ムリだ。


　ならば、と思い、だが、と否定する。


　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんのなか、姫也は動いた。


「っ──!!」


　退いた。それは本来の姫也ではありえない、作戦でもなんでもない、本能的な恐きよう怖ふからの退たい避ひであった。


　一歩を大きく後ろへと退いたのだ。


　それに対してトーラーも動いた。


「ああっ!?　逃にげ腰ごしじゃねえか！　ビビッてんのかあオイ!?」


　すぐに跳ちよう躍やくに合わせるように、最接近を果たす。


　彼ひ我がの距きよ離りは姫也の跳躍分をキャンセルし、トーラーに優位なままリセットされる。


「どうやって──!?」


　しまったと後こう悔かいの念を得ながら、姫也は見た。


　トーラーは跳躍していない。


　それどころか地に足すら着けてはいなかった。


　彼の足元を支えるのは、影。


　台座のように薄うすく影が足元に広がり、身を伸ばしている。


　先ほどから夕を攻こう撃げきし、剣に纏わりつかせた、液体生物のような自らの影で、自分が跳躍するのではなく、足元のほうを動かしたのだ。


「っ……！」


「後悔してんなあ──だが遅え！」


　右下、握にぎられた斬ざん撃げきが来る。


　構えも何も考えていない、捻ひねった腕うでで下から上へと振り上げる、ただ乱暴な切り上げだ。


　姫也は行けると判断し、動いた。


　横へ動き、攻撃に転じようと拳こぶしを構えたときだった。


「バカが！　引っ掛かりやがった！」


　獲物が罠わなに掛かった、そんな嬉き々きとした声が響ひびくと同時、さらなる攻撃が来た。


　剣に遅おくれて、周囲に展開していた黒の液状刃が姫也の前に壁かべとして立ちふさがる。


「!!」


　とっさの動き。両腕を胸前で構え、刃の壁に対しガードの姿勢を取ると共に、後ろへと跳とんだ。


「切り刻まれろ」


　攻撃に転ずる間もなく、姫也は自分の両腕の表面を、冷たく、しかし鋭するどいものが走るのを感じた。


「……てめえクソガキ……なめてんのか？」


　言葉と共に、腹部への鋭い痛覚が入る。


　トーラーの背を確かく認にんしたときには、既すでに左の回し蹴げりが、深々と身に突つき刺ささっていた。


　が、姫也はそこで止めなかった、止まらなかった。


「──クソ！」


　行く。


「ァアン？　やっぱオマエ頑がん丈じようだな？　身体強化かと思ったけど、傷も回復が早え──なんか加護ついてやがんな？　メンドクセエ」


　剣の切っ先で額を搔きながら、面めん倒どうだと、トーラーはため息混じりに睥へい睨げいする。


　トーラーは両腕を構える。掬すくうように両の掌てのひらを天に向け、


「旧代のベリアルは、戦車チヤリオツトを持っていたそうだ。まあ、神のその手の道具ってのは──基本的になんかの化身だったりするんだけどよお──」


　波は濤とうのように影が立ち、巨きよ大だいな掌のように、トーラーの後方から展開した。


「これが俺の戦車だ。テメエに見せるのは、これで三度目だな。一度目は人形でお姫様の追つい跡せきに。密度薄すぎてテメエに砕かれたけど。二度目はさっき。そして──」


　一度目は兵士の形を、二度目は先ほどの自在な武装として、そして三度目となった今、影は幾いく十もの刃の津つ波なみのように、姫也に襲いかかった。


「──愛すべきバカよ。抱だきしめてやる」


　トーラーの獰猛な笑みとともに、指揮に従い、爪つめのように広がる影が姫也を包み貫つらぬく。


　その瞬しゆん間かん、姫也は見る。


　影かげ爪つめの間から見える、貼はりつけられた少女を。


「アイリス──!!」


　姫也の叫びが刃に呑のまれた。





　　　　◆





「なんのこたあねえ……」


　自らの影に浸るように崩れ落ちた少年を見ながら、トーラー・ブランシェットは忌いま々いましいとすら思っていた。


「たいしたことねえじゃねえか……」


　足りない。満たされない。


　身を余らせる未満の感かん触しよく。背筋を走る、有り余る熱。


　滾たぎらせた胸には、期待にも似たものまで持っていたというのに。


　飽あきたおもちゃを見捨てるように、地面に這はいつくばった少年を見やる。


「哀あわれだなあガキ。術式砲ほう撃げきの一つもできず、結界防ぼう御ぎよの一つもできない。無能は罪だ」


　虫の息も絶え絶えとまで言おう状態だが、まだ生きている。


　全身を影の刃に貫く気でいたというのに、貫いた刃が一つもない。


　身体の固さに負けて刃は筋肉を貫けず、表面の皮ひ膚ふを刃が走りまわったように、皮膚には幾重も重なるような剣線が残っている


　全身から血こそ垂れ流しているが、このガキ、どうやらただの人間ではない。


　むしろ、自分に近しい存在ですらあるようだ。


　人にして人にあらず──。


　では一体なんなのかと思うが、それ以上飽きたおもちゃの事情にトーラーの興味が向くことはなかった。


「だが、俺はお前を許そう。無む為い無義こそが愛いとおしい。喜べ無能。ああ無能万ばん歳ざい」


　近しい存在。そうとまで思った相手が攻撃することもなく怯おびえ、地面に伏ふしている姿を自らに投とう影えいし、トーラー・ブランシェットは血が逆流するような、忌々しく苦々しく、じくじたる、どうしようもない憤いきどおりを覚えていた。


「クソガキ。まあもう少しそうしていろ。すぐに始めてやるし、すぐに終えてやる」


〝世界は知らねばならないのだから──〟


　心に灯ともした言葉に、くつくつと喉のどに笑いを生み、トーラー・ブランシェットはそれ以上、気にしないことにした。


「ァン？」


　だがそこでトーラーは気付く。


　まだこの空間の中で、自分以外で動いている者が存在している事実を。


「オイオイオイオイオイ……愛の奇き跡せきとでも言う気かよ。冗じよう談だんにしちゃあ笑えねえぜ……」


　それは音であり、


「姫、也……」


　声であった。


　霊れい廟びよう内、宙に四し肢しを磔はりつけにされた少女が、虚うつろな瞳ひとみのまま名を呼んでいた。


　アイリス・リンドヴルムが虚ろげな目に淡あわく光を灯し、少年の名を呼んでいた。





　　　　◆





〝──声──〟


　浮うくように、混こん濁だくした意識の中にアイリスはいた。白青の渦うず巻まく世界の中に、自分がいた。


　周囲、意識のなかの裸はだかの自分を取り囲むのは、幾いく重えにも重なる文字列で造られた円えん環かんだ。


　球状の檻おりのように空間を走る円環に、いまなぜか亀き裂れつが走っていた。


〝──誰だれかが呼んでいる──〟


　漠ばく然ぜんとそう思った。いや聞こえたのだ。


〝──誰だろうか。この声は──〟


　それはなつかしく。


　しかし最近も聞いたはずの声だ。


　声は遠く、しかし近い。


　強く、弱い声だ。


　ああ、と思う。


　普ふ通つうであろうとして。


　だがそれをできずに。


　一言多くて。


　でも冷静にあろうとして。


　やっぱりバカ。


　強くありたいと願いながら。


　弱さと向きあえず。


　強さを拒きよ絶ぜつしてきた。


　強い少年。


　少年──。





「姫也」





　声が、聞こえた。





　　　　◆





　覚かく醒せいしたアイリスは、見る。


「──っ！」


　眼めの前ではトーラーが剣けんを構えている。


　そして奥、力なく四肢を地面に投げ出し、地面に突っ伏ぷした少年がいるのを。


　彼の名を、呼ぶ。


「姫也！」


　姫也がそこにいることを喜ぶよりも、嘆なげくよりも、何よりもアイリスは叫さけんだ。


　心の中に積もり積もった鬱うつ積せきとしたものを全すべて吐はき出す。


「──このバカ！」


　それはもう再会して何度目の罵ば倒とうであったろうか。今まで彼と過ごした時間の中で何度目の素す直なおな気持ちであったろうか。


「──姫也！　あんたバカじゃないの！　いいえバカよ！　断言できる！　何年も前のことをうじうじうじうじと！　辛しん気きくさい！」


　それは心の叫び。高ぶりが喉を伝い、心から通すような声が生まれる。


「触さわりたければ触ふれればいいじゃない！　謝りたければ謝ればいいじゃない！」


　秘めることも隠かくすことも知らないそれは、魂たましいの叫びだった。


「うじうじと姫也が、本気の自分を出せぬままに負ける。それを私のせいにするつもり!?」


　本心からの猛たける叫びはもはや止まることも知らず、


「そんな安い傷を負った覚えはないわ！」


　空に留められ動かせぬ四肢を動かし、身み動じろぎする。


　彼に届かせようと、声よ届けと。


「あなたは助けてくれた！　あの時も！　確かに私は傷を負った！」


　それでも、と。


「ここに私はいる！　過去じゃない！　今の私を見てよ！」


　涙なみだを浮かべ、


「あんたのそれは、他人を拒絶して自分可愛かわいさに引きこもっているだけよ！」


　声を乱し、


「信じなさい！　今まで信じられなかった分、今度は今の私を信じなさい！」


　それでも、言う。
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「私は──アイリス・リンドヴルムはっ」


　放つ言葉は、姫也へのお返し。


「絶対に姫也、あなたを嫌きらいになったりはしない！」


　心の傷も全て受け止め、その上で──。


「どこに行こうと、どうなろうと、何があろうと！」


　だから、


「側そばにいてよ！　立ちなさい！　姫也──!!」





　　　　◆





　叫びに、トーラー・ブランシェットは内心で歓かん喜きを得た。


　聖者の誕生でも見るかのように見開かれた目には、感動にも似た喜びが宿っていた。


　いい──。


　自然と吊つり上がる頰ほおが引きちぎれんばかりに、狂きよう喜きを表していた。


「ハッ……」


　ああそうだとも、気分がいい。


「ククク……クハハハハ……ハハハハハハハハァ──!!!」


　高ぶる。飢き餓がし、枯こ渇かつした魂が高ぶる。


　悲痛な叫びというのはひどく気分がいい。これから無為に死に行く者の叫びともなれば、格別だ。叫ぶ気持ちも何もかも、意味がなくなってしまう。


　それこそ破は壊かい。これこそ破壊。それでこそ破壊だ！


　一歩、二歩と踏ふみ込み、そして声をかけてやろうと、トーラーはアイリスを見上げ──。


「あ？」


　自分でも思いもしないほど、呆ほうけた声を上げていた。


　見上げる少女の胸、今やアイリス・リンドヴルムの胸みな元もとに展開された術式が息も絶え絶えに、消えかけの炎ほのおのように明めい滅めつする程度にまで弱体化していることを。


「どういうことだ──……」


　異変は、アイリス・リンドヴルムの周囲だけに留とどまらない。


　上空、集積させていたはずの術素流が緩ゆるやかに、流れを保ちきれず、搔かき消え始めるほどに、ひどく弱々しいものとなっている。


「激竜の気吹ドラゴン・ブレスに集めた術素アトモスフイアが丸々消えた──？」


　ならばアイリス・リンドヴルムが目覚めたことについても納なつ得とくはいく。どんなシステムだろうと、燃料なくして動くことなど在あり得ない。車にガソリンを入れずに動こうものか。兵器として激竜の気吹ドラゴン・ブレスの術式が燃料不足で止まってしまったならば、それ以上の術の行使は当然、不可能となる。


　なぜ、どうしてと疑念を浮かべた瞬しゆん間かん。


「!?」


　視界に入ってきた拳こぶしが確かにこちらの顔面を貫つらぬいた。


　衝しよう撃げきにトーラーの身が飛ぶ。


　そこにあったのは、驚おどろきと感かん嘆たんにも似た、歓喜であった。


　ああ、と思い至る。


　来たのか。ようやく来たのかと。


　空中で身を前へと無理やりに押し込み、着地。それでも勢いは殺しきれず、靴くつ裏うらで床ゆかを擦こすり、静止する。


　蒸し返すような期待と享きよう楽らくと憎ぞう悪おと悪意をそのままに、トーラーは口から折れた歯を吐き出し、牙きばを剝むく獣けものの形相で再び構えた。


「ようやく本気か！　遅おそすぎるのも問題だぜクソガキ!!」


　見る。


　トーラーは見た。出会ってから初めて、ようやく自分に拳を届かせた少年。


　今の今まで、床に身を突つっ伏していた少年が、今確かに立ち上がっているのを。


　八劍姫也がそこに立っていた。





　　　　◆





　姫也にアイリスの声は、確かに届いていた。


　朦もう朧ろうと揺ゆれる意識を立て直しながら、血に濡ぬれた半顔をなんとか傾かしいでトーラーを捉とらえていた。


　バカバカバカと、人を罵倒しやがって……ひどい女だ。


　厄やつ介かいだ。姫也は今の気持ちを、そう結論した。


　身体からだ中が痛い。熱を持つような熱さと、血が抜ぬけたことによる寒さで、身体の感覚はまるで乱雑なままだ。なにせ全身がシュレッダーにでも掛かけられたかのように、傷が走っている。


　だというにもかかわらず──血湧わき、肉躍おどる。


　気持ちはタガが外れたように、溢あふれ出すものが抑えられずにいる。ようやく元に戻もどれたことに、身体が疼うずいているのか。力が湧いてくる、とはこういう時に使うのであろう。


「やっぱ厄介なガキだったか……どういう理り屈くつだテメエ……？」


　口の中に残った血ごと、眼前でトーラーは文字通り吐いて捨てた。


「お前にも血が通っていたんだな」


　そのまま姫也は視線を、上にアイリスへと向けた。


「アイリス──すまん。もう少し待っていてくれ」


　頷うなずき返すアイリスに、もう一度、確かめるように頷き返し、姫也は正面を見た。


「悪いが、ここからはさっきのようには行かねえからな」


　相手に対する怒ど気きよりも、この時ばかりは、姫也は自分の身体が解放されたことに喜びを得ていた。


　そして、自らの身を縛しばっていたものを、解ほどいてくれた人のことを思い、


「負けないさ。アイツの元に帰るためにも……」


　眉まゆ根ねを詰つめ、姫也は鋭するどい視線を前にいる悪あく魔まに向けた。


「ようやく本気か、スロースターター？」


「ああ使うぞ。本気で行く」


　拳を構えることもなく、姫也はそのまま左手を頭の左髪かみ、そこに差された一本のピンに添そえた。


　拔く。今まで自らを封ふうじていたものを、姫也は地面に打ち捨てた。


「クシナダ起動──」


　唱えるのは、一柱の神世の姫ひめ神がみの名。


　そして姫也の左耳の上、今そこに唱えに応じる一つの色があった。


　いつも身に着けているヘアピンはすでにそこにはない。


　その代わりというように、今はその場所に差されているものがあった。


　金の光が凝ぎよう固こし、結けつ晶しよう化して出来た、簪かんざし。そう見えた。形状は平たい飾かざり細工を持った平打ち簪と呼ばれるものに近い。そしてなにより激竜の気吹ドラゴン・ブレスの鍵かぎに、どこか似ている印象を受けた。ふっと、落ち着いた表情で姫也が言う。


「──これが、答えだ」


　髪に術式で出来た装そう飾しよく品を備え、姫也は一息、深呼吸する。


「ああ──？　バカにしてんのか？」


「これが俺に使える、たった一つの術式、いや──神かみ業わざのほうがしっくりくる。俺たちには必要で、他ほかの人間には必要のない専用にして唯ゆい一いつの世界統とう御ぎよ術式・クシナダだ」


　術式と言うように、たしかに簪は幾いく重えにも紋もん章しようや文字が重なり、あたかも金の飴あめ細ざい工くが形を成しているようであった。緻ち密みつな造りは機械じかけの時計の内部を思わせる。


　続く言葉で、姫也が言う。


「これは──贄にえだ」


　ざわりと姫也の黒髪が揺れる。


　ゆらりと、身を震ふるわすようにして彼は踏み出す一歩に足を上げた。


「泰たい山ざんを貫く峰みねと化せ──」


　言ことノ葉はを唱え、自然な一歩とともに姫也は行く。





　　　　◆





　それは音とともに来た。


　直下から揺さぶられるような地の揺れ。


　それが崩ほう壊かいの始まりであった。


　揺れは大気を打ち震わし、鳴動として直下から音を響ひびかせる。


　建物全体が震え、屋外からの光をもたらしていたステンドグラスが盛せい大だいに弾はじけた。


　それで尚なお、破壊は終わらない。空間を支えていた支柱は斜はすにヒビが走り、身を割り砕くだかれ、建物自体が自重に耐たえ切れず、天てん井じようが崩ほう落らくを始める。


「チィ──激竜の気吹ドラゴン・ブレスの鍵だけは！」


　鍵だけは確保しなければ、とアイリスのほうへと向き直り、トーラー・ブランシェットは急いだ動きでアイリスの方へと近づき、その胸から鍵を取り上げようとした。


　考えたくはないが、今回の作戦が失敗に陥おちいったとしても、まだ機会はある。


　暴走させる奴やつらなど、いくらでもいる──。


　そう思いつつ、トーラーは手をアイリスの胸の短たん剣けん状の術式へと伸のばした。


　解除すべく握にぎる。だが、


「──ハ？」


　トーラーは見た自分の右みぎ腕うで。自分の右腕の肩かた口ぐちから先が無くなり、代わりに自分の横の空間には武骨な巌いわ山やまが生えているのを。


　鍵が砕かれ、その破は片へんが舞まうのを。


「ッ──!!」


　破壊された。その事実を確かく認にんしてすぐに、トーラーはアイリスへと振り返った。


「この女だけでもっ……!!」


　だが、それも遅い。すでに竜の姫は、少年に抱かかえ上げられ、こちらの手の届かない場所にいた。


　黒衣を纏まとった少年の、獰どう猛もうな怒いかりを孕はらんだ眼がトーラーを見ていた。


「クソが──テメエの仕業か……」


　苦く悶もんの表情とともに、トーラー・ブランシェットは吐はき捨てた。


　痛みなどどうにでもできる。


　だが、理解ができないのだ。腕一本よりも、トーラー・ブランシェットにとってはそちらのほうがよほど重要な問題であり、痛みであった。


　剣のように生え聳そびえる巌いわ山やまは一つではなく、いくつもいくつも大地から生え、脆もろくなっていた建物を容易に貫いた。支えも失った建物、あとは瓦が解かいするのみだ。


　見れば、先に打ち伏ふせた少女が身を預ける壁かべ、そこだけが壊こわれていない。


　自然的に発生したものではない。人じん為い的な、何かしらの力を用いて行ったことは明白だ。


　少年がアイリスに何も言わず、そっと夕の傍そばでその身を降ろす。


　そのまま、姫也は振り返ることもせず、こちらに向かう。


　地じ震しんなんてものは、術式を使っても人が容易に起こせるものではない。そんなものをわざわざ準備していたなどと考えるほうがどうかしている。


　苛いら立だつ思考とともに脳のう裏りに過よぎる答えは一つだ。


〝自然操作〟


　そんなものはもはや術式ではない。自己の律する空間に干かん渉しようするなんて領域ではなく、もっと星の動きの一部を司つかさどる概がい念ねん的な領域であり──神の領域だ。


「どういう手品だ？　神様かテメエ」


　トーラーは、向かい合った一人の少年に今こそ疑問を放った。


「クソ長い話の例に、一つ昔話をしてやるよ」


　傷だらけの身を、しかし確かに立たせ少年は歩みを進め来る。


　八劍姫也の照らし出される瞳ひとみの色は、血に爛ただれるような鬼灯ほおずき色──。





　　　　◆





　焼け焦こげ、抉えぐられた校庭。


　そこに面した一室が窓を開き、窓の桟さんに身を任せるようにして外を眺ながめる、一人の女性がいた。


『ありがとうアーデルハイト。情報封ふう鎖さとかこっちから色々と回しとくわ』


「ええ、あいつら何とかなるだろう的テンションで動いていますから。お願いします先せん輩ぱい──ん？　なに？」


　受け持ちの生徒を保健室のベッドに放ほうり、アーデルハイトは不意に空を見た。


　窓の外、空がある。


　しかし先ほどまでの青の大流に支配された空はすでにそこにはない。


　先ほどまで術式流があった空に上書きされたかのように、今度は黒々とした積乱雲が生まれていた。それは風の中心に、さらに密度を濃こくしていく。


「一体なにが──？」


　威い圧あつが正面から彼女を叩たたいた。


「風……いきなりどうして……」


　同時、受話器の向こうでも一瞬息を呑のむような音が聞こえた。


　しかし、口をつぐんだのもつかの間、一転して笑い声が聞こえてきた。それは子の成長を慈いつくしむ母の、とても優やさしく、安あん堵どに満ちた大たい笑しようであった。


「どうしました？」


『いや元気にやってるなあって──ねえ、アーデちょっと昔話しましょう』


　その呼ばれ方を懐なつかしいと思いつつ、アーデルハイトは受話器をさらに頰ほおに寄せた。


「唐とう突とつですね」


『良いから聞きなさいな』


　こちらの疑問もお構いなしに、有う無むを言わさぬ口調で言葉が続けられた。


　受け持つ一人の生徒の母、本来の意味とは違ちがう意味で最強のモンスターペアレントであろう八劍の姓せいを冠かんする女性。


『この国にもまだ遠い昔、悪あく竜りゆうがいた──。


　竜は年に一度、神の直系の子孫を喰くらうことでその身を神格化していったのね。


　だがある時、そいつは思った。


　そのうち誰だれかが自分を殺しに来るんじゃないかって、ね。


　だから、そいつは自分の力全すべてを集めた体の一部を切り落とし、野に放った。


　残った八頭は、神に討うたれたけどね。


　分け御み霊たまは女となり人世で子を残した。


　神が人と子を生なすなんて、どこの神話でもよくある話よね。


　子は成長し、また子を生し、その子供もまた子を生した。


　子々孫々、一子相伝。


　何年も何年も、千の昼と万の夜を繰くり返し那な由ゆ他たの彼方かなた、ある日、それは日覚めた』


　この時代に生きる者として〝覚かく醒せい〟の時期と言えば、あの時しかない。


「全ての始まり──二〇一二年。そしてこの国で八頭八尾の竜の伝承といえば、一つしかないでしょう」


『八や岐またの大蛇おろち──元の姿は九く頭ず竜りゆうだった、というのが世界統合後の通説ね。神の元の文字たる〝蛇か身み〟それからすれば八劍の人間は現あら人ひと蛇が身みとでも言うのが正解かしら』


「だとすると、八劍家は日本における最古の竜血人種ドラゴノイドの家系……人の社会に適応していくために見た目から竜の要素が削そぎ落とされていき、今の人の姿になったものの、血は色いろ濃こいまま残って神世のままに今に至る、と……。先輩も含ふくめて、姫也も術式下手なのはそういうわけですか？」


『失礼ね。まあ、良くも悪くも神級の術式生物の加護。遺伝子レベルで刻まれた悪竜の術式とも呼べるもの。それがあるおかげで、人の身にしてオート身体強化だけど、かわりに術式は全く扱あつかえないしね。ま、八劍に術式なんて、人が使うものは必要ないのだけれど』


　一息入れ、


『八劍はある意味、悪あく魔まによく似ているわ。彼らはいつも生理現象として持っているみたいなもんだけど、八劍は力使うと段々テンションがヤバくなってくるのよね。なんていうか、テンションハイって言うか、アッパーな感じで』


「ああ、先輩そんな感じですね」


『……教育委員会に息子むすこが担任から暴行を受けたって訴うつたえてやろうかしら』


　冗じよう談だんを挟はさみ、声は続けた。


『強大な力を使おうとすれば悪竜として顕けん現げんしてしまう身。全く以もつて面めん倒どう以外の何物でもないわよねえ……』


　ふう、と溜ため息いきが電話の向こうから聞こえてくる。しかし、そこに負の感情は感じられない。


「でも、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　私だって先輩があんな力使っているところなんて見たことないですけど……姫也、けっこう盛大に使っていません？」


『ああ、大丈夫。このこと知ってるの本当に一部だし、無茶に力使って暴走して、私たちも死にたくないから。力の制せい御ぎよ法は作っているし、使用も制限しているから』


「厄やつ介かい──でしょうかね。修しゆ羅らの道を行くのが八劍の運命か……」


『大丈夫よ。私の息子は呪のろいを天てん恵けいって考えられる子だって信じているわ』


　言って、電話の向こうの母親はゆるやかに笑った。


　──母は偉い大だいだな。


　思い、笑えみを作りながら、遠く、空を黒の色しき彩さいで支配する積乱雲を見る。





　　　　◆





　瓦が礫れきの山と化した霊れい廟びよう、そこからすこし離はなれた場所で目覚めた夕が見たのは、蒼あおの嵐あらしが支配する空ではなく、黒々とした曇どん天てんであった。


「ここは──……」


　朦もう朧ろうとした意識で首を動かして、最初にその目に入ってきたのは、


「気がついた？」


「え──……アイリス!?」


　その身を汚よごし、髪かみを振ふり乱したアイリスがそこにいた。


「夕、私のためにゴメンね。ありがと」


　焦あせった心のまま、アイリスの身体をもはや抱だきしめるように確かめながら、


「アイリス──無事ね？　怪け我がはない？　痛い所は？」


「ちょっと待って、大丈夫だから」


　アイリスの様子に夕は、肩かたで深く安堵の息をした。


　そこで夕は気付く。


　アイリスしかいないことに。


　痛む身体を無理矢理にでも動かし、夕は周囲にいるはずのもう一人の姿を探すが、瓦礫に埋うもれた周囲に、目的とする人物の姿はない。


「姫也は？　一いつ緒しよじゃないの？　まさか──」


「大丈夫」


　アイリスは笑んだ。


「大丈夫だよ」


　その表情を絶対な信しん頼らいだと、夕は受け取った。


　改めて深く安堵の溜ため息を吐き出し、夕は空を見上げた。


「──さっさと帰って来なさい。姫也……」





　　　　◆





　巌山の剣と、瓦礫で彩いろどられた戦場、先に声を放ったのは、割れ砕くだけた石せき碑ひを背にした隻せき腕わんの男だった。


「悪竜の直系。現あら人ひと神がみの領域じゃねーか……テメエまさかさっきのは──アレだけの量の術素アトモスフイアを」


　忌いま々いましげな言葉のその先を、瓦礫の上に立つ姫也が続けた。


「ああ、喰った。普ふ段だんは神かみ業わざだからな。使おうと思えばそれなりの術素アトモスフイアが必要となるわけだが……今回はお前が集めてくれたからな。逆に運が良かった」


　余よ裕ゆうを持った声で姫也が答える。


　なるほどな、と自じ嘲ちようするような笑みとともに、トーラー・ブランシェットは髪を搔かき上げた。


「まあ──いいや……」


　その笑みに残ざん酷こくさも道化然としたふざけの色も消え失うせ、トーラーの顔には獣けものの笑みが張り付いていた。トーラーはやや俯うつむくように、身を前へ倒たおすと、


「ハハハハハア──!!　いいじゃねえか!!」


　笑った。今日何度目か。しかし今までで一番の大笑。


　空に、世界に響ひびけと言うように、肺が涸かれつくような笑いであった。


「何人嬲なぶり殺すより！　何人焼き尽つくすよりも！　俺はお前が、お前が欲ほしい！　くくく今まで使ったこともねえセリフだよオイ！」


　トーラーの右みぎ腕うで。腕があった場所に、影かげが蔦つたのように這はい上がり、真っ黒な、どす黒く太い腕を造り上げた。鋭えい利りな形を取る五指を動かして見ながら、


「あー、あーこんなにしてくれちゃって……これはこれで便利か？」


「気に入っていただけたようでなによりだ」


　皮肉る姫也の顔にも、やはり獣然とした笑みがあった。


　もはや悪魔と悪竜と、互たがいに憎にくしみと怒いかり以上に、新しく遊ぶおもちゃを見つけたというように、二人の魔物は牙きばを剝むき、狂きよう気きの笑みを張り付けていた。


　両者は向かい合い、構え合う。


　悪魔は背中から自らを覆おおい隠かくすように、触しよく手しゆの如ごとく、様々な形の影の刃やいばを生やす。


　悪竜は身に充じゆう塡てんされた術素光が、立ち上る煙けむりのように体から上がる。


「ああ──もうダメだ。まずは殺す！　安心しろや！　楽には殺さねえ!!」


「……来いッ!!」





　　　　◆





　爆ばく発はつするように、姫也は身を前へと走らせた。


　姫也は、もやもやとしていた自分の意識が澄すみ渡わたるのを、確かに感じていた。


　眼前に首を薙なぎ落とす軌き道どうで、影で模かたどられた鎌かまが来る。


　だが、飛び込んだ。


　傷つかぬ確証はない。


　だが身体は行けるとそう叫さけんでいた。


　斬ざん撃げきが被かぶるように来る。


　今や完全な加護を受ける体で影の武装を砕き散らしながら、姫也はさらに前へと出た。


「戦せん闘とうは楽しいだろ!?　なあ悪竜！」


　最奥。影の刃を四方に走らせるトーラーが満ちた、とも取れる声を上げた。


「なぜそこまでする!!」


　応じの叫びを上げ、しかし姫也は足を止めない。


　切り結び、撃うち交かわす。


　剣けん戟げきと掌しよう撃げきが空間に炸さく裂れつの音を満たしていた。


　絶え間なく、ムチのように振るわれる影を躱かわす。


　合間を縫ぬうように、加速は落とさぬままに姫也は前進した。


　彼我の距きよ離りにして、５メートル。


「なんでなんて言ってくれんなよ！　同どう胞ほうだろうが俺たちはッ！」


　上段、伸のびる右腕がフォークのような形状と化し襲おそい掛かかる。


　それを躱し、反はん撃げきの一撃をまた影かげ剣けんに見み舞まう。


「こっちの昔の創作でも言ってくれたぜ!?　彼らほど淫みだらで悪徳のために悪徳を愛するものもいなかったってなあ!!」。


「同時に悪魔の綺き麗れいな部分、その全すべても偽いつわりの虚きよ飾しよくに過ぎないって言ってるがな！」


「わかってる良い奴やつじゃねえか!!　だがテメエもわかってるはずだ!!」


　トーラーは、かかっ、と歓かん喜きの声を上げ、影を槍やりのように尖とがらせ、四方から曲線を描えがき撃ちこんで来た。


「略りやく奪だつし、収しゆう奪だつし、簒さん奪だつし、強ごう奪だつし、横おう奪だつし、劫ごう奪だつ冠かん奪だつ侵しん奪だつ削さく奪だつ剝はく奪だつ占せん奪だつ抑よく奪だつする──!!!」


　４メートル。


　行ける。まだ行けるはずだ。


　今さら何を恐おそれようか。


　姫ひめ也やはそのまま槍やり衾ぶすまに踏ふみ込んだ。


「それこそが俺たちの権利だ！　お前もそうだろうが！」


「違ちがう！」


　己おのれの身で受けるように影の刺し突とつをかいくぐり、へし折る。


　行く。


「神だろうが悪あく魔まだろうが！　関係ない！　俺はお前が──ッ」


　体の傷は癒いえた傍そばから刻まれ、刻んだ傍から癒える。


　再生と破は壊かいが一いつ瞬しゆんのうちに繰くり広げられていた。


「気に食わないッ!!」


　３メートル。


　そうするだけの理由がある！


　アイリス。意地っ張りな女。強気な女。だけど、泣き虫な女。


　幼い頃ころ、兄弟もいなかった、皇宮で育ったため昔は友達もいなかった。


　２メートル。


　そんな自分にとって姉であり、妹であり、友達であった大切な、大切な少女。


　戦闘などとは無む縁えんの場所にいたあいつを、怒おこらせ、泣かせ、苦く悩のうさせたこと。


　あんな顔をさせたこと。


　１メートル。


　それだけは、それだけは断じて──


　叫ぶ。


「──許さん!!」


　上段からの右の影剣の振りおろしを、受け流し、詰つめる。


　０


　捉とらえた！


　左足を床ゆかに打ち込み、身体からだを確定。


　右腕を引き絞しぼる。


　左腕をかぶり──、


「っあ──!!」


　右拳こぶしを撃ち放った。


　うねるような動きでトーラーの右腕と一体化した影剣が真正面から拳を迎げい撃げきする。


　このまま行けば、拳と切っ先が真っ向からぶつかり合う事になる。だが、


「知ったことかあ──!!!」


　真正面から、剣に右拳をぶちこんだ。


　行け。


　快音。ガラスをかち割るような快音とともに、姫也の拳が影の剣を砕け散らせる。


　右中指の付け根は大きく裂さけ、破壊した影剣とともに、血を大量にしぶかせた。


　行けよ!!


　血も影も霧む散さんさせ拳がさらに加速する。


　穿うがち貫つらぬく。


　姫也の拳が今一度、鈍にぶい音とともに、トーラーの顔面に叩たたき込まれた。


　拳がトーラーの身を浮うかせ、弾はじかれるように身は力に任せ、


「はっ……!!」


　身は抵てい抗こうすら許されず、吹ふき飛とぶ。


　瓦が礫れきを跳はね飛ばしながら、地面に力なく転がるその身を確かく認にんして、姫也はゆっくりと身を正した。


「痛い目見ろよ……クソヤロウ」


　現人神の肉体を以もつてしても、限界というものはある。


　奥の手を残しながら、勝てたのは、僥ぎよう倖こうだっただろうか。


　慰い霊れい碑ひに背を向け、瓦礫の山を後にしようとした姫也を、しかし止めるものがあった。


　風だ。姫也はその風にぞくりと悪お寒かんを得た。


「まさか……」


　振ふり向くのは後方、そして見る。


　震ふるえながらも身を起こし、影を翼つばさのように背に広げるトーラー・ブランシェットがいた。


「ああああああ、まだだ!!」


　上、開かれた天上へとその身を打ち上げた。


「あいつ！」





　　　　◆





　暗あん澹たんと雲が立ち込める空へと舞まい上がった黒の翼。


　トーラー・ブランシェットは身重たく、なんとかといった様子で飛んでいた。


　身は重く、それ以上に彼の一部である影の翼も重い。不ふ愉ゆ快かいなことこの上ない。


「ああ畜ちく生しよう、鬱うつ陶とうしい。全部あいつのせいだ。八劍姫也覚えた覚えた覚えたぞ」


　見み渡わたす空。本当だったら、激竜の気吹ドラゴン・ブレスで地じ獄ごく絵図の予定だった空は、黒々した雲に支配されていた。


　そしてとうとう、雨まで降り出した。


「畜生、畜生、畜生畜生畜生畜生畜生……」


　気が狂くるいそうだった。長年築き上げてきたものを一瞬で崩くずされたというのは、彼にとって初めての経験だった。


　やり直しだ。全部全部全部、すべてやり直しだ。


　と、その時、虚うつろな彼の感覚を一瞬にして覚ますものがあった。


「雨が……止まった!?」


　上ずった声で放たれた言葉通りのことが実行される。


　雨あま粒つぶは長なが尾おを引くような状態で、空中で停止。


　止まった水すい滴てきの中に嵌はまるように、トーラーは動けなくなる。


　どうなっているなどと問うまでもない。誰だれかが雨を停てい滞たいさせやがった。


　そんな化物じみたことができるものが、今この場所にいるのか。


　いや、いる。ぞくりと、こちらの臓ぞう腑ふを全すべて抉えぐられるような感覚。


　彼はそれが何と言う感情なのか、知識でだけは知っている。


「そうか……これが恐きよう怖ふ──フフフ、ゾクゾクする。なあっ八劍ィ!!」





　　　　◆





　ハラハラと散る、二本目のクシナダを視界に収めながら、姫也は視界の奥、空で雨に囚とらわれた一柱の悪魔を見る。


「逃のがさない。お前はここで蹴け散ちらす」


　流る滴てきの檻おり。檻かん猿えんが喚わめき散らすが、姫也はそれ以上相手に対して何も言わない。


「──クシナダ。第三段階を起動展開──」


　そして頭部に三本目となる金の簪かんざしを生み出し、跳とんだ。


　昇のぼる。加護を受けるその身は空間に停滞した雨を足場に、空へと一気に駆かけ上がる。


　水滴を身で砕くだき、水みず飛沫しぶきを上げながら。その姿は空へと逆昇る竜りゆう。


　向かうのは、トーラーの上。


　走る体は水滴を砕き、濡ぬれた髪かみから伝う雫しずくは目の下に涙なみだのように貯まり、光に反射する。


　血の涙のように赤く。


『梳けずれ風、汰あらえ雨──』


　唱えに反応して起きたのは、最初は微かすかな風。


　そして、続く動きで肌はだに触ふれるのは、吹き抜ぬける風発の寒風。


　風の訪おとずれを雲の流動が告げ、地上にも余波の風ふう塵じんが巻き上げる。


　風冴さゆる。


　凪ないでいたはずの空に、突とつ如じよとして集まるように気流が回りだす。


　宙を舞う流風は、空気を斬きる音を絶えることなく重ねて響ひびかせる。


　それは、決して風ふう雅がな優やさしい風ではない。


　轟ごう轟ごうと吹き荒すさぶのは、威い圧あつの速度を帯びた剛ごう風ふう。


『風は餐くらえ、雨に臥ふせろ──』


　姫也が右みぎ腕うでを後ろへ引く。鎌かま首くびを擡もたげた竜のように。


　光風がその手に収束する。


　右腕に巻き付くように。幾いく重えも幾重も幾重も。


　姫也の右腕を中心とするように、巻き上がる竜たつ巻まき。


　その姿は先ほどまで空にあった術素アトモスフイアの渦か流りゆうを再現したかのようであった。


　天へ昇る上じよう昇しよう気流、地に堕おちるダウンバースト。


　加護を受けている腕が軋きしむほどの強大な力。


　力の発動、顕けん現げんへとあと一歩への三回目のクシナダの、力の使用──。


　たとえ、八や岐またの大蛇おろちのその子孫であり現あら人ひと神がみであるとしても、人の身では限界が存在する。


　クシナダの機能は、空から、大地から、星から、術素アトモスフイアを半ば強制的に調達し、神としての力の発現と、それと同時破壊力や八劍家の人間に返る、強すぎるヤマタの力の反動を受け、そして生いけ贄にえとして自じ壊かいして消しよう滅めつして行くというものだ。


　その使用限度は三回。


　そして、三度目となる今の簪の意味は先の二本とは意味が異なる。


　これ以上の戦せん闘とうをしなくてもいいようにするため、絶対の一いち撃げきを以ての一撃必殺。


　八岐の力を発現限界のぎりぎりまで引き出す。それこそが、制せい御ぎよ術式であるクシナダ三回目の力の理念であった。


「熱い……！」


　血管が破は裂れつしているんじゃあないかと思うほど体中が痛い。


　血は沸ふつ騰とうしてしまっているのかと思うほどに体は燃える。


「化け物はお前じゃねえか……なんだよ……なんなんだ!!　なんでテメエみてえなのがっ」


　泣き叫さけぶ悪魔を、ただ見つめる。


「──生きてんだよ!!」


　誰も彼も、科学世界フイロソフイアの人から見れば異常。術式世界テウルギアのものから見ても一線を画する存在。


　皆みんなから言われた。お前の力は異常だ。


「それでも……それでも俺はこの世界に立っている──!!」


　断だん末まつ魔まを越こえ、姫也が吠ほえた。


「ァア────ッ!!」


　肺の中の空気全てを、威圧のような怒ど号ごうにかえる。


　持てるすべての体力にまかせて、ベリアルの胸に向かい叩き込む。


　風はベリアルの身を貫き、搔かき、裂き、断ち、撃うち、割り、砕き、潰つぶし、殴なぐり、刺さし、穿ち、突つき、折り、斬り、削けずり獲とる。


　荒あれ狂う業風はトーラーの影かげを千々に散らし切り、その身を姫也の拳が捉え、


「墜おちろよベリアル！」


　力任せに地面に向かって拳を振り抜いた。


　重力落下を優に上回る速度で、トーラーの身が地面に落ちていく。


　もはや全力も出しきり、落ちる姫也の体が感じるのは確かな高こう揚よう。


　全身が燃えているような感覚を心ここ地ちよいとすら感じながら、姫也の身は大地へと落ちて行く。
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　　　　◆





　戦闘が終結しつつあった。


「空が──」


　術素光の青せい嵐らんの空も、黒々した曇どん天てんも突如として散り始め、雲間からは本来の青空が垣かい間ま見える。


　戦闘の内包していた真の意味もわからぬまま、何かを止めようとしたD.S.T.の兵士も、国を良い方向に導きたいと願っていたヴァルハラ軍の兵士も、本来の空が見え始め、何も起こらなかったことに、疑問を抱いだき、次し第だいに武器を振るう手を止め始めていた。


「やったの、かな……」


　アイリスに半身を預け、なんとか身を持たせていた夕は、突とつ然ぜんそっとアイリスから離はなれた。


「夕？」


　不意の行動にアイリスは戸と惑まどいを禁じ得ないまま、疑問の声を発した。


　だが、夕はアイリスを見ていない。


　彼女が見るのはアイリスを通して、その後方だ。


　はっとしたようにアイリスはその意志を悟さとった。


「アイリス、行っておいで」


　後ろへと振り向くアイリスのその背を、夕が押す。


　振り向いたその先、瓦礫の山の中に立つ、傷だらけの姫也の姿があった。


「────」


　傷こそ確かに塞ふさがっているものの、塵ちりに雨に血液に汚よごれた戦闘服はボロ布と化し、その下の肌も血液に汚れ、黒ずんでいた。


　彼の表情は気だるげに力ない。


　血を流しすぎているのであろう。


「姫也！」


　ふらふらとおぼつかぬ足取りで姫也はなんとかアイリスのもとにまで辿たどり着くと、


「わっ」


　手の届く距きよ離りまで来た瞬しゆん間かん、その身がぐらりとアイリスへと倒たおれこんだ。


　そのまま自分の体重のほとんどをアイリスに預け、姫也はアイリスの肩かたに頭を置くようにして身を安定させた。


「──ああ、疲つかれた……」


「第一声がそれ？」


　柔やわらかく言いつつ、自分の目め端はし、そこに涙がうっすらと浮うかぶのをアイリスは感じていた。


「いいだろう……久々に力まで使って、疲れたー……これこんなに疲れるものだったっけか……」


　激しい戦闘の後であるというのに、それをまるで感じさせない姫也の言葉に、アイリスは笑みを得た。


「姫也──」


　アイリスは姫也の背に手を回し、確かに受け止め、呼びかける。


「──おかえり」


　姫也は身体からだをアイリスに預けたまま、なんとか腕を持ち上げ、応じるようにアイリスの背に腕を回した。


「ただいま」


　それだけ言うと、姫也の体から完全に力が抜けた。












　終章．　今といつかの話




『ひめやっ──!!』


　声に、彼はうんざりと顔を上げた。


　建物に四角く区切られた青空を上に仰あおぐ庭園。


　視線の先で、アイリス・リンドヴルムが満足気な表情で笑っている。


　そして彼女の横、なぜか女装させられ、今も花はな飾かざりを編まされている幼い少年──姫ひめ也やは手を止めぬまま、アイリスを見る。


『なんで俺がこんなこと……』


『あら、この間の姫也あわやどざえもん事件で私に心配させた罰ばつよ。今日一日なんでも言うこと聞くって言ったじゃない』


『ぐぬぬ……覚えておけワガママ姫ひめ』


　庭園の奥、壁かべ際ぎわには少年と少女の姿を見守る者たちがいた。


　軍装の女性と、スーツ姿の中年男性。二人は建物に背を預け子供たちを見守っていた。


『お父様！』


　アイリスの呼びかけに、スーツの男が手を振ふって答えると、彼はそのまま横にいる女性と言葉を交かわし始める。


『お父様と姫也のお母様みたいな、ああいう感じがカッコイイなあ……』


『どこが？　王様なのに訓練で女にボコボコにされるのが？』


　疑問の声を上げる少年に少女は不意に問いを投げかけた。


『──姫也は将来、何になりたい？』


『なんだよ突とつ然ぜん？』


　怪け訝げんな表情を強める姫也にアイリスは顔を近づけて迫せまった。


『いいから答えなさいっ』


『……お金持ちになって一生楽して暮らしたい、かなあ』


『……何よソレ!?　違ちがうでしょ！」


　ええー、とふくれっ面つらの少女を前にして姫也はため息をついた。


　姫也は降こう参さんするように背中を地面に投げ出して寝ね転ころぶ。


『じゃあ──俺は何になればいいの？』


　姫也の見上げる先、よくぞ聞いたと言わんばかりに、少女は笑みを濃こくした。


『私の──』


　そのままアイリスは姫也の手から完成した花飾りの王おう冠かんを奪うばい取ると、自らの頭の上に戴いただき立ち上がった。


『──私の騎き士しになりなさい姫也！』


　は？　と少年は口を開く。


『バカじゃねえの──って俺が悪かったから術式はやめて！』


『チッ、ふけいざいってうちの国まだあるのかしら』


　姫也は言う。


『──でも、騎士になって俺何するんだよ？』


『決まっているじゃない』


　アイリスは自らの胸に片手を置き、すっと息を吸い込む。


『私を護まもりなさい。どこにいても何が来てもどうなっても！　相手が神様だろうと悪あく魔まだろうと！』


　彼女は声高らかに宣言でもするように、言った。


『ずっとずっとず──っと、姫也が私を護りなさいっ！』


　幼い竜りゆう人じんの姫は、少年に右手を差し出し、


『そうすれば、この先も一いつ緒しよよ！』


　姫也は一いつ瞬しゆん呆ほうけたように少女を見ていたが、その表情は段々と崩くずれ、


『なにそれっ』


　くっ、と笑みを漏もらした。


　姫也は身を起こし、そっと差し出された少女の手を取る。


『神様相手はちょっとキツイよ』


　王の前に片かた膝ひざをついた騎士のように、少年は少女を仰ぐ。


『なら神様も越こえられるように精進しなさい』


　少年は迷うことを知らず、堪こらえることもせず口元を笑みに緩ゆるませ言った。


『──気が向いたらね』


　はにかんだ笑みで言う少年の答えに、アイリスはぱっと顔をほころばせると、後方、壁に背を預けた二人の人物へと振り返り、


「お父様──!!　姫也私の騎士になりたいって!!　仕方ないからいいわよねー？」


『ちょっと待て！　誰だれがそんなこと言った!?』


　手を離はなし足早に王の方へと駆かけて行くアイリスを、焦あせった様子で幼い姫也が追う。笑いながら走る二人の背が、ゆっくりと遠のいていく。





　　　　◆





「────」


　現実の姫也は目を覚ました。


「また懐なつかしいものを見た……」


　さっきまで見ていた夢を思い出し、姫也はどこか暖あたたかな気持ちで、ふっと安あん堵どの息を漏らした。


　騎士と姫の話はあの時が始まりだったろうか。


「すっかり忘れていたなあ……」


　回ろうとしない今の頭でも自分の今いる場所くらいはわかる。天てん井じようまでの高さも、照明の位置も、視界に収まる景色は、どうやら、などと前置くまでもない。


「俺の部屋──か。ほんと寝て起きて、にしか使っていないなこの部屋……」


　照明は切ったまま。しかしそれでも十二分に室内を満たす陽光から、まだ昼頃ごろなのだろうと当たりを付ける。


　いつもの起き床しよう風景、だがただひとつ違っていたのは、


「起きた？　姫也」


　声と共に、こちらの表情を覗のぞき込んでくる夕ゆうの顔がそこにあった。


「夕か──」


　こちらが応対できる状態であるのを確かく認にんしたからだろうか、心配そうだった表情を晴らし、彼女はあらためてベッドの脇わきに持ってきているイスに腰こし掛かけた。


　頰ほおに絆ばん創そう膏こうを一枚貼はり付けた夕は、片手にフルーツナイフともう片方に剝むきかけのリンゴを持っていた。


「リンゴ、食べる？　姫也への見み舞まいの品だけど、姫也起きないし、お昼まだだったし、傷いたむ前に食べちゃおうと思ってたんだけど」


　夕は一切れを自分の口に咥くわえ、うさぎの形に飾り切りされたリンゴを一切れ姫也に差し出した。


「お前こういうこともできたんだ。意外と器用だな」


　受け取ろうと姫也が身を起こそうとすると、体中に鋭するどい痛みが走った。


「痛ッ──……」


「無理しちゃだめ。あんた体中ボロボロなんだから」


　夕が姫也の背に手を貸して、上半身を起こすのを手伝う。


　見れば、自分の体が纏まとっているものは部屋着として使っているジャージだ。それも着続けてくたびれた感じはない。しかし自分で着き替がえた覚えがない。


　その意味する所は一つだ。


「着替えは誰がしてくれたんだ……？　まさかとは思うが──」


　ああ、と夕は恥はずかしがるように顔を背そむけると、頰を染めて、


「その……はっきりとは見てないから……」


「噓うそだっ！　噓だと言ってくれ!!　まさか、いやどこまでやりやがった!?」


　穴があったら入りたいと、姫也は頭を抱かかえて悶もん絶ぜつした。


「ハハハ冗じよう談だんじょーだん。ちゃんとトマスがやってあげたんだと思うよ？」


　断定形ではない言葉のニュアンスに微び妙みように引っかかるものを感じたが、とりあえず姫也は胸をなで下ろした。


「そうか……まあ、まだそっちのほうがましだな……」


「なんか着替えさせる時に写真部と女子漫まん画が研究部、部屋に呼んでたけどね」


「アイツどこ行ったぁ──!?　ってか何しやがった!?」


　荒あらぶる姫也を夕がまあまあ、と宥なだめる。


「皆みんなで、交代でこうして容よう態だい見に来てあげてるんだから、感謝しなさい。起きた時、誰かいないと不安になるだろうからって、言い出したのトマスよ」


　それでも怒おこっておいてお釣つりが来るような事態になっているのではなかろうか、と姫也が怒いかりのはけ口を探していると、夕の体のあちこちにも包帯が巻かれていることに今いま更さらながらに気付いた。


「ちなみに戦せん闘とう修しゆう了りようから今日でちょうど一週間。その間昏こん睡すい状態っていうか、ずっと寝てたなんて、それもけっこう人間業わざじゃあないわよねアンタ」


「俺はいい。お前や他ほかの皆の怪け我がは？」


「ああ、これ？　大だい丈じよう夫ぶよ。結局一番重傷だったのは姫也だし」


　夕が包帯の巻かれた自分の掌てのひらをひらひらと振って見せながら言う。


　それでも途と中ちゆうからは自分の意志だとしても、そこに行くまでの間に巻き込んでしまったのも確かだ。だから、と姫也は口を開き、


「すま──」


　言葉をそこで止めた。すまない、と言いかけた言葉を姫也は、ぐっと呑のみ込んだ。


　言うべきことは謝罪ではない。


「──ありがとう」


「ふふん、すまないとか言ったらブン殴なぐってやるとこだったわ。人に素す直なおに感謝できるようになってきているのはいい傾けい向こうね。ま、皆無事だったのは不幸中の幸いね」


　皆。


「せっかく姫也も起きたんだし、皆に招集かけて──」


「夕」


　なにか空気を取り繕つくろうように、立て続けに言葉を発する夕を、姫也が遮さえぎった。


　そのままにはしておけない。


　夕はこれから聞くことをすでに予想しているのだろう。眉まゆを下げた、気まずそうな表情でうつむいた。


　気を遣つかわせたことを今度こそ申し訳ないと思いながら、姫也は心の中で一番気になっていたことを、夕に問う。


「アイリスは──」








　春日が降り注ぐ青空の下。


　あちこちに桜並木が立ち並ぶ京みやこ学がく園えんの都市内にいれば、風に吹ふかれた桜が吹雪ふぶきのように空に立ち上る景色を見ることができる。


　空に舞まい上がっていく桜の花を、姫也も見上げていた。


　京学園・高等部。一いつ般ぱん教きよう養よう棟とうの屋上に姫也はいた。


　私服姿の彼が見るのは、祝いの季節に踊おどる桜吹雪の空、そして傷ついた学園だ。


　眼下には剣けん士し二人の戦せん闘とうによって、黒くろ焦こげになったグラウンドがある。壁に大穴の開いた教室の壁ともども工事が入り、今も整備が行われている。現場の作業員が新たに土を入れる作業風景の中には、スーツ姿のままローラーで地ならしをさせられているアーデルハイトがいた。彼女一人で行っているということは、一ひと色いろはサボり確定だろう。


　時刻は昼前。工事の音こそ聞こえるが、学園としての音はない。


「あれだけのことがあったのだからな──……」


　部隊の皆が回復祝いをしてくれるということだったが、けが人を手伝わせることもないと、姫也は一人取り残されたのだった。一人部屋にいる、というのもどこか落ち着かず、気晴らしに姫也の足は外へと向かった。


　改めて見上げる空には、春風に身を任せ舞う桜の花びらの姿があり、


「いつもの青空だ……」


　久しぶりに見たような気さえする、澄すみ渡わたるような青空がある。


　しかしそれは確かに、いつもの空であった。


「──ない、か」


　そこに既すでに浮ふ遊ゆう島は、ヴァルハラはない。


　そしてヴァルハラと同じように──。





《アイリスは──ヴァルハラ本国に帰ったよ》





　先ほどの夕の言葉を反はん芻すうする。


　思えば、瞬またたく間まに過ぎた日々だった。


　見つめるのは自らの傷の走る右みぎ腕うで、その先の拳こぶしに今は真新しい包帯が巻かれていた。


　右拳に力を込こめると、痛みが走る。肌はだが引き攣つるような鋭い痛みは、まだ傷が新しい証しよう拠こだ。八や岐またの大蛇おろちの直系として加護を有する身とは言え、再生ではなく、治ち癒ゆ能力を高めているのであって、完全に傷が塞ふさがり元通り、とはいかない。


「養よう生じようしないとな……」


　少なくとも今までのような戦闘はしなくなるのだろうか、傷だらけの自分の身体からだを眺ながめながらそう思う。武ぶ器き申しん請せいも何かしておいた方がいいのだろうか。そんな風にまで思ってしまうほどだ。これは前向きなのだろうか。


「調子に乗るな、って怒られそうだな」


　以前は度たび々たび感じていた身を縛しばるような痛みはもう右腕にはない。


　姫也は新たな傷きず跡あとを得た右手を、確かめるように握にぎり返した。


　事件の顚てん末まつは、すべて夕が教えてくれた。


　一つに、ヴァルハラ大使館での一件は、逆結界ジェネレーターの不ふ慮りよの事故、ということで表向きは片付けられた。


　激竜の気吹ドラゴン・ブレスの発動条件が今回の一件で解わかったためだ。


　それをむやみやたらと表おもて沙ざ汰たにして、ヴァルハラの竜血人種ドラゴノイドや他の術式出力の大きい人々を不安がらせる必要もないとし、またはそういった人々がそれを破は壊かい兵器に使えるといった事実を、その手の連中が知るのを避さけるため、とそういうことだそうだ。


　一つの事件は世界を揺ゆるがしたようで、しかし多くは表に語られぬまま、関かかわった者たちの中にのみ、残されることとなった。


「良いことなのか……悪いことなのか」


　独りごちたその時だ。背後、扉とびらが軋きしみと共に音を立てた。


　ゆっくりと開く扉に姫也は、はっとして、


「アイ──」


「アイリスちゃんじゃなくて悪かったな。回復おめでとう姫也」


　そこには両手に菓か子しやジュースのペットボトルの入ったビニール袋ぶくろを手に手に提さげた、分隊の皆の姿があった。


「……ありがとう」


　ばつの悪そうに返す姫也を見て、彼らは笑いながら入ってくる。


「下からお前が屋上にいるのが、見えたんでな。ちょうどいいからと皆でそのまま上がってきたんだ。いやースマンな俺らで」


「いいからシート広げろよ……」


　トマスと一色、さらにはその後に夕に、ヱーファとグラン・ギニョールを連れたゼナイドが続く。皆が一様に手に手に、お菓子やペットボトルの詰つまったビニール袋を提げていた


「姫ちゃんもう大丈夫なの？」


「……元気そうでなにより」


　二者二様に問う、ゼナイドとヱーファにああ、と姫也は頷うなずきをみせる。


「でもどうした？　そんなに大荷物で」


「バカ言え、お前の退院祝いだろうが、あ、でもこないだの戦闘の借りがあるから、これ全部お前持ちな？　シメて七四八六円なります」


「そこ、トマス微妙に多めにたからない」


「ゼーちゃん、もうちょっとそっちそっち。ハイ、オッケー」


「姫也は私の隣となり……」


「寝ねられればどこでもいい」


　夕とトマスが言い合い、ゼナイドとヱーファが仲良くシートを拡げ、一色がすぐさまそこに横になろうとする。


　日常の、いつも通りの皆を自分の本来いるべき日常の世界を見て、繰くり返すように、そうか、と姫也は再確認する。


　ああ──終わったのだな。


　だから、と姫也は再び皆を見み渡わたし、言った。


「皆、ありがとうな」


　言っておこうと、姫也はそう思った。


「アイリスには、またこっちから会いに行けばいい。いつかはわからないが、いつかまた会える。まだちゃんと、言ってないこともある」


　言って、少しすっきりとした気分になった姫也は、空を見た。ヴァルハラがいた空を。


　そして自らも日常に、いつもの皆の中に戻もどろうとした。


　──そのときだ。


　桜立ち上る京学園の校門。上から見たその場所に、姫也の視界の片かた隅すみがひとつの色を捉とらえた。


　それはなんでもない、光景の中に、景色の中に、一風景として取り込まれるはずの小さな小さな色であった。


　しかしその色は、脳のう裏りに焼き付いた陽光にはためくその色は──


「──!!」


　瞬しゆん間かん、姫也はその場を飛び出していた。


「姫也!?」


　背中にかかる誰だれかの声も置いて、姫也は急ぎ身を翻ひるがえした。まだ傷ついた重くすら感じる体で、屋上から飛び降りるわけにもいかない。


　焦しよう燥そうにも似た切せつ迫ぱく感、背中を押すのは急げという意志。


　確証はない……！


　走るだけで身体中あちこちが激しく痛む。養生しなければとさっき言ったばかりだというのに。


「何事にも例外はあるだろう！」


　誰にでもなく言い訳しながら、姫也は走った。


　階段を一段抜ぬかしで走り降る、躓つまずき、よろけながら。


　どこか安定しない傷ついた体に鞭むち打うって、走る。


　校舎を抜け、土の地面を踏ふみしめる。


　向かうのは正門、そこに一人の人物がいた。


　自分の足に引っかかり転げかけながらも、姫也はついに到とう達たつする。


　息を切らし、そして見た。


　視線を交かわし、聞く。


「──姫也」


　彼女の髪かみが春風に揺れる。


　──アイリス・リンドヴルムの姿がそこにあった。


「────」


　だが今、彼女が身を包むのは、ステルス装備の外がい套とうでもなければ、自分のジャージ姿でもない。見慣れた京学園の制服を纏まとったアイリスの姿があった。


「アイリス──なのか……？」


　答えなど分かりきっている。


　先せん端たんの方だけ緩ゆるくロールした彼女のロングヘア。風に打たれてはためくその色を改めて確かく認にんして、姫也はさらに戸と惑まどいを隠かくせずにいた。


　アイリスが一歩二歩とやや固く歩を進め、姫也に近付いて来る。


　姫也の傍そばまで来ると、アイリスは改めて自らの身を見せるように手を広げてみせ、


「ど、どう？」


　やや恥はずかしげに、どこかうわずった口調でアイリスは告げてきた。


「純じゆん粋すいにびっくりし──」


「そのあとに生物学的にも──とか付けやがったら、二度ネタは死し刑けいって法律入れるように、日本政府に外交圧力かけるから」


　表情を渋しぶくするアイリス。だが、姫也が問いたいのはそこではなかった。


「いや、そうじゃなくて！　その格好は!?」


「制服でしょ？」


「そうじゃないだろう！」


　こちらの反応を愉たのしむようにアイリスは微笑ほほえむと、


「ええ、このまま京学園・高等部に留学することに相成ったわ。ああ、お父様の許可はもらっているから大だい丈じよう夫ぶよ」


　アイリスの手回しの速さに姫也は心底驚おどろくばかりであった。


「父様が、私は私の自由にしていいって、だから私はもっと世界を見てみたかったの。皆みんなともすこし仲良くなれたし、このまま此こ処こで過ごしてみたいの」


「だが、ここで、京学園に在学するということは──」


「ええ、承知の上よ。これでも私、術式砲ほう撃げきは軍の人にも褒ほめられるのよ？　凄すごい、凄すぎるから二度と撃うたないで下さい！　って」


　それは何か違ちがうだろうと、どれほどの出力で撃ったのだろうかと、立ち会った軍人のことを思う。


　呆あきれ半分、といった表情で肩かたを落としていると、アイリスは和やわらげた表情で姫也を見つめた。


「いつか言ってくれたわね。そこに戻ってきてやると。でも、今の私がいる場所は、ヴァルハラは、アナタにとっての過去だわ」


　アイリスは口元に笑みを浮うかべ、言う。


「だから、私が姫也の今に来たの。いつかと今を繫つなげるために、今度は姫也が私の、アイリス・リンドヴルムの今を護まもって。私もできるかぎり、今の姫也を護ってあげるわ」


　いつかと今、その間の失った時間。


　それを補ほ塡てんするように、二人は見つめ合う。


「過去の自分は払ふつ拭しよくできた？」


　やや不安気に目め尻じりを下げたアイリスを見て、さらに姫也は右の拳こぶしを見て、


「まあまあだな」


　確かな笑みとともに、姫也は言った。


　なにそれ、としかし淀よどみのない笑顔でアイリスも笑う。


　アイリスの手が姫也に伸のびる。


　アイリスは傷ついた姫也の右手を取ると、いつかのように、彼女の傷に押し付けるように自らの胸むな元もとに抱いだいた。


「これがあなたの護ったものよ」


　手の平から、彼女の温かい体温が伝わってくる。


　そこにいてくれる。その事実を傷ついた右手で確かめるように、姫也はアイリスの手を握り返した。


　よかった。


「失わずに良かった」


　彼女の表情に固さはもうない。しがらみも何もなく自らもそう思えることに、姫也は素す直なおに思ったことを口にした。


「ありがとう」


　互たがいに言い、二人は顔をほころばせあった。








　春麗うららかな日差しの下、青空はどこまでも青く、学園の裏山ではうぐいすが恋こいを歌い、校庭では風精が桜の花弁を春風に舞まわせて遊ぶ中──。


「あらためてよろしく。アイリス・リンドヴルム」


「ええ、八や劍つるぎ姫也」


　全すべてを内包するように、正午を告げる鐘かねの音が鳴り響ひびいた。





　──今日も八劍姫也の世界は過ぎていく。














　　あとがき




　はじめました筧かけいミツルです。


　なんだこの冷やし中華はじめました的な立ち上がり。シーズン開幕初球がボークだよ。あとがき書き始めて初しよっ端ぱなからこんな感じなあたり、緊張しているのかもしれません。


　そして初めてのあとがきこんなでいいのか自分。


　改めまして、はじめまして筧ミツルです。


　第23回ファンタジア大賞・銀賞のスリーメンの一人だったりします。


　いえ、そんなポジションにいること自体、驚おどろきなのですが。


　まずはお手にとっていただけたこと、購入していただけたこと、なによりもこの作品を読んでいただいたこと、こんな作者の懺ざん悔げを綴つづったあとがきを読んでもらっていることに感謝いたします。


　色々と反省点はありますが、それは自分の中に収め、次に活いかして、前へ前へと進み続けて行く所しよ存ぞんですので、今後ともよろしくお願いします。





　さて。


　作品について少しだけ。


　若い身なりに書いてみた青い物語です。


『双そう界かいのアトモスフィア』どうだったでしょうか？


　楽しい雰ふん囲い気きが伝わったかなーとか、ここ面白がってくれるとイイナーとかあります。こればっかりは、オモシロイだろーってドヤ顔しても仕方ないですし。あなたの何かに引っかかると嬉うれしいかぎり。


　ゼナイドと打っていると予よ測そく変へん換かんで、是内戸とか仏教用語っぽく誤ご爆ばくしたり、ゼナウドとかどっかのゲームキャラみたいな名前に誤爆ったりと悩みのタネだったりするのは余よ談だん。





　読んでいる人面白いかもわからない若じやく輩はい者ものですが、このあとがきを書いている時点で、キーボードを叩き始めて約二年になろうかというところ、書き始めた当初〝こんな作品を書きたいなあ〟と思いながら創つくった作品で、物書きをしていますと言うことができるようになり、スタートラインから走り出せたのは、本当に幸運の極きわみ。


　長距離走は昔から得意とするところ、頑がん張ばります。


　書くことは好きです。徹てつ夜やで悩なやんでいる時間も思い返せば好きです。


　年上の方々に経けい験けん値ちから何から絶対的に負けていますが、若さも相応の武器だと信じて、これからの人生も、これまでの人生も注つぎ込んで、まっすぐに楽しく自分の書きたい世界を表現していければ幸いです。


　若さって絶対赤で火属性だよね。赤スキー←銀はどうした。








　はてさて。


　ここからは面と向かっては言えない謝しや辞じなどを。


　まずはこの作品を書くにあたって、今までの友人たちに。


　小・中・高・大学と学生時代、本当に自分は友人たちに恵まれました。面白おかしく、馬ば鹿か馬ば鹿かしいまで笑って過ごした青春時代があったからこそ〝学園もの〟というジャンルが書けているのではないかと思います。


　ありがとう。








　次に挿さし絵えを描かいて下さったrefeiaさんに感謝を。


　このあとがきを書いている時点で、自分はまだこの『双界のアトモスフィア』の登場人物たちの〝姿〟を知りません。


　すべてお任まかせしているので、製本されて手元に届くのが待ち遠しいばかりです。


　無名の新人である自分の本を手に取っていただく段階では、絵師さんにシビレ罠張ってもらって、こっちが睡眠弾速射で畳たたみ掛かければ、ほーら捕ほ獲かく完かん了りようですよ。クエストクリアだよ。なんだこのモ◯ハン脳。


　というわけで絵の状況理解のために読んでみましょうほーら。


　脳内デザインもまとまっていない、設定ばかり凝こり性しようの作品を描き上げてくださったこと、本当に感謝しています。


　この段階ではわかりませんが、自分の中でのキャラクターの動きも、きっとイメージしやすくなったのでは、と思います。


　改めて、ありがとうございます。








　そして担当編集さんに。


　いつもすみません。


　感謝しきれないほどです。


　見捨てないで下さい（笑）。








　というわけで、この物語を本として一つの形に仕立て上げるために尽じん力りよくしてくださった方々と、この本の読者となった方々に、最大限の感謝の意を以もつて、今回はあとがきを締しめさせていただきます。







──二〇一二年、まだ寒い二月の夜のこと。












双そう界かいのアトモスフィア





筧かけい　ミツル
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